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平成21年度「大学教育・学生支援推進事業」学

生支援推進プログラムに採択された「専門性を生か

した正課外地域貢献活動によるマネジメント力の育

成」も３年間の支援期間を終了しようとしています。

この間、恵泉地域言語活動研究会の活躍は目覚まし

く、学生の成長には目を見張るものがあります。

恵泉地域言語活動研究会は、「ことば」を使って

地域に奉仕し、その中で学びを深めることを目的と

して組織されました。恵泉英語教育研究会（KEES）

は、英語を使って近隣の小学校で英語活動や学習

支援を、恵泉お話を語る会（恵話会）は、日本語

を使って福祉施設等でボランティア活動を行ってい

ます。小学生に英語の絵本を読み聞かせたり、日本

人相手に日本語でお話を語ることは、一見簡単に

思えるかもしれません。しかし、聞き手を想定して

練習を積み重ね、作品に分析・解釈を加え、自分

なりの表現を身につけるには、膨大な時間と努力が

必要です。このように心をくだいて準備をするので

すから、それは当然聞く人に伝わります。言葉には

「言霊（ことだま、言魂）が宿る」と言われますが、

作品に文字通り魂を込めて伝えるので、聞く人の心

を動かし、感動をよび起すのでしょう。そういった

場面を幾度となく目にした３年間でした。

この報告書は、2009～2011年度の学生や受講生

の学びの軌跡です。第１章では、このプログラムの

全体像、取組の目的や実施体制について紹介して

います。第２章では、恵泉地域言語活動研究会の

３つの組織：KEES、恵話会、KEISEN小学校英語

活動指導者養成講座に分けて３年間の活動と学生・

受講生の学びをまとめました。第３章では年度末に

行われた活動報告会、続く第４章で外部評価委員

会の記録を掲載し、最後に第５章でプログラム全体

を振り返るともに今後の展望について述べました。

コミュニケーション能力が問われる昨今、「こと

ば」を操ることが得意だと自信を持って言える人が

どれだけいるでしょう。私も講義や講演で聴衆に受

け入れられやすい話を心掛けていますが、表面的に

言葉をいくら取り繕ったところで、聞き手の心には

届きません。心に響く「ことば」を届ける鍵は、こ

の一冊の中にあるように思います。語学教育が専門

か否かに関わらず、言葉は人に与えられた特権です

から、豊かな言語生活を送るためにも、どうぞ最後

までお目通しくださいますようお願い申し上げます。

最後になりましたが、学生の活動を支えて下さっ

ているすべての皆様のご理解とご協力にこの場を借

りて厚く御礼申し上げます。活動先の小学校や福

祉施設関係者の皆様、多摩市教育委員会、稲城市

教育委員会、外部評価委員の先生方、このプログ

ラムの生みの親、岩佐玲子先生、昨年度まで指導

にあたってくださった馬郡敏美コーチ、佐藤智子コ

ーチ、さらに学生の成長を見守ってくださっている

学内外のすべての皆様に感謝いたします。またスタ

ッフは、半年間かけて膨大な資料と格闘しながら準

備を進めてくれました。紙面の関係で割愛したもの

も多くありますが、本研究会の等身大の姿を見て頂

けるのではないかと思っております。

「ことば」を使った活動は、目標にこそできても、

ゴールは果てしなく遠く、それゆえ私たちは、

「ことば」に魅了され、「ことば」に挑んでいくのだ

と思います。支援終了後も恵泉地域言語活動研究

会の挑戦は続きます。引き続きご指導ご鞭撻を賜り

ますようお願い申し上げます。

（2012年３月）

はじめに
大谷 由布子

「専門性を生かした正課外地域貢献活動によるマネジメント力の育成」取組責任者
恵泉女学園大学人文学部　英語コミュニケーション学科助教
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平成21年度「大学教育・学生支援推進事業」【テーマB】
学生支援推進プログラム

「専門性を生かした正課外地域貢献活動による
マネジメント力の育成」

第1章

プログラムについて
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取組の趣旨・目的

人文学部教職課程履修者を中心に、課外活動として

の「恵泉地域言語活動研究会」を組織し、地域の学校

や福祉施設などをチームとして訪問し、その専門性を

生かした言語活動（小学校英語活動、絵本の読み聞か

せやわらべ歌、手遊びでの交流）による地域貢献を継

続的に行い、正課授業を補完して学士力の確保と、就

業力の育成をはかり、生涯を通して社会に貢献できる

人材を育成することを目的とする。取組の到達目標、具

体的取組内容、実施計画、評価体制は以下のとおり。

到達目標

日英両語の発音能力・読み聞かせ技能を高めるとと

もに、仲間と協力して言語活動の企画案を作成し、役

割を分担しあい、質の高い言語活動や交流会を創造で

きることを目指す。また学士力（専門分野の知識の応

用、コミュニケーション・スキル、問題解決力、チー

ムワーク、リーダーシップ、市民としての社会的責任）

の確保と就職意欲・就職率の向上を取組の達成目標と

する。

学生の達成目標

１. 日英両語の発音能力・読み聞かせ技能を高める

２. 仲間と協力して言語活動の企画案を作成できる

３. 役割を分担しながら質の高い言語活動や交流会を創

造できる

大学の達成目標と指標

１. 学士力の確保

〈指標〉

・自己診断シートの各項目で参加学生の６割以上に向

上がみられる

・参加学生の７割が目標行動を達成できる

・取組参加学生数を倍増させる

２. 就業力の向上

〈指標〉

・教職課程履修者の教育・福祉分野での就職（および

大学院進学）率を50%から70%に向上させる

・就職率を90%から95%に向上させる

・進学希望者をのぞく就職希望者比率を現行の80%か

ら90%に向上させる

取組の具体的内容

活動支援者（活動経験のある地域住民と上級生）に

よる日英両語の発音の訓練や、読み聞かせ練習に加え

て、参加学生が交流活動の指導案・企画書を作成し、

担当教員とともに地域の小学校や福祉施設での交流活

動を準備・実施する。毎回の活動は、各自１枚の報告

書にまとめ、口頭による振り返りを行うことで、言語

表現能力とマネジメント力を養うことを意図している。

実施計画

学生のトレーニングと地域の小学校や福祉施設での

実践、学園祭やローカル放送などでの発表を通して、

学士力（言語表現力とマネジメント能力の育成）を図

るとともに、学生の活動報告書等による自己点検評価、

参加者を含めた第三者評価を実施し、効果の検証と改

善案の策定を行う。また活動報告書や活動報告会、ウ

ェブサイト等を通して活動の普及と参加者の拡大を図

る。

取組の評価体制

学生の活動報告や自己診断シート、活動先からの評

価シート、実施委員会による参加シートを用いて形成

的評価を行い、学期ごとに改善を重ねる。また実施委

員会が学生の言語表現力と就業意欲の変化を総括評価

として見るだけでなく、外部評価委員会を組織し、そ

の答申を受けて改善を図る。

平成21年度「大学教育・学生支援推進事業」【テーマB】学生支援推進プログラム

「専門性を生かした正課外地域貢献活動による
マネジメント力の育成」プログラムの概要

プログラムについて 第1章 プログラムの概要
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プログラムについて 第1章 プログラムの概要

恵泉地域言語活動研究会は、2007年４月、人文学部

英語コミュニケーション学科に所属する学生を中心に

「恵泉英語教育研究会（KEES）」から発足しました。

この背景には、大学の教育的資源と地域の教育力を互

いに提供し合うことで、共に若い世代の育成に力を合

わせて取り組もうとする、稲城市教育委員会と恵泉女

学園大学が取り交わした相互教育提携があります。以

来、稲城市に加えて多摩市でも小学校英語活動を展開

してきました。

2008年９月には、「KEISEN 小学校英語活動指導者

養成講座」を開講し、現職教員と地域住民を対象に、

英語の発音と表現力に優れた英語活動指導者を養成し

てきました。この講座では、読み聞かせや発音の訓練

を通して、英語音の発音を矯正し、表現力向上を図り、

小学校の実習に臨みます。指導者としての表現力と技

能が、実際の教育現場で試され、磨かれることによっ

て、全30回60時間のプログラムは終了し、受講者は認

定証書を手にします。

2009年1月には、日本語の語りを中心とした言語活

動によって地域奉仕を行う、「恵泉お話を語る会（恵話

会）」が誕生しました。この会では、福祉施設や小学校

等を訪問し、語りや読み聞かせ、わらべ歌や手遊び等

を通してボランティア活動を展開しています。

学生は言語活動の専門家の指導を受け、チームで言

語活動を企画運営します。その中で、マネジメント力、

コミュニケーション能力が高められ、社会性や協調性

も育まれていきます。学生、教職員が積極的に地域に

出かけ、地域の方々と共に学び、共に成長を実感でき

る活動を展開しています。

●研究会のあゆみ

恵泉女学園大学では、人文学部の教職課程履修者を

中心に課外活動としての「恵泉地域言語活動研究会」

を組織しています。この研究会は、恵泉英語教育研究

会（KEES）、恵泉お話を語る会（恵話会）、KEISEN

小学校英語活動指導者養成講座の３つの会から構成さ

れ、地域の学校や福祉施設などを訪問し、専門性を生

かした言語活動（小学校英語活動、絵本の読み聞かせ

や語り、手遊びやわらべ歌による交流）による、地域

貢献を継続的に行い、正課授業を補完して、学士力の

確保と就業力の育成を図り、生涯を通じて社会に貢献

できる人材を育成しています。

恵泉地域言語活動研究会について

恵泉地域言語活動研究会の構成とカリキュラム関係図 

恵泉英語教育研究会（KEES） 
2007年4月～英語科学生中心 

恵泉お話を語る会（恵話会） 
2009年1月～国語科学生中心 

KEISEN 小学校英語活動 
指導者養成講座（ニーズ講座） 

2008年9月～社会人 

社会的マナー 
ルール、手紙、報告書、 

挨拶、話し方 

チームマネジメント 
リーダーシップ、情報の共有 

チームで取り組む 
英語活動実践 

合唱 
発表 

読み聞かせ 
ゲーム・歌 
ストーリーテリング 

指導案作成 
学習支援 

お話の語り 
わらべ歌 
交流会企画 

読み聞かせ 
手遊び 
学習支援 

読み聞かせ訓練 
発音訓練　授業実践　合唱訓練 
クラスルームイングリッシュ 
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恵泉地域言語活動研究会は、教員２名と活動支援者３名、事務担当者１名で実施委員会を組織し、活動を行って

きました。

●取組の実施体制

●取組担当者

2009年度 2010年度 2011年度 

恵泉地域言語活動研究会 
取組担当 

岩佐 玲子 大谷 由布子 

恵泉地域言語活動研究会 
取組補佐 

大谷 由布子 村岡 有香 

恵泉地域言語活動研究会 
コーチ 

須藤 桂子 
馬郡 敏美 
佐藤 智子 

事務担当 小關 毅彦 

須藤 桂子 
川名 仁美 
飯窪 実香 

神山 和子 
大滝 明美 

フジオカ 鶴子 

多摩市教育委員会 

稲城市教育委員会 

多摩市立 
東寺方小学校 

多摩市立 
東寺方小学校 

多摩市立 
豊ヶ丘小学校 

稲城市立 
城山小学校 

白楽荘 

島田療育センター 
稲城市立 
長峰小学校 

こころ保育園 

※点線部分は取組外 

教育・支援者 
事務担当 

稲城市立 
長峰小学校 

稲城市立 
第一、第三、 
第七小学校 

多摩市立 
聖ヶ丘小学校 

多摩市立 
西愛宕小学校 

恵泉地域言語活動研究会 

恵泉英語教育研究会 
（学生） 

恵泉英語教育研究会 
（学生） 

恵泉英語教育研究会 
（学生） 

恵泉お話を語る会 
（学生） 

恵泉お話を語る会 
（学生） 

恵泉お話を語る会 
（学生） 

実施委員会 

KEISEN小学校英語 
活動指導者養成講座 
（社会人） 

KEISEN小学校英語 
活動指導者養成講座 
（社会人） 

KEISEN小学校英語 
活動指導者養成講座 
（社会人） 

岩佐教授

前列向かって左から、村岡助教、大谷助教、
須藤コーチ、後列向かって左から、川名コ
ーチ、飯窪コーチ、井村コーチ、フジオカコ
ーチ、神山コーチ、大滝コーチ

馬郡コーチ

佐藤コーチ 小関事務局次長
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プログラムについて 第1章 コーチ･スタッフ紹介

コーチ・スタッフ紹介

須藤桂子
（2009～2011年度

恵泉地域言語活動研究会アドバイザー）

研究会での私の担当は、主に学生との関わりです。
内容としては、小学校への外国語活動に向けての練
習に立ち会い、日本語の語りや詩などの発表の練習
に参加、スプリングフェスティバルや恵泉祭での発
表に向けての練習のお手伝いなどです。
学生の練習に向ける意欲は、目を見張るものがあ

ります。学生の練習は、本番という当日の相手を想
って練り上げられていきます。その行いが自分自身
の発見につながっていることを、学生は時に強く感
じるようです。また、チームで動くので、チーム間
での意思疎通が重要です。そのチームの中に、私も
参加させていただき、一緒に大切な何かを作り上げ
ていくような過程でした。気がついたら、たくさん
の仲間に囲まれていました。年齢は私にはもはや全
く関係がなく、仲間からたくさんの宝をいただきま
した。
学生に助けられ、同僚にも、先生方にも、大学に

も、行く先々で助けていただいた、３年となりまし
た。感謝でいっぱいです。

飯窪実香
（2011年度　恵泉地域言語活動研究会コーチ）

今年度、この恵泉地域言語活動研究会にコーチと
して携わり、まもなく１年の月日が流れようとして
いる。この活動で大切にしていることの一つに、絵
本がある。絵本は、読み手の数だけ、表現の工夫や
解釈がある。この一年、学生とともに、同じページ
と何度も向き合い、伝えたい思いが相手に伝わるよ
う、ジェスチャーや表情、歌などの工夫を凝らした。
その「相手に伝わるように工夫する」ということこ
そが、絵本と向き合うおもしろさであり、表現する
おもしろさ、そして、相手がいる幸せなのだろう。
日々、学生の情熱をひしひしと感じながら、美しい
努力を目の当たりにした。きっと、今後の人生に、豊
かな彩りを与えるだろう。
これから、私自身も、人の心に語りかけるストー

リーのいのちを感じながら、表現者として、絵本と
の出会いや感動を大切に育み、それらを分かち合う
人々との時間を豊かなものへと、工夫し続けたい。未
知なるストーリーとの出会いが楽しみで仕方がない。

神山和子
（2011年度秋学期　恵泉地域言語活動研究会コーチ）

私はKEISEN小学校英語活動指導者養成講座を修
了し、引き続き恵泉女学園大学で、児童英語教育に
ついて「理論と実践」の両面から学びました。
講座では、充実したカリキュラムのもと、先生方・
コーチの皆さんの温かいご指導と励まし、そして一
緒に受講した仲間の皆さんにも支えられ、７ヶ月間
を楽しく終えることが出来ました。私にとって、英
語での最高の自己表現の場となりました。
今回私たちは、KEESの学生の皆さんの英語活動

をサポートする機会に恵まれました。
学生の皆さんが、英語活動に向けて、真剣に準備・
練習し、またその回数を重ねるにつれて、生き生き
と自信を持って成長していく姿を見ることが出来、と
ても嬉しく感じています。そして、学生の皆さんと
一緒に課題に取り組む中、気づきも多く私自身もま
だまだ教わることが一杯です。私も、小学校での授
業実践に参加させていただいていることを大変有り
難く思っています。
学生の皆さんに一言お伝えするとしたら、今取り

組んでいる英語活動を通じて、思い切り自分の可能
性に挑戦して欲しいということです。目的意識を持
って努力すればするほど、自分自身に力がつき、結
果が出ると思います。

川名仁美
（2011年度　恵泉地域言語活動研究会コーチ）

恵泉を卒業して１年、コーチとして再び恵泉地域
言語研究会に携われることに心から感謝しています。
社会に出て何度、ここでの経験が活かされたことか、
数えればきりがありません。
私は主に、KEESの学生を対象に「英語スキルア

ップトレーニング」と題して、毎週月曜日のトレー
ニングを担当しました。ランチタイムの30分に皆で
お弁当を持ち寄り、英語のリスニングやリーディン
グを行いました。KEESの学生たちは、大学での授
業と英語活動を両立させるだけでなく、このように
毎週定期的に英語を自主的に磨き、小学校での英語
活動に活かしているのです。
そんな学生の努力や、奉仕活動への意識の高さは

計り知れず、私自身も１年間、彼女たちの姿を見て
学ぶことが多くありました。英語の楽しさや絵本の
魅力、教えることの責任など、日々感じています。
KEES・恵話会に心を注いだ時間と、苦楽をとも

にした仲間は、必ずや彼女たちが社会に出た時、大
きな自信になると信じています。引き続き学生を支
援していきます。
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小關毅彦（大学事務局）

教育のゼミの授業の一環として始まった小学校英
語活動。小学校での実践を参観したときに、この活
動によって学生が成長していることを実感しました。
この活動を学内に広げることができないだろうかと
思い始めたときに、学生支援推進プログラムの公募
がありました。学期初めの忙しい時期に、到達目標
や評価方法について何度も議論を重ねて申請書を作
成したのは楽しい思い出です。学生の語りを初めて
聞いたときも驚きでした。物静かな学生が堂々とし
た語り手に変身して雄弁に物語を語る、物語を記憶
し語ることを通して自分自身に自信を持つ、そのプ
ロセスの中で学生たちが力をつけたことがはっきり
と見て取ることができました。
私のこの活動での役割は、文部科学省からの補助

金を適正に執行するための事務的なサポートです。３
年間で補助金による支援は終わりますが、この活動
を継続的に実施するために、知恵を出し合って活動
を続けていきたいと願っております。

フジオカ鶴子
（2011年度秋学期　恵泉地域言語活動研究会コーチ）

好きこそものの上手なれ。
先生が好き、仲間が好き、英語が好き、子どもが

好き、たくさんの「好き」が集まった教室は、共に
学ぶことの楽しさを表現できる場であり、未来へつ
ながっていく互いの成長の場であるように思います。
小学校英語活動に参加させていただくたびに感心

することは、子どもたちの笑顔が私達に与えてくれ
る喜びとその影響力の大きさです。
子どもたちの、楽しい、嬉しい、好きという気持

ちの現れである、笑顔をたくさん見たくて、私達の
準備にも自然と力が入ります。そして、仲間ととも
に準備と練習を重ねていくうちに、期待と自信をも
って授業にのぞめるようになり、私達も笑顔で活動
することができるのです。
地域住民のひとりとして、小学校英語活動につい

て学び、実際の英語活動に関わらせていただくこと
で、私は今、社会とのつながりを実感しています。
私達の学びを支えている、みんなの笑顔、それは、
平和の象徴ともいえるでしょう。
自分の身近にあるところから、平和をもとめ、つ

くりだしていく。私達にできることは小さなことで
も、人々がつながりあうことで、大きく広がってい
くのだと、私は信じたいと思います。
先生方、学生たち、受講生仲間の笑顔輝く「学び

の園」での経験は、私にとっては、恵みそのもので
す。自分の力やがんばりで手に入れたものではなく、
与えていただいたものだからこそ、感謝の気持ちで、
大切にしていきたいと考えています。

大滝明美
（2011年度秋学期　恵泉地域言語活動研究会コーチ）

講座での訓練、大学での半年間の学びを終え、小
学校での英語活動に関わりながらKEESの学生たち
の活動に携わったこの数ヶ月間は、私にとって感動
と収穫の日々でした。
講座で学んだ発音の基礎と読み聞かせでの表現力、
そして大学での教育論は今の活動にも大いに生かさ
れています。
また、ともに学んだ仲間と１つの目標（英語活動）
に向い、力を合わせて心を合わせて練習を重ね、活
動で児童のきらきら輝く笑顔に出会える喜びは一言
では言い表せません。英語を教える楽しさを感じる
瞬間でもあります。
KEESの活動では、時間をやりくりしランチタイ

ムまでも練習に励み、悩みながらも、前へ前へと進
む学生たちの姿に心動かされるものがあり、私自身
もよい刺激を受けています。小学校では担任の先生
や児童たちとの活き活きしたやりとりを楽しむ素晴
らしい活動を見せてくれました。学生たちの可能性
は無限大で、飛躍的な成長は驚きであり頼もしく感
じます。彼女たちの日々の努力と経験の積み重ねは
必ず、未来につながる大きな財産となるでしょう。
活動を通して感じることは、人との出会いを大切

に努力と情熱を持って臨めば、必ず結果がついてく
る、感動が生まれる、成長を実感できる、というこ
とです。

佐藤智子
（2009～2010年度　恵泉地域言語活動研究会コーチ）

『見えぬけれどもあるんだよ　見えぬものでもあ
るんだよ』
私と恵泉との出会いは、約５年前にさかのぼりま

す。恵泉でコーチとして、英語活動のため学生が小
学校の教壇に立つまでのサポートや、学生と共に語
りの練習、本番を共にする機会に恵まれました。学
生と時間を共有し、共に悩み、共に笑いながら、私
自身じっくりと目に見えないものを学生と共に創り
上げていく「過程」の大切さを学びました。
私を含め、忙しく時間に追われる毎日を過ごして

ばかりいると、どうしても結果ばかりに目が行きがち
になります。英語活動や語りの場で成果を思う存分
発揮できた学生がいる一方、練習の成果を発揮でき
なかった学生もいました。本番終了後、彼女たちの
顔には、自分の成果を百パーセント出し切れなかっ
たという悔しさが溢れていましたが、彼女達はその
悔しさも大切にして、更に更に進歩していきました。
恵泉で出会った全ての学生との時間や「過程」は

目に見えないものですが、私にとっての素晴らしい
宝物です。
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第2章

恵泉地域言語活動研究会
３年間の活動と学び
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恵泉英語教育研究会（KEES）の
活動

KEES（Keisen English Education Society）

3年間の活動と学び 第2章 
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行事など
（恵話会合同行事を含む）

定例活動日

5/29 G スプリングフェスティバル

6/3 E KEES&恵話会
合同お話会①

7/1 E KEES&恵話会
合同お話会②

9/17 F 第1回お話を楽しむ会

11/6 G 多摩フェスティバル

12/16 E こころ保育園
クリスマス会

12/24 F 第2回お話を楽しむ会

1/11 C KEES説明会

1/13 E 合同説明会

2/19 G 活動報告会

2/25 F ボランティア認定証書
授与式

3/24 E 合同オリエンテーション

毎週火・木曜日の昼休み
C…12：40～13：10
D…12：20～12：50

2010年度

5/28 G スプリングフェスティバル

11/6 A 恵泉祭

12/15 E こころ保育園
クリスマス会

1/20 F 合同説明会

1/28 G 活動報告会、ボランテ
ィア認定証書授与式

毎週月・水曜日の昼休み
12：40～13：10

2011年度

5/30 G スプリングフェスティバル

7/28 C 南落合小学校研修

8/3 B 多摩市教員研修

8/5 D 稲城市教員研修

11/7 G 多摩フェスティバル

12/10 E こころ保育園
クリスマス会

1/7 E クイック・クリーブランド
先生合唱ワークショップ

1/9 G 合唱発表

2/20 G 活動報告会

2/26 F ボランティア認定証書
授与式

毎週火・木曜日の昼休み
C…12：40～13：10
D…12：20～12：50

2009年度

4月

5月

オリエンテーション

トレーニング開始

2010年度

オリエンテーション、トレーニング開始

25日 英語活動（西、聖）

2011年度

オリエンテーション

トレーニング開始

6月
09・23日 英語活動（一、長）
16・23日 英語活動（西）

22日 英語活動（西、聖）17・24日 英語活動（一、三、七、長）

7月 06日 英語活動（西、聖）28日 教員研修

8月 01日 教員研修03・5日 教員研修

9月 15日 英語活動（長）16日 英語活動（長）

10月
06・20日 英語活動（西）
13・27日 英語活動（一、長）

26日 英語活動（西、聖）14・28日 英語活動（一、三、七、長）

11月
10日 英語活動（西）
17日 英語活動（一、長、西）
24日 発表会（西）

30日 英語活動（西、聖）25日 英語活動（一、三、七、長）

12月 01日 英語活動（一、長、西）
07日 英語活動（西）
14日 発表会（西）、英語活動（聖）

02日 英語活動（一、三、七、長）

1月 18日 英語活動（西、聖）

2月 02・16日 英語活動（長）
3･10･17日 英語活動（豊）
24日 発表会（豊）

03・17日 英語活動（長）

3月 01日 絵本読み聞かせ（豊）

【備考】一＝稲城市立稲城第一小学校 三＝稲城市立稲城第三小学校 七＝稲城市立稲城第七小学校 長＝稲城市立長峰小学校
西＝多摩市立西愛宕小学校 聖＝多摩市立聖ヶ丘小学校 豊＝多摩市立豊ヶ丘小学校

2009年度

●KEES活動日程

●地域奉仕活動の記録

恵泉英語教育研究会（KEES）3年間の活動
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活動校の先生方より

模擬授業を見せてくれたことにさかのぼります。ベ

テランの英語教師の前で、経験の浅い学生さんが

堂々とした授業を行いました。よく練られた内容で

感心しました。若者らしくはつらつと振る舞ってお

り、私にはとても新鮮でした。その研修会に参加し

た現役の英語教師の感想は、一様に「よく教育され

ている（練習を積んでいる）。中学校の英語入門期に

すぐに活用できる」でした。大学の担当の先生にお

聞きすると、スケジュールを組んで、小学校へ行っ

て外国語活動の時間に授業をしているとのこと。し

かし、それは大学の授業でもなく、部活動（サーク

ル活動）でもない。昼休みに有志が集まって先生方、

コーチの指導の下で指導案を作成し、その指導案に

沿って練習をし、仕上げ、そして小学校の授業に臨

むということでした。私が見た模擬授業は猛特訓が

なければ成し得ないレベルまで高まっていました。何

がそこまで学生さんたちの心を駆り立てるのか。そ

こに何があるのだろう。学生さんに対してどのよう

な評価が返されるのだろう…？疑問がいっぱい湧い

てきました。それが恵泉地域言語活動に興味を持っ

た最初でした。

学生さんの英語の歌にしても、寸劇や読み聞かせ

にしても質的に大変素晴らしいのです。先生方（指

導者）の熱意が学生さんに伝わり、学生さんがその

指導にしっかり応えようとしていることがうかがい知

れるのです。それがそのまま小学校に行くと先生役

の学生さんの熱意が子どもたちに伝わって、同じよ

うに子どもたちが学生さんたちの熱意に応えようとす

るのです。その過程で両者の一体感が生まれ、授業

が生きているのです。子どもたちは英語に触れる喜

びを感じ、熱心なお姉さんたちの楽しそうな姿に引

き込まれていく。英語を聞いて、まねをする。英語

の歌を一緒に歌い、ゲームをして英語に親しむ。小

学生にとっては、またとない英語体験、外国語活動

です。

小学校で外国語活動の授業を経験した学生さんが、

子どもたちに「先生、楽しかった。今度、いつ来て

くれるの？」と言われて感激した、と報告会で感想

を述べていました。学生さんのそんな姿や取り組み

の様子を見ているとき、私はマザーテレサの「人間

の最大の不幸は病とか貧困ではなくて、人に必要と

されていないと感じることだ」という言葉を思い出

しました。誰しも人に頼りにされると嬉しいもので

す。役に立っていると思うとやりがいが出てきます。

私の勝手な思い込みかもしれませんが、KEES、恵話

会の活動目的の大元に「人に喜んでもらうこと」が

あるのではないでしょうか。人に喜んでもらうことに

幸せを感じながら、自然のうちに自らの能力を高め、

人としても成長している…。

昨年の報告会で社会人の方の発表には圧倒されま

した。言葉の明瞭さ、声量、英語の発音、イントネ

ーションなどの素晴らしさの中に、学生さんとはひ

と味違った気迫を感じました。参加者はそれぞれ忙

しい時間をやりくりして、６ヶ月の間に平日と休日

を併せて、30回も小学校英語活動指導者養成講座に

出席されていると聞きました。生半可な覚悟ででき

るものではありません。目的は様々でしょうが、お

一人お一人の意欲に心より敬意を表したい、そんな

気持ちになりました。

恵泉女学園大学地域言語活動は、正に地域に広が

る「言葉の花畑」です。小学校外国語活動の授業、

高齢者福祉施設等での語り、絵本の読み聞かせや童

歌などを通して、地域に貢献しようとする価値の高

い実践です。また、その取り組みが学生さんや社会

人の皆さんにとって豊かな人生を送ることにつながっ

ていくものと信じます。

終わりに、これからも一層、恵泉地域言語活動研

究会が、恵泉女学園大学の「言葉の花畑」にさらに

さらにきれいな花々を咲かせ、地域の人々を益々喜

ばせる活動へと発展されますことを願い結びとしま

す。今後も恵泉女学園大学地域言語活動研究会から

巣立っていく皆さんのご活躍を期待しております。

言葉の花畑 ～KEESの活動より～

多摩市立聖ヶ丘中学校校長　山口 順一
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活動校の先生方より



2011年度から新設された小学校外国語活動は、「第

５学年および第６学年に対して年間35単位時間、原則

として英語を扱う」となっており、その目的は「外国

語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深め、

積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育

成を図り、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しま

せながら、コミュニケーション能力の素地を養う」と

謳われています。学習指導要領解説には「学習指導要

領等についての理解を深め、創意工夫を生かした特色

ある教育課程を編成実施されるようお願いしたい」と

あり、小学校ごとに異なる取組が行われているのが現

状です。

小学校１年生～６年生まで、年間30時間程度の英語

活動を行うKEESにとっては、上記の目標を意識した

上で、活動校の現状に合わせ、かつKEESとして同じ

理念のもと指導案を作成し、複数の学校で活動を展開

しています。

私たちがもっとも大切にしているのは、毎回の活動

に「テーマ」や「ストーリー」を持たせることで、子ども

たちへのメッセージを込めた内容を準備し、展開して

います。その基本になるのが、Story-based Approach

という、絵本を中心とした指導法で、『英語ノート』の

内容や言語事項と絵本を関連させて指導案を組み立て

ています。英語活動の基本構成要素は、PPP（Presen-

tation, Practice, Production）とされますが、KEESで

はまず、スキットやクイズを使った導入で児童の関心

を引きつけ、チャンツを使って楽しく言語事項を練習

した後、実際に言語事項を使用したアクティビティを

行い、盛り上がった後には、静かに絵本に耳を傾けま

す。絵本は全体に対して、あるいは少人数で読み聞か

せたり、co-reading や shared-reading と言って、お話の

一部を児童と声に出して読んだり、歌を取り混ぜた読

み聞かせを行うこともあります。基本的に活動はすべ

て英語で行いますが、授業の終わりに記入してもらう

「振り返りシート」を見ても、児童が楽しんで活動に従

事したばかりか、伝えたいメッセージがしっかりと児童

の心に届いている様子が伝わってきます。
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KEES教授法について

●2011年度KEES外国語活動実践（多摩市立聖ヶ丘小学校の例）
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3年間の活動と学び 第2章 恵泉英語教育研究会（KEES）の活動

●小学校英語活動指導案例①
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●小学校英語活動指導案例②
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3年間の活動と学び 第2章 恵泉英語教育研究会（KEES）の活動

KEES英語活動で使用した絵本と教材

1. Where’s the Fish?
2. The Gigantic Turnip
3. Yo! Yes?
4. 10 Trick-or-Treaters
5. Harvey Slumfenburger’s Christmas Present
6. Fortunately
7. The Three Billy Goats Gruff
8. Mr. Gumpy’s Outing
9. Dinosaur ROAR!

10. Good Night, Gorilla
11. Who Will Guide My Sleigh Tonight?
12. Papa, please get the moon for me
13. A Apple Pie
14. 12 Days of Christmas
15. From Head to Toe
16. Where the Wild Things Are
17. 10 Trim-the-Tree’ers
18. My cat likes to hide in boxes

1. Six Little Ducks
2. Genki English
3. New Let’s Sing Together
4. Wee Sing Children’s Songs and Fingerplays
5. Wee Sing And Play
6. えいごであそぼ

英 語 絵 本

C D 教 材
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作成した教材例
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3年間の活動と学び 第2章 恵泉英語教育研究会（KEES）の活動

振り返りシートより
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学生の報告書より

◆活動日：2011年10月26日 市川 友里絵
今学期初めての英語活動が始まった。久しぶりという
こともありとても緊張した。その中で私が今回学んだこ
とと反省したことを述べたいと思う。
まず今回学んだことは、２校時の劇練習の時である。

児童が劇の練習をしているときに、先生は色々な班に回
り指導をしていた。その指導が、劇をより良くするため
の案を自ら演じていた。やはり児童には口で説明するよ
りも実際にお手本を見せた方がわかりやすいようだ。ま
た、先生と児童でより良い劇を作り上げようとしている
ことが、ひしひしと伝わってきた。私も積極的に動いて、
わかりやすく、なおかつ、よりよい授業をみんなと作れ
るように努力したいと思う。
次に反省点である。今回私はチャンツを担当した。し

かし、チャンツのリズムがわからなくなってしまい、手
拍子など統一することが出来なかった。統一されていな
いと、児童もどれに合わせればよいのかわからないと思
う。そのためには、やはりみんなで話し合い、統一して
その担当の人がしっかり把握しなければならない。全体
の練習ももう少しとれるようにしたいと思う。
最後に私が今回感じたことである。声に抑揚をつけて

メリハリをもっとつけられたらな、と思う。自分自身が
授業を受けているときにとても感じるのだが、声に抑揚
のない先生の授業は、あまり記憶に残らないしつまらな
い。だから私は特に大事なところ、さほど大事ではない
ところ、など分別してみんなの記憶に残るような授業を
目標にしたい。

◆活動日：2011年７月６日 金子 陽香
今回、時間の重要性と子どもの意見を反映させる難し
さを学んだ。
まずは時間に関してである。今回２クラスともフルーツ
バスケットに似たゲームをびっくりするようなエネルギー
を出しながら楽しんでいた。大げさかもしれないがもし
そのゲームの担当が私であったら、きっと時間を忘れてし
まうかもしれない。そのようなときに、タイムキーパーは
時間を見る余裕を持っているので、非常に役立つと気づけ
た。そう考えてみると、将来教師になった際に、時間を気
にしながら授業を進める必要性が出て来て、教えることの
他にも様々なことを考えなければならないと学んだ。
次に意見を反映させる難しさである。私はカルチャー
タイムを担当し、子どもたちの反応を見てただただ嬉し
かった。その一方で２コマ目の際に、「七夕がどのよう

な昔話か」という質問をしたとき、手を挙げていた子ど
もに当てたところ、予想ができないような私たちが知ら
ない物語を時間をかけて話し始めたのであった。子ども
のお話を聞くことはとても楽しかったが、その一方で内
面では「後で短冊に書く時間がない!」と不安になって
いた。そしてこのような状況を読み取る難しさを学んだ。
今回の授業は３ヶ月の中で全員の雰囲気を読み取りな

がら１番良かったと感じている。元々順位を付けるのに
対してためらいを感じているので「１番良い」とは強調
したくないが、一人一人の心がようやく一つになった気
がした。そのような状態だからこそ、改めて「子どもた
ちとともに楽しんでいる」ということ以外の反省点を見
直せたのかもしれない。そして、今後は「子どもたちと
純粋に楽しんで授業をする」という心がけを忘れずに、
さらに磨き上げていきたい。

◆活動日：2011年６月22日 長谷川 愛香
まず、英語活動での良かった点は、“I spy game”

だったと思います。児童が実際に体を動かすことによっ
て、動物の名前を知るだけではなく、色も復習できてよ
かったという声をたくさんもらえました。また、ゲーム
をポイント制にすることで夢中になってゲームに参加し
ていた様子が見えて、高学年はポイント制のゲームにす
ると積極的に参加してくれるということを学びました。
また、チャンツでは、尾崎さんが上手く児童を惹き付け
ていてとても勉強になりました。まず、子どもたちにぐ
っと近づき、児童の反応を見ながらリズムや言い回しを
変えていたところがとても良かったと思います。次回、
私もチャンツをやるので、私のペースだけではなく児童
のペースも大事にしていきたいです。また、自分が担当
したカルチャーでは、準備段階で動物の鳴き声を紹介し
たところで高学年に楽しんでもらえるかとても不安でし

た。しかし、クイズ形式にしたことや実際に鳴き声をし
てもらったことで楽しんでくれたようなのでとても安心
しました。ただ、一時間目のカルチャータイムで時間が
無くなってしまい最後までいかなかったのが少し残念で
す。また、授業支援では、６年生の算数を担当しました。
主に、算数を苦手としている女の子二人を中心でみてい
たのですが、私自身が理解していても、私が教えた方法
と先生の教えた方法が違っていたら混乱を招いてしまう
と思って少し不安になりました。しかし、答えの正誤は
アドバイス出来たので良かったと思います。参観活動で
は、低学年班のスキットが素晴らしかったです。リズミ
カルな動作や音声によって英語を楽しんでいた子どもた
ちを見て、こちらまで楽しくなりました。高学年と低学
年では、レベル的な違いはあるけれどもとにかく英語を
楽しもう！という気持ちで指導することが重要なのだと
いうことを今回学びました。
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3年間の活動と学び 第2章 恵泉英語教育研究会（KEES）の活動

KEES活動風景

意味理解はジェスチャーで

カルチャークイズ

楽しい絵本の読み聞かせ

チャンツによる練習

社会人受講生と一緒に
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ゲームのデモンストレーション

ICTを活用して

学園祭にて

表現力に富んだ読み聞かせ

歌の指導

canを使って、「できること」を紹介

小グループでの活動
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3年間の活動と学び 第2章 恵泉英語教育研究会（KEES）の活動

◆活動日：2011年７月６日 五十嵐 彩織
早くも今回が今期最後の英語活動となり、いつもより
気を引き締めて臨んだ。私はPractice timeを担当した
のだが、児童もこちら側も楽しく活動できたのではない
かと思う。また、今回の活動が今までの活動の集大成で
あり、活動開始当時に比べると落ち着いて活動できるよ
うになり、活動をするにつれて、いろいろな部分におい
て改善されてきたように思う。しかしながら、今回の活
動で自分の弱点などを知る機会ともなり、私個人として
は少し悔いの残るものになってしまった。一番に挙げら
れるのは、“時間配分”ということである。何回か経験

している活動ではあったのだが、毎回緊張によって周り
に気を配れなくなり、活動に没頭しすぎてしまう。それ
によって時間が前後していても臨機応変に動くことがで
きなかった。毎回反省点が尽きることはないのだが、こ
こで反省できたことで成長でき、これからも成長し続け
るように思う。よって、今回できなかったことは来期で
改善できるよう練習を重ねていきたいと思う。また、社
会人と大学生という特徴的な活動体制だったが、人生の
先輩と仲良く楽しく活動でき、とても嬉しく、普段の生
活にはない貴重な体験をさせていただいたと思う。

◆活動日：2011年11月30日 才丸 光
今回の英語活動はいつものような授業形式ではなく、

12月14日の発表会のための準備として私たちによるデ
モンストレーションと、子どもたちの劇の練習のお手伝
いを中心に行ったが、今日は特に今回のような時間の頂
き方をした場合の時間配分と進行の仕方、そしてデモを
やる際の私たち自身の心構えの２点を特に学ぶことがで
きた。
まず、今回のような子どもたちの練習中心の予定を組
んだときの時間配分や進行についてだが、今回はいつも
のように授業の進め方の大枠が定まっておらず、更にそ
れぞれ自分が担当するコンテンツを中心に考えていたた
め、誰がどこでどんな説明を入れるのか、子どもたちに
とってどういう順序で説明を入れたほうが分かりやすい
のかということを深く考えずに授業を進めてしまったこ
とが言える。つまり、たとえ全員で揃ってする練習時間
が限られていたとしても、せめて自分以外の学生が何を
やるのか何を言うつもりなのかを確認する必要があると

痛感した。また、更にそうした上でも尚予想外のことが
起きて、その場で誰が進行をするか、どういったフォロ
ーを入れるべきか悩んだときは、誰が動くかを決めてお
くのもひとつの手だとも感じた。そして今後はその役を
班長と決めておくことによって、よりスムーズに質問が
進むよう工夫したいと思った。
そして二つ目、私たちがデモなどをする際の心構えだ
が、これは練習を見てくださったときの森田先生のお言
葉からである。前に出る人は恥ずかしがってはいけない。
私たちがデモをやるときは、子どもたちに求めることの
10倍くらいオーバーにやる必要がある。それでも実際
子どもたちから引き出せるのは私たちがした10分の１
程度なのだから、というのは本当にその通りだと思うと
同時に、私たち自身がまだ無意識のうちに恥ずかしがっ
ていたことを痛感し、今後はもっと恥ずかしさを捨てる
努力をすべきと強く感じた。
次回の英語活動はまた引き続き練習のサポートなの

で、特にひとつめを意識して動きたいと思う。

◆活動日：2011年12月14日 伊丹 沙織
If you teach a man anything, he will never learn.
（もしあなたが人に何かを教えようとすれば、彼は何も
学ぼうとしないだろう。）
今回の合同発表は私たち西愛宕小班の活動の中でも一
大イベントであった。合同発表会自体は成功という形に
終わったが、これは私たちの指導が上手に出来たからで
はなく、担任の先生方が時間を割いて練習時間を割いて
くださり、その時間で児童たちが練習に励んでくれた成
果だと思う。本来ならば、先週の私たちに与えられた時
間内で児童たちに指導しなければいけない内容を教えき
ることが出来ず、この件に関しては、担任の先生方から
ご指摘を受けた。担任の先生方から「発表会のゴールを
決めた際、残りの使用出来る時間を逆算し、その範囲内
で指導プランを考える。その場その場で児童に指導する

のではなく、ゴールを見据えて指導する。」という言葉
を頂いた。今後の活動ではこの言葉を肝に銘じながら、
活動に励んでいきたい。
先週から続いている活動を振り返り、担任の先生方か
ら沢山の厳しいご指摘を受けた。自分自身の指導不足、
児童たちの注意を惹き付ける力不足を感じた。またそれ
と同時に、先生方からのご指摘に心が折れそうにもなっ
た。しかし、それ以上に、担任の先生方に感謝の気持ち
でいっぱいになった。その理由は、先生方も私たちの活
動に全力になってぶつかってきてくださる。私たちのこ
とも、自分たちの教え子の様に私たちのことを指導して
くださる。その向上心の高い“教師”として素晴らしい
姿の先生方と一緒に活動することが出来る。その素晴ら
しい環境に感謝の気持ちでいっぱいである。

学生の報告書より
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恵泉お話を語る会（恵話会）の
活動

3年間の活動と学び 第2章 



26 恵泉地域言語活動研究会

3年間の活動と学び 第2章 恵泉お話を語る会（恵話会）の活動

恵話会活動風景

クリスマス会

合同発表会
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こころ保育園

島田療育センター

白楽荘

城山小学校
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行事など
（KEES合同行事を
含む）

定例活動日

4/17 G 松岡先生ワークショップ

5/29 G スプリングフェスティバル

6/3 E KEES&恵話会
合同お話会①

7/1 E KEES&恵話会
合同お話会②

9/17 F 第1回お話を楽しむ会

11/6 G 多摩フェスティバル

12/16 E こころ保育園クリスマス会

12/24 F 第2回お話を楽しむ会

1/13 E 合同説明会

2/19 G 活動報告会

2/25 F ボランティア認定証書
授与式

3/24 E 合同オリエンテーション

毎週木曜日の昼休み
13：00～13：30

2010年度

4/28 E 新入生歓迎会＆交流会

5/28 G スプリングフェスティバル

6/25 G お話会

11/6 A 恵泉祭

12/15 E こころ保育園クリスマス会

1/20 F 合同説明会

1/28 G 活動報告会、ボランティ
ア認定証書授与式

毎週金曜日の昼休み
12：40～13：10

2011年度

5/30 G スプリングフェスティバル

11/7 G 多摩フェスティバル

12/10 E こころ保育園クリスマス会

1/7 E クイック・クリーブランド
先生合唱ワークショップ

1/9 G 合唱発表

2/20 G 活動報告会

2/26 F ボランティア認定証書
授与式

毎週木・金曜日の昼休み
E…13：00～13：30
F…12：40～13：10

2009年度

稲城市立
城山小学校

多摩市
島田療育センター
（日本心身障害児協会）

活動先

6/8･6/15･6/22･6/29 C
10/26 C
11/2･9･16･30 C
12/7･14 C

9/24 F13:40～14:30 厚生棟研修室
第2回わくわく交流会
「外郎売、語り（2）、わらべ歌」
（アンコール：語り）

2/4 F13:40～14:20 厚生棟研修室
第3回わくわく交流会
「わらべ歌、語り、詩（2）、語り」
（追加：外郎売、詩）

2010年度

9/13 C13:30～14:30
交流会
「語り（4）、わらべ歌（2）、詩」

2011年度

6/19･26 F（6/5には見学訪問）
10/9･16･23･30 F
11/6･13･20･27 F
12/4･11･18 F

6/13 G 13:30～15:00 第七病棟
第1回わくわく交流会
誕生会見学
西棟と東棟で「わらべ歌」

多摩市白楽荘
（高齢者福祉施設）

9/8 D14:00～14:30
第3回いきいき交流会
「詩、ことばあそび、わらべ歌、語り」

2/9 D14:00～14:30
第4回いきいき交流会
「外郎売、わらべ歌、語り、詩」

10/8 G11：00～11：30
交流会
「語り（2）、わらべ歌（2）、詩」

10/17 G14:00～14:30
第１回いきいき交流会
「詩（2）、わらべ歌」

2/6 G14:00～14:30
第2回いきいき交流会
「わらべ歌、語り、外郎売」

多摩市
こころ保育園

7/6 C9:30～10:00 こころ保育園2F
第1回お話会
「わらべ歌、絵本、詩、語り」

11/9 C9:30～10:00 こころ保育園2F
第2回お話会
「わらべ歌、絵本、詩、語り」

12/16E12:40～13:30 本学小体育室
クリスマス会（KEES・恵話会合同）
「歌（日・英）、絵本（日・英）、語り
（日）、ゲーム」（年長児招待）

10/25 C9:30～10:00
奉仕活動
「わらべ歌（2）、語り、絵本、詩」

12/15 E12:45～13:15 
本学多目的ホール

クリスマス会（KEES・恵話会合同）
「歌（日・英）、絵本（日・英）、
ゲーム」（年長児招待）

12/10 E12:40～13:20 
本学G103教室

クリスマス会（KEES・恵話会合同）
「歌（日・英）、絵本（英・日）、ゲーム」
（年長児招待）

2009年度

●恵話会活動日程

●地域奉仕活動の記録

朝の読書タイム（10分間）担当と学習支援

恵泉お話を語る会（恵話会）3年間の活動
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恵話会の催しに、これまで数回参加することがで

きた。サークル活動のひとつとして「語り」を行う

大学は珍しい。学生は恵話会で身に付けた能力を使

って、地域の社会貢献活動を実践している。学生と

地域の大人や子ども、大学と地域を直接繋ぐ活動と

して素晴らしいサークルだ。私は一市民として、ま

た一語り手として恵話会の活動を見守ることができ

たことを幸せに思う。

「語り」の魅力を情報化社会に生きる現代の学生

が理解するのは、さぞ難しいことであろう。物語を

覚えて話すといったアナログな作業は、膨大な労力

と努力を要し、その割合に上達が分かりにくいから

だ。活動のカリキュラム作成も相当苦労されたこと

と思う。

2011年の６月に大学内でお話会があり、縁あって

参加させていただいた。語りとは、語り手が物語を

覚えて語り、聞き手と心の対話をするものである。

親が子に語る場合は人間関係が確立されているので、

どう語っても子は聞き取ってくれる。しかし、大勢

の人に分かりやすく物語を伝えるには、語る技術が

必要になる。発声、滑舌、速さ、声の高さ、アクセ

ント等、基本的な技術の習得に励んでいた。恵話会

の語りの魅力は、野球に例えると高校野球の魅力と

似ている。レベルだけならプロのほうが高いが、初々

しく純粋でひたむきで私達を感動させてくれるのだ。

８月に多摩市内のコミュニティーセンターでお話

会が開催された。恵話会の学生達が自主的に参加さ

れていた。いろいろな語り手の話を聞くことで、学

び、自分の能力を向上させようとする意気込みが伝

わってきた。語りを学んだことをきっかけに、地域

の様々なお話会に参加されることで、学生達も見聞

が広がり成長するだろう。また、お話会に参加され

る方は、小学生までの子どもと、親世代～高齢者が

殆どで、大学生くらいの年代の人は非常に少ない。

地域の活動に大学生が参加すれば、活動の活性化に

も繋がる。

その学生達は、演目の中の影絵が印象に残ったよ

うで、自主的に影絵を作り合同発表会で上演した。

ちょっと昔の物語に若い大学生の感性が入り、今の

物語に生まれ変わっていた。新しい世界観と美しい

絵だった。物語が次の世代へ受け継がれた瞬間だっ

た。

11月６日大学の学園祭で、恵泉地域言語活動研究

会の合同発表会を拝見することができた。演目は、

昔話・創作の語り、絵本、手遊び、詩、影絵で、日

本語と英語が使われていた。様々な演目で、聞き手

を疲れさせず楽しませる構成になっていた。学生達

は皆よく通る声で堂々と聞きやすく語り、日頃の訓

練の成果が出ていた。こうして身に付けた伝える力

は、これから先ずっと彼女達を支え続けることであ

ろう。

今年度、文部科学省の学習指導要領が改訂された。

ある国語の教科書の小学校高学年の「聞いて楽しも

う」という単元の中に「お話の大体を覚えて、だれ

かに語り聞かせてあげる」という内容が盛り込まれ

た。語る力は点数では表せないが、生きる上で「的

確に相手に伝える力」は重要である。機械化が進み

人と人とのふれあいが少なくなった現代だからこそ、

コミュニケーション能力の育成は必要だ。昔から人々

の暮らしの中で自然に行われてきた語りの教育的効

果が、ここで改めて見直された。

昔話は長い年月をかけて、口から口へと伝えられ

て作られた伝統的な文学である。耳から聞いて楽し

く分かりやすく出来ているものであり、多分に音楽

的なのだ。人は大昔から営々と「語る文学」を語り

継いできた。この壮大なリレーを、恵話会の学生達

が繋いでいって欲しいと願う。

最後に、恵話会を設立された関係者の皆様に感謝

を申し上げたい。恵話会の皆さんには、これからも

地域や学校で、多くの人々に物語を届けていただき

たい。若い語り手達の健闘を、心から祈っている。

恵話会の活動を振り返って―外部からの評価として―

語り手･元多摩市立中学校図書館司書　伊東 陽子
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「恵泉お話を語る会」図書リスト

１．おかあさんだいすき（岩波子どもの本）
２．まりーちゃんとひつじ（岩波子どもの本）
３．だいくとおにろく（福音館）
４．かさじぞう（福音館）
５．三びきのやぎのがらがらどん（福音館）
６．くんちゃんのはじめてのがっこう（ペンギン社）
７．くんちゃんとにじ（ペンギン社）
８．ペレのあたらしいふく（福音館）
９．にぐるまひいて（ほるぷ出版）
10．大型絵本 ひとまねこざるびょういんへいく（岩波書店）
11．木はいいなあ（偕成社）
12．ピーターラビットのおはなし（福音館）
13．サンタクロースっているんでしょうか？（偕成社）
14．もちもちの木（岩崎書店）
15．はせがわくん きらいや（ブッキング）
16．めっきら もっきら どおんどん（福音館書店）
17．つるにょうぼう（福音館書店ねん）
18．したきりすずめ（福音館書店）
19．うらしまたろう（福音館書店）
20．だごだご ころころ（福音館書店）
21．せかいいちうつくしいぼくの村（ポプラ社）
22．けちんぼおおかみ（偕成社）
23．かいじゅうたちのいるところ（冨山房）
24．ロンドン橋がおちまする！（冨山房）
25．フレデリック（好学社）
26．葉っぱのフレディ―いのちの旅―（童話屋）
27．いちねんせい（小学館）
28．お友だちのほしかったルピナスさん（岩波書店）
29．そらいろのたね（福音館書店）
30．ぐりとぐら×２（福音館書店）
31．ぐりとぐらのかいすいよく（福音館書店）
32．ぐりとぐらのえんそく（福音館書店）
33．いそがしいよる（福音館書店）
34．ともだちはモモー（リブロポート）
35．三びきのこぶた（福音館書店）
36．100まんびきのねこ（福音館）
37．てぶくろ（福音館）
38．どろんこハリー（福音館）
39．げんきなマドレーヌ（福音館）
40．チムとゆうかんなせんちょうさん（福音館）
41．金のがちょうのほん（福音館）
42．どうながのプレッツェル（福音館）
43．わたしとあそんで（福音館）
44．ことばあそびうた（福音館）
45．かしこいビル（ペンギン社）
46．へびのクリクター（文化出版）
47．はらぺこあおむし（偕成社）
48．かにむかし（大型絵本）×２（岩波書店）
49．パンはころころ（冨山房）
50．神の道化師（ほるぷ）
51．ほしのひかったそのばんに（こぐま社）
52．絵本 ふしぎなオルガン（世界出版社）
53．ビロードのうさぎ（ブロンズ新社）
54．給食番長（長崎出版）

１．わらべうた 日本の伝承童謡×２（岩波文庫）
２．わらべうたあそび×３（チャイルド本社）
３．のはらうた（Ⅰ～Ⅱ）（童話屋）
４．版画のはらうたⅢ（童話屋）
５．子どもがつくるのはらうた１（童話屋）
６．ポケット詩集（Ⅰ～Ⅲ）（童話屋）
７．木はえらい イギリス子ども詩集（岩波少年文庫）
８．幼い子の詩集 パタポン１（童話屋）
９．幼い子の詩集 パタポン２（童話屋）
10．それ ほんとう？（福音館）
11．マローンおばさん（こぐま社）

１．おはなしのろうそく（１～27）×３セット（東京子ども図書館）
２．日本昔話百選×６（三省堂）
３．子どもに語る日本の昔話（１～３）×２セット（こぐま社）
４．子どもに語るグリムの昔話（１～６）×２セット（こぐま社）
５．子どもに語るアイルランドの昔話（こぐま社）
６．イギリスとアイルランドの昔話×２（福音館書店）
７．子どもに聞かせる世界の民話（実業之日本社）
８．子どもに語る中国の昔話（こぐま社）
９．子どもに語るアジアの昔話１（こぐま社）
10．子どもに語るアジアの昔話２（こぐま社）
11．子どもに語るモンゴルの昔話（こぐま社）
12．子どもに語るロシアの昔話（こぐま社）
13．子どもに語るトルコの昔話（こぐま社）
14．子どもに語るイタリアの昔話（こぐま社）
15．子どもに語る北欧の昔話（こぐま社）
16．子どもに語るアンデルセンのお話（こぐま社）
17．子どもに語るアンデルセンのお話２（こぐま社）
18．お話のリスト 第三版×３（東京子ども図書館）
19．かたれ やまんば（藤田浩子の語り第一集～第五集）（アイムプリンターズ）
20．かたれ やまんば（藤田浩子の語り 番外編Ⅰ～Ⅱ）（アイムプリンターズ）
21．ふしぎなオルガン（岩波少年文庫）
22．戦争童話集（中公文庫）
23．怪談奇談（角川文庫）
24．放課後の時間割（偕成社）
25．こぎつねコンとこだぬきポン（フォア文庫）
26．風の又三郎（宮沢賢治童話集Ⅰ）（岩波書店）
27．ストーリーテラーたち（大修館書店）
28．声の文化と子どもの本×５（日本キリスト教団出版局）
29．レクチャー・ブックス お話について（東京子ども図書館）
30．お話とは×３（東京子ども図書館）
31．選ぶこと×３（東京子ども図書館）
32．おぼえること×３（東京子ども図書館）
33．絵本を読むこと×３（東京子ども図書館）
34．お話について（松岡享子レクチャー・ブックス１）（東京子ども図書館）
35．ことばの贈りもの（レクチャーブックス・松岡享子の本２）（東京子ども図書館）
36．よい語り―話すことⅠ（レクチャーブックス・お話入門４）×８（東京

子ども図書館）
37．お話の実際―話すことⅡ（レクチャーブックス・お話入門５）（東京

子ども図書館）
38．子どもと本をつなぐあなたへ―新・この一冊から（東京

子ども図書館）
39．ストーリーテラーへの道―よい おはなしの語り手となる

ために―（日本図書館協会）
40．The Way of the Storyteller（Penguin Books）
41．マスター日本語表現（双文社出版）

絵 本 わ ら べ う た や 詩

語 り の た め に
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お話会ポスター･プログラム
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2011年恵泉祭･活動報告会 来場者より

活動報告会来場者より

恵泉祭来場者より



学生の報告書より

◆活動日：2011年６月25日 五十嵐 彩織
今回は恵話会が新体制となってから初めて行われるお

話会であり、伊東先生を講師としてお招きして行われたた
め、メンバー全員が２回目でありながらとても緊張した発
表だったと思う。今回は参加できる人数も少なく、残念で
はあったのだが、それぞれの発表を通して、改めてメンバ
ーの良さと成長とを感じ取れ、私も嬉しくなり、メンバー
の良い部分を吸収したいと強く感じた。また、伊東先生の
素晴らしい語りやお話を聞くことができ、とても勉強にな
った。例えば、語りの初めに音楽を流し、周りの集中を促
すという工夫はとても素晴らしいと思った。語り口調も
その話に合っており、話によって口調を変えるというのも
必要であることを学んだ。また、お話にも個性があってよ
いということを知り、今までこうしなきゃならないという
気持ちがどこかにあったため、気持ちが楽になったよう
に思う。

お茶会での先生のお話もとても興味深く、お話はマイナ
ーなものよりもメジャーなものを選び、基礎を固めたうえ
でどんどん広げていくと良いということを知り、メジャー
なものほど間違いが許されなく、大変であるとは思った
が、今後挑戦してみようと思った。また、完璧でなくてよ
いのだということ、覚えるのには誰でも苦労するのだとい
うこと、先生自身も緊張でお話が飛んでしまうことなど、
些細なことかもしれないが、私はこの一日を通して学びと
ることが多かった。
次回は恵泉祭での発表となるが、簡単に覚えられるか

らというような理由でお話を選ぶのではなく、自分の語り
たい、伝えたいお話をじっくりと選べたらと思う。また、わ
らべ歌などにも興味があるので、そちらも並行して覚えて
いきたい。そして、現代のゲームっこにお話の大切さや楽
しさを伝えられる大人になれればと思っている。
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◆活動日：2011年11月６日 市川 友里絵
11月６日に恵泉祭が行われた。午前中はあいにくの雨

であったが、午後からは雨も止み、たくさんのお客様に来
ていただくことができた。そこで今回の発表の感想や反省
点などを述べたいと思う。
私は今回、谷川俊太郎の『私は私』という詩を発表した。
まず、選んだ理由なのだが、私は谷川俊太郎の詩が好きで
ある。詩は小説などと違い字数が非常に少ないため、読み
手の感性や想像力により様々な解釈ができるので私は詩
が好きである。しかし、『私は私』という詩は知らなかった
ために今回これを選んだ。最初は、読んでいてもあまり理
解することができなかった。谷川俊太郎の作品を読むと
思うのだが、言い回しが非常に難しいと感じる。発表する
にあたって自分なりの解釈をし、聞き手の方々にどのよう
にすれば伝わるか考えた。しかし本番はやはり緊張してし

まうので、自分が伝えたかったことは半減していたと思う。
今回の発表が今までで一番緊張した。その緊張にも負け
ないような練習がもっと必要であったと感じる。覚えた
文章を言うことに必死になってしまい、伝えるということ
ができていなかったので、次回発表する機会があったら、
伝えるということを意識したいと思う。
今回の発表会では様々な作品を楽しむことができ、とて
も面白かった。長い語りやストーリーテリングなどを発表
している方がいて本当に素晴らしいなと思う。私はまだ
短い語りや詩、絵本しか経験がないので、今度機会があれ
ば他のことにも挑戦したいと思う。特に興味深く感じた
のが英語の詩である。日本語の詩とはまた違った雰囲気
があるので、ぜひ挑戦したい。
今回学んだことや感じたこと、反省したことを今後の発
表に生かして、様々なことに挑戦していきたい。

◆活動日：2011年10月25日 伊丹 沙織
私は初めてこころ保育園の奉仕活動に参加した。初め

て訪問する“保育園”という空間にとても緊張したが、園
児たちが可愛い笑顔で私たちを受け入れてくれたことに
より、当初の緊張感は和らいだ。
今回、わらべうたを担当するにあたり、前回とすべて同
じわらべうたにするのではなく、何か変化をつけたい、と
いう思いが私の中にあったため、園児たちが観る番組で
ある「おかあさんといっしょ」や「いないいないばあ」等
の番組を参考にし、今回の『鬼のパンツ』を選んだ。しか
し、身体を動かしながら歌うことにより、歌い終わった後、
少し騒がしくなってしまい、次の『さよならあんころもち』
にいくのに少してこずってしまった。園児たちの集中をど
のように自分に向ければいいのか、クラス運営の難しさ
を感じた場面であった。こちらがどのような振る舞いを

すれば、園児たちがどのような反応をするのか。子どもた
ちは日々成長し、日々変化していくものであり、反応もそ
の時その時で変化していく。その時その時の子どもたちの
反応に対応するには、たくさん子どもたちと触れあい、私
自身が子どもたちとの触れ合いの中で、さまざまな経験・
学びをしていくことが大切だと思う。今回の活動経験を自
身の糧とし、今後の恵話会の活動に活かしていきたい。
また、今回こころ保育園奉仕活動にあたり、意識をした
点がある。それは『笑顔』と『視線』である。背の低い園児
たちに『視線』を合わせ、『笑顔』で接する。すると園児た
ちも自然とこちらに心を開いてくれた様な気がする。今回
のこころ保育園の園児たちとの交流は、私自身心がほっ
こりする、とても幸せな活動となった。
これから辛いこと・悲しいことがあった時には、園児た
ちの笑顔を思い出し、何事も挫けずに頑張っていきたい。
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◆活動日：2011年９月13日 ブラウン ともみ
今回の島田療育センターの訪問では班長を担当させて
いただいたので、奉仕活動に伺うだけではなく事前訪問
や打ち合わせなど奉仕活動を行うための事前の準備など
も担当させていただきました。初めての班長なので、み
んなが奉仕活動を行うための事前準備を私だけで進めら
れるかなどさまざまな不安がありましたが、島田療育セ
ンターの方達は私たちの活動をしたいということを伝え
ると、忙しいにも関わらず快く私たちのために予定を組
んでくれ、また少ないながらも奉仕活動に参加できる恵
話会のメンバーも集めることができました。
島田療育センターの方は私たちの訪問を訪問が決まっ
てから私たちの訪問をとても楽しみにしてくれていたの
で、私たちもその期待にこたえられるように、夏休みで
なかなか時間が合わなく、少ない練習時間の中みんなで
練習を行いました。
今回は訪問日までにあまり日数がなかったこともあ

り、メンバーみんなが過去に覚えたことのある語りを1
人ずつやり、他には詩とわらべ歌をやりました。活動当

日は何人かの利用者さんとその中でもお話がとても好き
な方がいて、その方のお母さんも私たちのためにわざわ
ざ足を運んでくださいました。発表している最中は利用
者さんの顔などを緊張してはっきり見ることはできませ
んでしたが、利用者さんの側についていた職員さんは、
みなさんお話にうっとり浸っていたというのを聞き、と
ても語ったかいがあったと思いました。またわらべ歌で
はみんなで触れ合って何かをしたいという希望が恵話会
のメンバーの中であったので『なかなかホイ』『さよな
らあんころもち』をやりました。恵話会のメンバーもわ
らべ歌の最中はみなさんの輪の中に入り、手を握り合い、
利用者さんと近くで触れ合うことができ、皆さん楽しん
でくれたので、みんなで触れ合いながら何かをするのは
やはり楽しいなと思いました。
会の最後には私たちのために小さな花束をわざわざ用

意していただき、職員の方々からもまたぜひ来て欲しい、楽
しみにしているというお言葉を伺い本当に嬉しかったです。
本当に今回の奉仕活動では素晴らしい時間を過ごすこ
とができました。

◆活動日：2011年９月13日 倉茂 美香
今回は先輩がいない自分たちのみの初めての奉仕活動
で、色々と不安があった。しかし、島田療育センターの班
長であるブラウンさんがしっかりと連絡と対応をしてく
れたので、上手くいったのではないかと思った。以前に訪
問させて頂いた時と違って、利用者さんの人数は少なく、
大人数の時とは、また違った難しさがあった。人数が少な
かった時がなかったので良い経験になった。今後このよ
うな場面があったら、今回のことを活かせる様にしたい。
始めたばかりの時は、利用者の方も私たちも少し落ち

着きがなかった感じだったが、進んでいくにつれて話を聞
く雰囲気になっていって、とても良い空間になった。お話
を聞くという雰囲気がもっと作れるようになりたいと思
った。
職員の方が、日本独特の方言の抑揚が、聞いていて良い
ものかもしれないとおしゃっていた。やはり、方言は親し
みやすいのかと思った。聞き手のときでも、方言の時は確

かに独特の聞きやすさがある。そして雰囲気が出るもの
だと思っていた。それを改めてほかの人から言われると、
話を選ぶときには、方言や言葉の言い回しをどう使ってい
るかも考えて選んだほうがいいと学んだ。今回の語りを
選び、方言の言い回しを特に練習していて良かったと感じ
た。しかし、さらに心地の良い、方言の使い方ができるよ
うになりたい。
今回の課題は、語りが、怒鳴っているような、話し方に

なってしまった。大きく声を出そうすると、怒鳴るように
なってしまうので、そこを直したい。話すスピードと声の
大きさを部屋の広さや、人数を考えて、適切な語り方を考
えて、練習していきたいと思う。
詩のほうは、初めて二人で挑戦した。他の人と合わせる
のが難しかった。しかし楽しい面もあった。二人で一つの
ものをつくるというのも良いものだと思った。島田療育
センターでの活動は、楽しい時間で、良い勉強になるもの
だった。

◆活動日：2011年10月８日 神田 留合子
今回私は、「鶴と亀の旅」の語りを発表させていただい

た。利用者の中には私の声がきちんと届いていなかった
方がいたようで、マイクを使うようにとご指摘を受けた。
私はしっかりと声を出しているつもりでも、聞き手の届い
ていなければ意味が無いと深く感じた会になった。マイ
クを通して聴く声よりも、そのままの声のほうが温かみを
感じるので私は好きだ。そのためには、次回からはマイク
なしで声が届くよう練習が必要だと思った。反省会では
毎回、声だしのトレーニングを再開したらいいのではない
かという話が出た。施設の担当者の方からいただいたア
ドバイスとして、短い語りや詩、A4一枚程度の作品だっ
たら、私たちが発表させていただくだけでなく、利用者さ

んと一緒に声に出してみるのもあったら楽しいのではな
いかということであった。今まで、私の中にはこちらから
一方的に発表をして、それを聞いていただくというスタイ
ルのプログラムしか思い浮かばなかったので、次回訪問
させていただくときはぜひ利用者の方と一緒に声を出す
プログラムも新たに考えたいと思った。わらべ歌もある
がそれだけでは、物足りないと感じる方もいらっしゃるか
もしれないと思った。また、何があっても動じない心とい
うか、精神を身に付けることも必要だと思った。そのため
には、場数をこなすことが大切だと思った。利用者さんと
お話をしている中で、わらべ歌だけでなく、演歌も入れた
らいいのではないかというご意見をいただいたそうなの
で、それも次回、考えてみる余地があると思った。
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◆活動日：2011年11月６日 戸谷 汐里
私は今回も、詩を発表しました。詩というのは、著者
の想いが語りよりもぎっしりとつまっている気がしま
す。短い数行の中にどんな気持ちでつくったのか、どん
な人生の色がつまっているのか想像しながら選び、ぐっ
とくるものに決めています。茨木のり子さんの「一人は
賑やか」を学祭で発表させていただいて緊張よりも楽し
さが先立ちました。練習でも、すごく一回一回が大事で
重みも感じていたし楽しかったのです。この詩は、自分
というものがどうあるべきか、またどうなりたいのかを
見つめなおすことができる詩です。ふと立ち止まり、周
りに流されてはいないか？賑やかなのは周りではない
か？一人でも、ちゃんと人生を楽しんでいるか？と色々
な問いを、私が私に投げかけていました。まずは自分と
いう要をしっかり見極めて生きていこうよ、と茨木のり
子さんが読む人たちに、私に、問いかけてくる気がしま
した。
さて、それをどう皆さんに表現しようか、どうすれば
伝わるのか必死で考えました。声のトーンや色、スピー
ドや間。詩を発表するときには、そのとき、その空間に
ある人から発している空気を感じます。だから、二度と
同じ発表はできないのです。二度と同じわたしはいない
のです。そんなことを思いつめすぎて、伝えたい気持ち
が先走り、頭が熱くなってしまい、こころの深い部分か
ら湧き出る想いを投げかけることができない日もありま

した。
そんな試行錯誤が続く中、当日になれば母が目の前に

座っているのです。嬉しさ半分、恥ずかしさ半分です。
母は下を向いていました。私にプレッシャーを与えない
ためですが、もう来場していること自体が緊張を駆り立
てていました。しかし、不思議なことに前に立った瞬間、
母と私との間に一本の線が結ばれていくのを感じられ
て、それからは緊張がなくなりました。静けさが私を包
み、言葉の一つ一つが、「♪（音符）」と化して教室をか
けめぐっていくようでした。どんな風に伝わっているの
か、何を感じているのか私は出来るだけみんなの顔を見
つめました。笑っている人、真剣な人、下を向いている
人、ぼーっとしている人、口をぽかーんと、開けている
人と様々でした。あっという間の数分間で私の発表が終
わりました。そして少しの間、なんともいえない静けさ
が残るのです。私がお辞儀を終えるまでのこの一瞬、こ
の瞬間が一番好きなのです。この教室に詩の余韻と、み
んながそれぞれに感じた想いがふんわりと教室を包んで
いきます。私が顔をあげると、笑顔でみんなが拍手をく
ださいます。この一瞬のために、わたしはまた新しい知
らない世界へみんなを誘える作品を選びたいと思えるの
です。それになにより、仲間の努力から生まれたこの会
にふさわしい、それぞれの語りや歌や絵本を味わえるか
らまたがんばろうと思えるのかもしれません。

◆活動日：2011年５月28日 才丸 光
今回私は学内行事のスプリングフェスティバルに参加
して、役員としての会の企画・運営と当日のMC、そし
て「さやの中の五つのエンドウ豆」という語りをやりま
した。その中で私が学んだ事は、準備の大変さとひとつ
のものを大勢で作り上げていく事の楽しさと難しさです。
まず今回の発表の場は、そもそも会そのものの基盤作
りと同時進行でやっていたことをあげる必要がありま
す。というのも、今年の活動は去年とは全く違って、４
月の段階でまずサークルとしての基礎を作る必要があっ
たからです。というのも今まで先生やコーチの先生方に
頼ってばかりいた部分をきちんと学生で引継ぎ、これか
ら先私達が卒業しても会が続いていくためにルールを見
直す必要がありました。また、新しいことにも挑戦して
いき、単なる内輪な団体で終わらないために部員全員の
実力をつける必要もありました。そういったことを踏ま
えて私たち役員が提案したのは部員全員が語りに挑戦す
るという事です。これは来月に外部の先生をお呼びして
会を開くためでもあり、震災ボランティアをするかもし
れないとなったときにわらべ歌や絵本の読み聞かせしか
できない人ばかりで参加したくないと思ったからという
理由もあります。恵話会の歴史の中で語りだけの会をし
たのは恐らく初めてのことだったのと思うので、恐らく
先生方も不安に思っていらっしゃったと思いますが、結
果としては大成功だったと思います。個人的なことをい
えばもっと練習時間をとるべきだったと思うし、何回か

つっかえてしまったところもあったのですが、会全体と
しては本当に大成功で、誰一人として失敗をした人がい
なかったことは勿論、多くの先生方や地域の方々に見て
いただけたことが一番嬉しかったです。恐らくこの経験
が自信につながり、よりよい環境になるのではないかと
も思いました。一方準備に関しては少ない時間で進めて
いたとはいえ練習時間のスケジュール管理やポスター作
りなど、色々と要領が悪くなってしまったように思いま
す。ですが、この点も次回に活かし、頑張りたいと思い
ます。
最後に今後の目標ですが、会全体を考えると二点あり

ます。ひとつは６月末にあるお話を楽しむ会の企画・運
営、準備に関して今回の反省点を活かしてきちんと回し
ていくこと。そしてふたつ目は新入部員確保です。これ
に関しては今色々手段を考えている最中で、ビラ配りや
お話会でもなかなか新入生は集まらなかったのでどうに
かして１、２年生に語りを見てもらう機会を作りたいと
考えています。先輩やコーチの先生方が築き上げてきた
この素晴らしい伝統を守るため、頑張りたいと思います。
そして私個人のことについていえば、練習時間を多く取
る事、その上で完璧を目指す事です。私は元来大雑把な
ところがあるので、今回の語りもよくて８割といったと
ころでした。時間が無い事を言い訳にせずに文を完全に
暗記する努力をしたいと思いました。
これから一年間、本当に楽しみです。精一杯頑張りま

す。
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KEISEN小学校英語活動
指導者養成講座
の活動

3年間の活動と学び 第2章 



2011年度より公立小学校において外国語活動が必修

化されましたが、小学校英語活動に対応する教員や協

力者の数は限られており、現職教員への研修とともに

小学校英語活動指導者の養成が急務となっています。

そこで恵泉女学園大学では、「教員と地域住民を対

象に、英語の発音と表現力に優れた英語活動指導者を

養成すること」を目的として、KEISEN小学校英語活

動指導者養成講座を2008年度より開講しています。

（KEISEN小学校英語活動指導者養成講座は、恵泉

英語教育研究会（KEES）、恵泉お話を語る会（恵話

会）とともに、恵泉地域言語活動研究会を構成してい

ます。）

この講座は2012年度より公開講座として開講を予定

しています。

（１）発音訓練（8回16時間）

発音訓練では、英語の子音を明瞭に発音するための

呼吸方法、発音に必要な器官や筋肉の使い方、英語音

（子音と母音）の分析方法などを集中して学びます。と

くに、カタカナ発音を矯正し、通じる音を自分で作る

ことを可能にする訓練として、呼吸法、口腔器官の動

かし方、顔面の筋肉の使い方等も学び、アルファベッ

ト原音の作り方や語の連結やリズムを体得します。

〈目標行動〉

①アルファベット26文字の原音の作り方を、呼吸と口

腔器官（舌、唇、筋肉）の動かし方や形などによっ

て説明でき、明瞭に発音する。

②カタカナになっている身近な単語100語を明瞭に発音

する。

③５行から10行程度の詩を暗誦し、自然な語の連結や

リズムで表現する。

（２）読み聞かせ訓練（10回20時間）

絵本の読み聞かせ訓練では、ストーリーやメッセージ

を効果的に表現するための姿勢と発声の仕方、発音、

テンポ、声の大きさや間のとり方、表情、姿勢など

「読み方」についての技術を習得し、聞き手と心の交流

を可能にする読み手、語り手になるための基礎を学ぶ。

さらに、児童に語りかけ、児童を惹き付ける読み聞か

せができるように、褒め言葉を含むクラスルームイン

グリッシュが使いこなせる授業者を目指します。

〈目標行動〉

①課題絵本を暗誦する。

②児童が絵本をよりよく鑑賞できるような工夫（声の

大きさや高低、読む速さ、表情、絵本の提示方法）

に配慮して人を惹き付ける読み聞かせをする。

③クラスルームイングリッシュ50種類を適切に使う。

（３）合唱訓練（3回6時間）

合唱や歌唱を通して、自他の音声を注意深く聴き、

調和させる体験を重ね、英語音をリズムやメロディー

とともに繰り返し歌うことによって、発音の定着と音

の識別力を向上させます。歴史や文化を体感できる、

人類に普遍的な価値やテーマを内包する楽曲を選び、楽

器や譜面を用いずにアカペラで歌う。

〈目標行動〉

①繰り返し歌唱することによって音を定着させる。

②音の違いを識別し、自他の音を矯正する。

③合唱することで他者との調和や協調を楽しむ。

（４）授業実践（6回12時間）

他の受講者と数名のチームを構成し、小学校で１ク

ラス45分間の英語活動を担当します。事前に稲城市内

の小学校で英語活動を行っているKEES（Keisen

English Education Society）の英語活動を参観し、授

業の流れや留意点を確認します。次に、指導案作成、

教材準備、授業のリハーサル（クラスルームイングリ

ッシュを駆使する）を行い、稲城市内の小学校での授

業実習に臨みます。

〈目標行動〉

①児童の前で、明瞭な発音と自然なイントネーション

で読み聞かせをする。

②45分間の英語活動の指導案を作成し、必要な教材を

整える。

③クラスルームイングリッシュを効果的に使いながら

英語活動を実践する。
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KEISEN小学校英語活動指導者養成講座について

講座内容

3年間の活動と学び 第2章 KEISEN小学校英語活動指導者養成講座の活動
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●KEISEN小学校英語活動指導者養成講座シラバス
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●受講生による小学校英語活動教材例
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受講者報告書より ～授業実践を終えて～

◆活動日：2010年２月３日 渡邊 順子
２月３日（水）２校時、高山さんと大滝さんと共に私は、
６年２組で英語活動を行わせていただいた。６年２組は、
クラスの雰囲気が明るく、元気な児童が多いという印象を
受けた。授業開始時間になると、担任の先生の“It’s
English Time!”の声に“Yes!”と大きな声でほとんど
の児童がすぐに答えられていた。
1.良くできた点
・私達のグループは、活動を（挨拶担当、skit担当、story
time担当など）主な活動者とその補助的役割にはっき
り分けていたため、混乱せず自分が担当した部分は責任
を持って主体的に活動できたことが良かった。また、主
な活動者に完全に任せるのではなく、補助的役割は児童
から見た印象、活動の流れの整合性など客観的な意見を
出したので、内容の深まりに繋がった。
・準備の段階で、いい授業を作りあげるために活動者同士
が正直な意見を出し合い、活動者全員が妥協しなかった
ことが、授業本番で相手任せにならない自信をもった活
動に繋がった。
・活動者全員が授業案を暗記していたので、あわてること
なくスムーズに活動できた。
2.改善点
・活動中、どうしても活動者のClassroom English特に
褒め言葉が１人“Great!”と言えば他の活動者もつられ
て同じ表現になっていた。児童を褒める時は、応用した

複数の表現を児童に聞かせたい。そのためにも、場数を
踏み、日頃から英語表現を聞く時間を積極的にもつ必要
があると感じる。
3.全体の感想・発見
・授業を作る段階や準備段階で、どんな活動にしたいかを
活動者同士が正直に意見を出し合い、１つひとつ細かな
修正をしていかなければ、よい授業は作れない。学生時
代は、同世代の仲間たちと多少きびしくても正直な意見
を出し合って授業案を考えていたが、この正直な意見を
出し合うという過程は、活動者同士が共通理解を図れて
いれば年齢を超えてわかりあえると実感した。
・授業直前、私たち活動者は、明るい雰囲気でクラス全体
を盛り上げて行こうと話し合っていた。その意気込みと
伊藤先生が作り上げてきた６年２組の雰囲気がマッチし
て楽しい活動ができた。担任が１日１日の活動の中で、
児童とどう関わり、児童を尊重しているか、児童の発言
をどうすくいあげているかというクラス経営の部分が、
自主的な発言やコミュニケーションを大切にする英語活
動に現れることを発見した。
・Game Time は楽しく英語をどんどん使う時間。児童
にやらせて、それをただ見ている活動者では、児童と活
動者の距離感や隔たりを感じてしまう。むしろ、英語を
話せる活動者が積極的に児童の中に入り、児童に楽しく
英語を使える場や雰囲気を味わう時間が必要だ。

◆活動日：2009年２月18日 新沼 真理絵
第一の感想は、ティームティーチングはすごいなと実感
したことです。メンバーに恵まれ指導案の検討から作製そ
して練習にいたるまで頼ってしまいましたが、力を合わせ
て無事に活動を終えることができました。
当日、６年３組の子どもたちから予想していたような反
応がまったくなく、もし一人で飛びこみ授業をしていたら
転覆していただろうと思います。しかし、ティームティー
チングのよさは、メインの活動者をサポートしている時に
子どもたちの表情をよく読みとることができた点にもあ
りました。全体を見渡して「この子なら声を出してくれそ
うだな。」「この子は消極的な気持ちでいそうだからゲー
ムの時に支援しよう。」などと考えることができました。
これは一人で前に立つ時にも少しでも気持ちにゆとり

を持って是非とりくむべき技能だと感じます。声かけだけ
でなく目線での励まし、肩に手をおき“やろう”というよ

うに促がす身体接触も活動を支える大切な柱だと思いま
す。
そして何よりこの恵泉で学んだ笑顔で子どもたちの前

に立つことの大切さを実感しました。子どもたちが少し
でも自己を解放し、楽しいな、やってみようかなと感じら
れないと、言葉を、まして英語をひきだすことは難しいと
考えるからです。
次に自らの英語での指示やかたりかけについてですが、
やはりスムーズには出てこず練習の必要性を感じていま
す。声を発する前にどうしても１、２拍間ができ目も泳い
でしまいました。最後のGood bye songの時にも子ど
もたち同士での動きは引き出せませんでしたが、歌いか
けた子どもたちはみな笑顔を見せてくれ、とても嬉しく充
実感がありました。
すばらしい機会を与えていただき心より感謝申し上げ

ます。

◆活動日：2010年２月12日 大西 恵理子
１　本時の目標より成果と課題
①自分から進んで話しかけ、積極的にコミュニケーション
を図ろうとする。
高学年ということ、初対面のゲストティーチャーという
ことで、児童に照れがあり全体で歌ったりジェスチャーす
る場面では積極性は見られなかった。ゲストティーチャー

は継続して関わり、信頼関係を築いた上で授業をしていく
ことが望ましいと考える。HRTがもっとALTと児童の間
に入り、児童理解、把握の中心になった方が初対面のゲス
トティーチャーともスムーズにいくと思う。
しかし、今までの外国語活動の積み重ねの成果か、内容
はほとんどの児童が理解しているようでゲームの時には、
尋ねられるとしっかりと手本のように答えていた。個々º
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◆活動日：2011年２月16日 富崎 まどか
『指導案は生き物』とのコーチのお言葉どおり、作成段
階から指導案は常に検討を重ね、当日も授業直前まで改
良が加えられました。にもかかわらず、案の定、授業開始
直後から指導案のとおりには進行することができないと
いう現実に直面。それが逆に功を奏し、グループメンバー
一同の緊張がほぐれ、楽しい授業展開をすることができま
した。そしてHRT主導で授業が進行すると、当然、時間配
分など気にはなりましたが、まずはHRTがどのような外
国語活動を目標としているのかを理解し、それを尊重した
形で授業を進行する必要があるということを感じました。
また、クラスごとに児童、HRTの外国語活動への取り組み
姿勢も異なるので、指導案にしばられた画一的な活動は
困難ということを体感しました。
なんといっても衝撃的だったのは、絵本よみ聞かせタイ
ムでのハプニング。（よくよく考えたら、サポーターに登場
人物の役割を確認し忘れた私の痛恨のミスでした。）
“Granddaughter! Help me!”と呼んでも誰も登場
しない…（あれ、誰が孫の役だっけ？…そういえば誰にも
頼んでいなかったかも…しまったー！）と呆然と教室を見
回すと、なんと！手を挙げている男子が!!! まさにHELP
MEの状況を救ってくれました。「児童に登場人物役を演じ
てもらう、さらにHRTも登場してもらう」という案は指導
案検討の際に出ていました。しかし、あんなに盛り上がる
とは。児童、HRT、ALT、サポーターが一体となり生き生
きとした活動ができたと実感できた瞬間でありました。
今回の目標である「会話表現をジェスチャーと気持ち

を込めて表現する」については、児童の積極的な参加姿勢
が見られ、KEESが継続して英語活動を行ってきた成果を
みることができました。特に、skitの練習や発表時に児童
が表現することを臆することなく、コミュニケーションを
とりながら行っていたことに大変感心しました。
児童のユーモアたっぷりのアイデア満載のskitには大

爆笑！Help me./OKをしっかり自分のものにし、想定場
面に応じた表現が見事にできていました。３分という短い

時間内でskitを考えられるかと心配していたのですが、子
どもの持つ能力を軽く見積もったことを反省しました。
時間配分に余裕がなくなり、skit発表の時間をカットす

べきかどうか、進行役のメンバーは大変な決断を迫られた
と思います。その後に残っているカルチャータイムの時間
を確保しようとしてくださいました。小道具等を準備して
いることなどに配慮してくださったのだと思います。
私は自分が担当したカルチャータイムのために、実際

にロシア料理を食べに行ったり、ロシア人の方に会いに行
きました。私自身関心のなかったロシアについて学ぶ機
会となり、また、初めて耳にするロシア語は本当に難しく、
英語を学ぶ児童の立場を感じるいい機会にもなりました。
カルチャータイムの際、一応ロシア語で「ズトラストヴ

ィーチェ（こんにちは）」、「スパシーヴァ（ありがとう）」を
言ってみました。すると、なんと、授業が終わった時、児童
の一人が「ズトラストヴィーチェ」と私に話しかけてきて
くれたのです。きっと勇気を出して話しかけてくれたので
しょう、これには本当に驚きました。その時は授業が無事
終わった安堵感いっぱいだった私は、「ズトラストヴィー
チェ」と答えるのが精いっぱいでしたが、もしかしたらロ
シア経験のある子だったのかしら、もっと反応してその子
に何か話をきいてみたらよかった、と反省、後悔していま
す。英語というと、つい英米中心になりがちですが、この
ような形で少しでもほかの国について紹介する機会をつ
くることができてよかったと思います。
これまで私がやってきた英語活動は自己流で迷いなが

らの孤独なものでした。もちろん何度も授業をした経験
もありました。しかしながら、今回本講座で発音訓練を受
けたことで多少なりとも自信をもち、きちんと指導方法や
指導案作成を学び、仲間と共同で行うことで、１コマの授
業がこんなにも実り多く、刺激と感動を得ることができる
とは！半年間、温かく支えてくださったコーチの皆さまに
は本当に感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうござい
ました。

ºには、コミュニケーションに対する積極性が見られた。
楽しんで、たくさんの名前を獲得しようと話しかけている
児童も多かった。サポーターが中に入ることで、やり方や
目標言語に対して不安のある児童の理解を促し、言ってみ
ようやってみようという勇気を与えたと思う。
②目標言語を使って自分の行動を相手に伝え、理解しよ
うとする。
目標言語を使って伝え合っていた。しかし-ingの意味や

使い方をどこまで理解していたかは疑問が残る。今までの
積み重ねはあるものの、小学生の内は単語や基本的な表現
を多くインプットしていくことの方が大切なように感じる。
スキットタイムでの劇は、-ingのニュアンスを分かりや
すく伝えていたと思う。
スキットタイムでの言語を練習でもう一度反復させた方
が、より理解が深まるように感じた。
③絵本やクイズを通して異文化を知り楽しもうとする。
難しい単語や言い回しも多いにもかかわらず、絵本の

中に吸い込まれるように見入っていた。知っている話とい
うこともあるが、役に別れて読んだり、語りかけるように

読んだりしたことは効果的だったと思う。さらに、本を見
ないでも読めるほど暗記した方がよりアイコンタクトが
取れたと思う。
異文化理解は児童の知的好奇心を刺激するものとなっ

た。毎回少しずつだがこの積み重ねは、英語を単なる言語
として吸収するのではなく、文化や国民性を知ることで国
際理解への第一歩となると思う。
２ 感想
一つの授業になんとたくさんの方の知恵と努力が結集

されていたことか、みんなで作り上げる作業は楽しいと共
にその責任の重さも感じた。このフレーズをどのように子
供達に投げかけるとより意欲が湧くのだろう、あーでもな
いこーでもないとグループで意見を出し合い、何度も試
行錯誤した。完璧とは行かないが、子供達が笑顔で授業後
に席に着いたのは、私にとって何とも言えない充実感とな
った。教える側の学び合う喜び、大切さを再認識した授業
つくりだった。この機会を与えてくださった先生方、学生
さんに本当に感謝の気持ちで一杯です。ありがとうござい
ました。
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1. 出張者：岩佐玲子（人文学部教授　恵泉地域言語活動研
究会責任者）・須藤桂子（言語活動アドバイザー）

2. 出張期間：2010年３月２日（火）～３月８日（月）
3. 出張先：米国ハワイ州　ホノルル、パールシティ、ワイパフ
4. 滞在先：シェラトンワイキキリゾートSheraton Waikiki Resort
5. 日程

6. 調査・下見結果
①治安と安全性

ハワイ、特にホノルルには日本からの観光客が毎日数百人
も訪れている。整備された観光地であり、日本語の通じる場
所も多く、治安の面でも心配のない環境と言える。公共の交
通機関（バス）もルートが明確で、運転手や乗客も、観光客に
対して親切で、穏やかな雰囲気が車内に漂っている。アメリカ
本土の都市のバスとは趣が異なっており、初めての海外を経
験する学生にも安心して過ごせる環境であると判断できる。
②文化的多様性

英語が共通語として使用され、他民族による文化の融合が
日常の中に見られる。ハワイ人、日系、中国系、フィリピンなど
のアジア系の民族をはじめとし、南米、欧米系の多様な民族
によって文化が形作られている。多様であることが当たり前で、
外見からは国籍も言語も推測できないほど、様々なルーツを
持つ人々がともに暮らしている。言語と文化、民族と歴史など、
すべてが関わりを持ちながら現在に至っていること、新しい時
代に平和を築くかについて学ぶには適切な場所だといえる。
日本文化センター、ハワイ砂糖耕地村、ハワイ大学などは歴史
や文化を理解する上で意義深い場所でもある。
③言語活動のニーズ

日系人２世が60代から70代後半となり、現在は３世や４世の
時代になっている。その為、日常言語は英語を使う人が大半
を占めるが、日本文化を懐かしむ人や親しみを持っている人
が多く、わらべ歌やお話は歓迎されている。既に同様の活動
をおこなっている婦人グループ「カトレア会」（ハワイ駐在者の
妻の会）が高齢者施設での奉仕活動を30年間継続しており、
この会と共同での催しを企画することによって、学生が海外に
住む日本人の社会貢献についても認識を新たにできるのでは
ないかと期待できる。

④訪問先の受け入れ体制と教育的意味
Kuwakini Homeは、病院に併設された高齢者施設であ

り、定期的にボランティアを受け入れており、そのための部署
も確立されていることから、学生が訪問した際にもスムーズに
交流が図られる環境が整っている。10名以下の高齢者との触
れあいに適した部屋と、100人規模の観客を前にして発表で
きる講堂もあり、プログラムの内容や目的によって使用できる
場所の選択もできる。

英語科と国語科の学生が協力して会を進行することも可能
になる、マネジメント能力育成にとって有効な環境と設備を有
する施設であることが確認できた。

7. 今後の検討事項
①訪問に適切な時期はいつか。（下見時期の３月または夏休み
中の９月など）
②ニーズ講座、地域の人々にも呼び掛けるかどうか。（学生の
コミュニケーション能力や社会性の向上のためにも同行のメン
バーに社会人や退職者などが含まれていることが、望ましい。）
③ハワイ大学で日本語を学ぶ学生と恵泉の学生との交流をど
う図るか。（カトレア会の五十嵐さまにご紹介いただけることに
なっているが、どのような目的と場所で、交流するかを明確に
して、紹介を依頼する必要がある。）
④５泊７日の１週間の短い旅行ではあるが、一人二十五万円ほ
どの費用が見込まれる。観光はほとんどなく、奉仕活動と交流
が中心の場合、学生がどの程度関心を示し、参加を希望する
か、行くことを価値づける何らかの仕組みが必要かもしれない。
⑤報告会での報告を意識した記録の作成、メディアへの宣伝
⑥その他（時差が17時間あり、昼夜が逆転しがちとなることか
ら、帰国後は２～３日静養できるスケジュールでの引率が必要。
引率者は最低２名確保が必要。）

8. 総括
５泊７日間にわたる下見・調査は様々な意味で有意義であ

った。恵泉地域言語活動研究会がその活動範囲を「地域」と
しているように、地球規模で「地域」をとらえることができるよ
う、学生の視野を広げる上で、海外奉仕の旅は新しいカリキ
ュラムとして将来性を持つものである。生涯にわたって地域社
会つまり地球全体を視野にいれながら自分の使命を自覚して
社会貢献しようとする意志、就労への意欲は、学生時代の豊
かな経験によって育つのではないだろうか。「国」「言語」「歴
史」を超えて、人々がつながり、社会を形成し、発展させるた
めには、一人でも多くの民間人が一人でも多くのバックグラウ
ンドの異なる人々と出会い共感する経験が重要だ。それがあ
って初めてともに働く基盤が形作られる。そのために、日本の
文化を伝えながら、英語を標準語としてコミュニケーションで
きる学生を育て、世界のどの場所でも就労を可能にする、基
本的な生きる力を培うことに、この言語活動研究会の使命が
あると確信する。今後は地域の方々にも学生と学ぶ場を開き、
ともに学びともに奉仕する仕組みを整えていくことが、本研究
会の使命の一つとして浮かび上がってきている。学生への説
明、学内や学外への周知などの際に、どのような教育的・社会
的意味があるかについて、論理的で説得力のある説明と検証
を、教育理念との関係から着実に積み重ねていくことが、今後
の課題であると考える。 （文責：岩佐玲子・須藤桂子）

ハワイ調査出張報告書

奉仕先開拓調査 恵泉地域言語活動研究会では、海外での奉仕活動も視野に入れ、活動先の
開拓を行ってきました。

３月２日（火）

３月３日（水）

３月４日（木）

３月５日（金）

３月６日（土）

３月７日（日）
３月８日（月）

16：30（日本時間）発 07便で成田より出国
08：30（現地時間）ホノルル着
13：30 ホテルチェックイン

訪問先への電話連絡　周辺の環境確認
12：30 クアキニ病院塀説の高齢者ホームを訪問
13：00～14：00 施設利用者（日系高齢者）との交流
14：00～15：00 打ち合わせ
10：00～13：30 ハワイ日本文化センター訪問

ハワイ日系人の歴史と文化を辿る
09：30～12：00 クアキニ高齢者ホームで奉仕グループ・カ

トレア会の活動を参観し、情報交換
12：20～13：30 ハワイ日本文化センター見学、ハワイ在住

のたいらさんと面談
14：00～16：00 ハワイ大学訪問 学生センターにて学生の

日常や活動の調査
10：00～ アメリカ軍ミズーリー艦記念館訪問（パールシティ）
12：00～16：00 ハワイ砂糖耕地村見学（ワイパフ）
09：30 ホテルチェックアウト 12：30 ホノルル発
16：30（日本時間）成田着
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●2010年８月31日「新卒者雇用に関する緊急対策について」及び「経済対策の基本方針」による追加支援による活動

2010年度後期には厳しい雇用情勢を踏まえ、本補助金に対して追加配分があり、本学ではこの補助金を利用して

専門的知識を持った就職支援担当職員を雇用し、学生指導を強化するとともに、以下のセミナーを開講して学生の

就業力の向上を図りました。

就職支援活動

10月７日 導入ガイダンス 企業の求める人材（採用選考について）の理解 求められる人材とは

14日 ロジカルシンキング 無駄なく漏れなくわかりやすい面接会話の構成 学生と社会人の違い

21日 プレゼンテーション演習 効果的な自己ＰＲ（全員実習） 働くとは

28日 グループ・ディスカッション演習 チームの中での意志決定・自己主張スキル 大学生のキャリアとは

11月４日 企業・社会研究 会社の仕組み、仕事に関する法律の理解 フリーター・派遣労働・内定取消について

11日 グループ・ディスカッション演習 他大学生とのディスカッション（ゲスト学生） 女性のキャリアとは

18日 業界研究 ホテル業界の理解（ゲスト講師） 有望な業界とは

24日 企業訪問研究 製造業（産業用機器） 日本企業の強味とは

12月２日 ビジネス文書演習 履歴書・エントリーシートの書き方 大学で学んだこととは

９日 ビジネスマナー演習 電話・電子メールの注意点、ＯＧ訪問の仕方 エチケットとビジネスマナーの違い

16日 業界研究 ブライダル業界の理解（ゲスト講師） 未婚・晩婚について

22日 企業訪問研究 流通・小売業 接客業で求められるものとは

１月６日 プレゼンテーション演習－２ 採用面接デモンストレーション（ゲスト学生） ビジネスモデルを考える

12日 グループ・ディスカッション演習 他大学生とのディスカッション 資格・学歴について

19日 業界研究 商社業界の理解（ゲスト講師） 会社の利益とは

20日 実践面接マナー演習 入退室・着席から面接における自己紹介までを解説・実践演習

集中講義・実技演習
22日

（選考の重要点確認）
自己ＰＲ、グループ・ディスカッション、模擬面接のポイント

２月３日 集中講義 10月～１月の内容のダイジェスト（履歴書＆ＥＳ＆業界研究）

４日 集中講義 10月～１月の内容のダイジェスト（自己ＰＲ＆グループ・ディスカッション＆面接のポイント）

５日 業界解説・模擬面接 業界解説（製造業）、グループ面接、クラス別面接演習⇒外部面接講師参加

10日 業界解説・模擬面接 業界解説（生保業）、グループ面接、クラス別面接演習⇒外部面接講師参加

11日 面接アドバイス・模擬面接 採用担当者の視点解説、グループ面接、クラス別面接演習⇒外部面接講師参加

17日 面接アドバイス・模擬面接 採用担当者の視点解説、グループ面接、クラス別面接演習⇒外部面接講師参加

24日 質疑応答、模擬ＧＤ＆模擬面接 面接の対策相談・解説、代表者ＧＤ演習（１回）＋模擬面接（２回）

28日 質疑応答、模擬ＧＤ＆模擬面接 面接の対策相談・解説、代表者ＧＤ演習（１回）＋模擬面接（２回）

３月４日 質疑応答、模擬ＧＤ＆模擬面接 面接の対策相談・解説、代表者ＧＤ演習（１回）＋模擬面接（２回）

16日 質疑応答、模擬ＧＤ＆模擬面接 面接の対策相談・解説、代表者ＧＤ演習（１回）＋模擬面接（２回）

17日 質疑応答、模擬ＧＤ＆模擬面接 面接の対策相談・解説、代表者ＧＤ演習（１回）＋模擬面接（２回）

23日 質疑応答、模擬ＧＤ＆模擬面接 面接の対策相談・解説、代表者ＧＤ演習（１回）＋模擬面接（２回）

実施日 タイトル 内　容 ディスカッション・テーマ
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●卒業生の就職状況について

2010年3月卒 就職率 2011年3月卒 就職率 2012年3月卒 就職内定状況

全
体
の
傾
向（
厚
生
労
働
省
お
よ
び
文
部
科
学
省
調
べ
）

大学

短期大学
（女子学生のみ）

高等専門学校
（男子学生のみ）

専修学校
（専門課程）

恵泉女学園大学

恵泉
地域言語活動研究会

91.8％
前年同期比　3.9ポイント減

男子
92.0％

前年同期比　3.9ポイント減

女子
91.5％

前年同期比　3.9ポイント減

88.4％
前年同期比　6.1ポイント減

99.5％
前年同期比　0.5ポイント減

87.4％
前年同期比　4.4ポイント減

72.6%

91%＊

うち教育関係：42%

91.0％（暫定値91.1％）
前年同期比　0.8ポイント減

――

――

84.1％
前年同期比　4.3ポイント減

98.7％（暫定値98.5％）
前年同期比　1.2ポイント減

86.2％（暫定値86.1％）
前年同期比　1.2ポイント減

65.4％

100％＊

うち教育福祉関係：90％

59.9％
前年同期比　2.3ポイント増

――

――

22.7％
前年同期比　0.2ポイント増

93.9％
前年同期比　0.1ポイント増

40.2％
前年同期比　2.3ポイント増

――

――

――教育 
42%

航空 9%
鉄道 9%

金融 8%

開発 8%

通信 8%

アパレル 8%

未定 8%

教育 80%

福祉 10%

ブライダル 10%

＊ これらの数字には、大学院進学も含まれています。
＊＊報告書作成段階では未定。（2011年10月１日現在）

＊＊

＊＊
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相澤 美希（2010年卒）航空関係

私とキーズとの出会いは大学２年生の春でした。
元々、教育に興味があり、子供が好きという事もあっ
て、専攻している英語を通して地域に恩返しをしたい
という思いでキーズに加わりました。初めは人前に出
ることに慣れず、教える大変さを痛感する日々でした。
しかし、ふと振り返ると、子供たちだけではなく、学校
の先生方、また地域の方々などたくさんの方々に支え
られている事に気付きました。それからは、教えると
いう事だけに夢中になるよりも、感謝の気持ちを忘れ
ず、たくさんの方々と触れ合う楽しさを実感しながら
活動することを心掛けました。その中で、老若男女問
わずたくさんの方々と触れ合うコミュニケーション力
が身に付きました。就職活動にもたくさんの出会いが
あります。また、仕事をしていても、老若男女問わずた
くさんの出会いがありますが、キーズで得たコミュニ
ケーション力を活かし、一期一会の出会いを大切に仕
事をしています。

江夏 舞（2011年卒）教育

私は現在北海道教育大学教職大学院へ通っていま
す。再来年から小学校の教員になることが決まり、現
在は授業開発のゼミで“わかる授業”の研究に励んで
います。
今の私があるのは、研究会の全ての活動によります。
大学時代、休み時間を返上して活動に打ち込んだこと
が、教師になろうとしている今大きな財産となってい
ます。大学２年時から授業経験ができたので、教師と
しての姿勢や子どもとの向き合い方、社会的なマナー
について学びました。更にチームとしての活動から、
学校現場で必要とされている協働遂行力もつきまし
た。大学院の実習では、外国語活動も行いＫＥＥＳで培
ったノウハウをそのまま活かすことができました。効
果的なゲームや絵本を取り入れたことで、児童の興味
関心を引き出し、楽しんで学ぶ授業が展開できたよう
に思います。また国語で物語文を音読したり絵本を読
む時には、恵話会での活動が役立ちました。
この研究会に出会わなければ小学校教師を目指し

ていなかったので、今とても感謝しています。今後は
学んだことを十分に生かして小学校教育に貢献し、子
どもの未来を拓いていきたいと思います。

壺内 恵実（2010年卒）教育

私がKEESを通して、就活や仕事に生かせたことは、
「ほう（報告）れん（連絡）そう（相談）」です。特に、班長
になった活動２年目のときは、顧問や学校の先生方、
班のみんなや同級生に、報告、連絡、相談をよくしてい
ました。個々でやってきた英語活動が、２年目から班員
全員で授業をする体制に変わり、後輩も新しく加わり、
新しくなること、変わることに不安がありました。不安
があるからこそ、何とかできないものかと、その時々
いろんな人に話しました。活動をよりよく発展させる
には、一人で抱え込んだり、溜め込まず、人に話すこと
だなと、社会人になった今、当時のことを思い出しな
がらそう思います。KEESも今の仕事もチームワーク
でやるものなので、職場内外問わず「ほうれんそう」な
しでは仕事になりせん。会議、保護者からの連絡、研
修等で得た情報を「ほうれんそう」によって皆で共有
することは、大切であると実感しています。

千葉 綾佳（2011年卒）教育

私は恵話会の第一期生として活動し、現在では特別
支援サポート教員として小学校で勤務しています。経
験もないまま、小学校で働くということで不安はたく
さんありました。しかし、「先生、先生」と笑顔で話しか
けてくれる子供たちが愛しく、不安はすぐに楽しさへ
と変わりました。
このように日々、小学校で過ごしていると恵話会の
経験が生かされていると感じることが多々あります。
例えば、絵本の選び方や読み方です。小学校（特に低
学年）では自分たちで絵本を読む機会があります。ま
た、先生が読み聞かせるという場面もあります。その
時に私は恵話会で扱った様々な絵本を思い出し、選定
することができるのです。自分自身の思い入れがある
絵本を子供たちと共有することが出来る、これは恵話
会に入っていたからこそ出来る経験です。
来年は小学校教諭として、学級の子供たちが素敵な
お話に出会えるよう積極的に読み聞かせを取り入れ
ていきたいです。

卒業生より
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高橋 美晴（2011年卒）教育

私たちが普段使う言語とは、単に相手に伝達する
ためだけではなく、相手と心を通わせるとても大切
な手段であると、私はこの言語活動研究会で学びま
した。お話を語ったり、絵本を読んだりする中で、話
し手と聞き手との間に心の交流が生まれます。この
活動を通して、『言語』の本当の意味に触れることが
できました。
今、学校で子どもたちの会話に耳を傾けてみると、
言語が乏しくなっていることを痛感しています。乏
しい言語は相手に意見を伝えきれないだけでなく、相
手を簡単に傷つけてしまいます。私たちはこの言語
活動を充実させ、その能力を高めていくことで、本
当のコミュニケーションを図れるのではないでしょ
うか。
言語とは、相手と心を通わせる大切な手段である

と同時に、気持ちをコントロールするものです。私
自身も、相手に対し常に愛情のある言葉で接してい
くと同時に、一教師として、一社会人として、生徒
の手本となる言動、行動を心がけて参りたいと思い
ます。

村上 はるな（2011年卒）福祉

恵泉地域言語活動研究会の活動から、今の仕事に
いかされていることは声かけと観察力です。今、福
祉施設で働いているのですが、利用者とのコミュニ
ケーションが重要です。コミュニケーションでお互
いの信頼関係を築いていきます。一言の声かけから
相手の心理がわかる場合もあります。KEES の活動
では、クラスの生徒に挨拶など声かけをすることで、
生徒に発語を促していきます。次に観察力です。英
語活動では、生徒の様子やクラスの雰囲気な細かな
事も見ていきます。この福祉の仕事も、どれだけ利
用者の状態を観察していけるかが鍵となります。
この二つの学びが今の仕事にいかされていると思

います。

森田 麻美（2012年卒）教育

恵泉を卒業するにあたり、最も記憶にあるのが
KEESの活動です。児童から「将来、英語や絵本に
関わる仕事に就きたい」「いつも楽しく真剣に教えて
くれて、こんな人間になりたいと思った」と手紙を
頂きました。一生懸命に取り組む自分たちの姿を見
て、児童たちが夢を持ってくれたことに感動しまし
た。その貴重な関わりと経験は、今も私の原動力で
す。声や表情、コミュニケーションに自信がつき、心
が豊かになったことを実感しています。本当にあり
がとうございました。

小山 麻菜美（2011年卒）教育

私は小さい頃から英語を習っていたので、大学入学
前から英語を通じて何か社会に、人のために役に立て
る仕事に携わりたいと考えていました。大学入学時に
恵泉地域言語活動研究会が本格的に始動し、２年生か
ら３年間所属しました。
私が研究会を通じて学んだことは２つあります。１

つ目は、「ことばの魅力」に気付いたことです。「絵本の
魅力を通じてことばの魅力を子供たちに伝えること・
メンバーやコーチと一緒に新しくことばを作り出すこ
と。」研究会を通じ改めて日本語の魅力や音の魅力に
気づきました。
２つ目は「自分に自信がついたこと」です。研究会で
は言葉を自分から発信しなければ、そもそものことば
の魅力は伝わりません。どんなに綺麗な日本語であろ
うと、綺麗な発音で英語を使っていても、その発信す
る人が気持ちを持っていなければ意味がありません。
言葉の意味や伝えかたなどを仲間やコーチの先生方
と一緒に考え、一緒に練習をしました。どんなときで
も仲間やコーチの先生方は指導やアドヴァイスをして
くれました。
私は現在、学校関係の広告代理店の営業職をしてい
ます。なかでも私は東京23区の高校を担当しており、
ときには高校生へ対し進路のアドヴァイスをするとき
もあります。この研究会の活動を通し、自分のことば
で通じ合う経験があったからこそ現在自分が自信を
持って高校生へ接することができるのだと思います。
研究会に出会ってなければ、何も気づかないまま心の
ないことばを使っていたでしょう。相手の立場に立っ
てことばを選ぶことやことばを伝えることなどしなか
ったでしょう。
現在の仕事や日々の生活を通じ、ことばの魅力を伝
えていけるような人物になっているように　そして研
究会に関わる仲間に恥ずかしくないように　自信を持
って会えるように日々頑張っていこうと思います。
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3年間の活動と学び 第2章 
2009～2010年度 活動風景

2009年度　第一小 2009年度　長峰小 2009年度　第三小

2009年度　クリーブランド先生と 2009年度　スプリングフェスティバル 2009年度　白楽荘

2010年度　クリスマス会 2010年度　松岡享子先生ワークショップ 2010年度　城山小

2010年度　城山小 2010年度　第1回お話を楽しむ会 2010年度　第一小

2010年度　第一小 2010年度　長峰小 2010年度　島田療育センター
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第3章

活動報告会の記録
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活動報告会の記録 第3章 第１回活動報告会

2009年度活動報告会ちらし



恵泉地域言語活動研究会 53

2009年度活動報告会プログラム
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活動報告会の記録 第3章 第１回活動報告会

日ごろの活動を紹介 わらべ歌は全員で

岩佐教授による全体報告 小学校での英語活動を再現

木村学長の挨拶で開会

小学校での嬉しいエピソードを披露 「なら梨とり」の発表

第1回活動報告会
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社会人受講生による発表 伊東先生の授業としての語り

山口先生による講評

大谷助教より謝辞

無事報告会を終了して
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活動報告会の記録 第3章 第2回活動報告会

2010年度活動報告会ちらし
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2010年度活動報告会プログラム
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活動報告会の記録 第3章 第2回活動報告会

大谷助教より全体報告

担当学校ごとの体験発表

木村学長の開会挨拶

小学校の英語活動ハイライト

第2回活動報告会
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恵話会体験発表 履修証明書を取得して

社会人受講生による詩の暗誦 社会人受講生による絵本の読み聞かせ

山口先生からの講評と助言 村岡助教による謝辞

報告会終了後の茶話会にて



60 恵泉地域言語活動研究会

活動報告会の記録 第3章 第3回活動報告会

2011年度活動報告会ちらし
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2011年度活動報告会プログラム
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活動報告会の記録 第3章 第3回活動報告会

季節をテーマにした導入で

1年間の活動を振り返って

特別支援学級での活動例

初めて挑戦した影絵 「不思議なオルガン」は恵話会の定番に

恵話会の活動について

聞き手と一緒のshared reading

第3回活動報告会
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伊東先生による講評と教育現場からの助言

司会の大役を果たした三人

3年間の活動のしめくくり

ボランティア認定証書授与

このプロジェクトに関わってくださった全ての皆さまに感謝して
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本取り組みでは、評価の一環として外部評価委員会を設置し、

プログラム全体の評価と改善策の査定を行ってきました。

第4章

外部評価委員会の記録

評価委員の紹介

●2009年度

山口順一先生（多摩市立聖ヶ丘中学校校長）

手塚裕子先生（稲城市立城山小学校校長）

村岡有香助教（本学人文学部）

●2010年度

山口順一先生（多摩市立聖ヶ丘中学校校長）

手塚裕子先生（稲城市立城山小学校校長）

村岡有香助教（本学人文学部）

●2011年度

山口順一先生（多摩市立聖ヶ丘中学校校長）

手塚裕子先生

長阪朱美教授（本学人文学部）



外部評価委員会の記録 第4章 第1回外部評価委員会
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Ⅰ．はじめに
1. 取組担当者挨拶

《岩佐》では、第１回目ということで、外部評価の先生方にお集

まりいただきました。外部評価委員会を始めさせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。

このプログラムは既に先生方に資料としてお送りさせていただい

た申請書にございますように、文部科学省の学生支援推進プログ

ラムという選定事業に採択されたものです。ですので、これについ

ては昨年の９月からプログラムとしてスタートいたしました。その

取組の担当者として一言ご挨拶させていただきます。私は取組の担

当の責任者で、英語コミュニケーション学科教授の岩佐玲子と申

します。よろしくお願いいたします。こちらの申請プログラムをご

覧いただきながら、一言ご挨拶させていただきたいのですが、この

大学教育・学生支援推進事業というのは、今、ニートや中途退学

者など、若い世代の就労に関しての問題が社会的に大きく取り上

げられている時代の中で、大学の学生に、将来を見通しながら、在

学中に就業に対する意欲や技能をどのように付けていくことができ

るかという問題提起の中から生まれた公的な支援事業です。

これについては恵泉女学園大学として、やはり学生が大学で学

んでいること自体を生かして、それを磨くために、学びながら、

かつ、まだ完成はしていないけれども学んでいることを共に地域

の方と分かち合うような場を通して、社会的コミュニケーション

能力を高めたり、その技能を、専門性を高めるという目的で、大

学の中で正規の課業ではない、しかし学生だけの趣味のサークル

ではない、もう一つ別の教育的な取組があってもいいのではない

かということで始めたものです。

ですので、取組の名称は、「専門性を生かした正課外地域貢献

活動によるマネジメント力の育成」と書いております。本日はこ

の取組に基づいて、これまでどのように私たちが学生とのかかわ

りをはぐくんできたか、そして地域の皆さんとどのような協力関

係を築かせていただいているか。そういったことを、途中経過で

すが、評価委員会の先生方にご理解いただいて、ご意見をちょう

だいし、またさらに学生の教育に生かしていきたいと思いますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。

2. スタッフ自己紹介

《岩佐》今日の資料の１ページ目をご覧いただきまして、このプ

ログラムに従って進めさせていただきます。次にスタッフの自己

紹介をさせていただきます。スタッフはもう１名、馬郡がおりま

すが、本日はこの場にいることができません。私以下４名、合計

５名のスタッフの自己紹介を短くさせていただきますので、よろ

しくお願いいたします。

《大谷》本日はおいでいただきまして、ありがとうございます。

英語コミュニケーション学科の大谷です。村岡先生とは同期で、

同じ時期に恵泉に来ました。私はこのプログラムで副顧問を務め

させていただいています。先生方にはいつも、学生の活動に対す

るご理解と、活動の場を与えていただきまして本当にありがとう

ございます。今日はどうぞよろしくお願いいたします。

《須藤》KEES（恵泉英語教育研究会）のコーチ、それから恵話

会の方もお手伝いさせていただき、ニーズ講座の方も講師として

お手伝いさせていただいている須藤桂子です。恵泉の学生のとき

に岩佐先生と出会いまして、そして、この研究会で活動をさせて

いただいています。今日はどうぞよろしくお願いいたします。

《佐藤》恵泉地域言語活動研究会のコーチをさせていただいてい

る佐藤智子です。よろしくお願いいたします。私は産休をいただ

いておりましたので、今年度からあらためて復帰いたしました。

少しですが、自分自身の出産と子育ての経験を通して、学生との

かかわりがさらに深くできるようになったかなと実感しておりま

す。よろしくお願いいたします。

《小關》小關毅彦です。私は事務方でして、主として資金を調達

してくるのが仕事になっております（笑）。この申請も、岩佐先

生、大谷先生に無理を言いまして、何とかお金を取りたいから書

類を一生懸命作りましょうよということで作り、幸いに採択され

て、資金的な裏付けができて活動ができているということです。

先生方、コーチの皆さんにかなり無理をいろいろお願いしてやっ

ておりますが、学生に大きな成果が出ていることを見ますと、苦

労のかいはあるなと思っております。

《岩佐》ありがとうございました。実は先生方のお手元にオレンジ

のパンフレットがございまして、こちらに私どものプロフィールが

ございますので、こちらもまたご覧ください。この中の馬郡が八王

子市に住んでおりまして、特に今、城山小学校の手塚先生の下で
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学生が読み聞かせのボランティアを

させていただくことと、馬郡自身も、

小学校の先生方の英語活動の支援を

させていただいています。このよう

なスタッフで運営しております。

私自身は、こちらの１ページ目に

書いておりますが、この取組に対し

て顧問と書いているのは、会社の顧

問のような立場ではなく、学生主体

のサークルということですので、部

活動の顧問のような位置付けで、あ

えて顧問と書かせていただいております。このスタッフで昨年から

始めましたので、今後また、いろいろと先生方に直接ご指導をいた

だくことになると思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

3. 外部評価委員紹介

《岩佐》それでは私どもの紹介が終わりましたところで、先生方

をご紹介したいのですが、まず私がご紹介した後で、先生方にも

自己紹介をお願いしてよろしいですか。

では、山口順一校長先生でいらっしゃいます。落合中学の校長

先生でいらっしゃったころから、教職課程の学生の学校訪問など

で大変お世話になりまして、今は教職課程のそのときの学生が、

ピアティーチャーとしてまた受け入れていただくことになりまし

た。さらに先月、スプリングフェスティバルの暗唱コンテストの

審査員をご依頼したところ、快くお引き受けいただきまして、ま

たさかのぼりますが、今年の１月も、この言語活動研究会の１回

目の報告会に講師としておいでいただきました。そういう形で、

非常に恵泉の学生の成長を間近にご覧いただいている先生のお一

人です。どうぞよろしくお願いいたします。

《山口》多摩市立聖ヶ丘中学校の校長の山口です。どうぞよろし

くお願いします。岩佐先生からご紹介いただきましたが、３月まで

落合中学におりまして、一番近くの中学校ということで、先生にい

ろいろ無理をお願いして学生を派遣していただいたり、助けてもら

いました。現在は聖ヶ丘中学校ですが、同じく、これから朝の学習

会があるのですが、そこに２名の学生をまたお願いしています。

この活動との出会いはもう２年ほど前からでしょうか。多摩市

の英語科の先生たちの研修会で、小学校英語活動のことを知りた

いということでおいでいただきました。落合中でしたが、そのと

きに岩佐先生ご自身にいろいろお願いしたのですが、そこで学生

の模擬授業をやっていただきました。そのときの学生のレベルが

高いなと思ったのです。ここまでどんなふうに教育しているのか

なということにすごく興味を持ちました。それが出会いだったの

です。正直、学生でここまでできるのだと感動したことを覚えて

います。そんな出会いでした。

今回は外部評価委員ということで、どんなことができるのか分

からないのですが、自分も勉強するつもりで参加させていただき

ます。どうぞよろしくお願いします。

《岩佐》よろしくお願いいたします。ありがとうございました。

次に手塚先生をご紹介いたします。手塚先生は若葉台小学校で

校長先生をされ、小学校英語活動の先進的な学校として、広く外

部からもたくさんの学校が研究に来られるような、先進的な取組

をされた校長先生でいらっしゃいます。現在は城山小学校で、道

徳教育についての研究校として、またさらに先生方にも、私ども

もいろいろと学ばせていただいているところです。では手塚先生、

お願いいたします。

《手塚》お世話になります。今ご紹介いただいた城山小学校の手

塚といいます。

岩佐先生にお会いする前、実は小關先生に既にお会いしていて、

実は若葉台小学校は恵泉と似たようなレンガ造りで木造でという、

すごくすてきな建物の校舎なのですが、そこで何とか環境整備を

しようということで、花をたくさん植えていい環境にして子ども

たちに生活してもらいたいというところで、教育委員会の方でも

お話しいただきまして、小關先生に入っていただいて、園芸科で

すかね、樋口先生においでいただいてというところからスタート

したかなと思っています。

そうしているうちに岩佐先生とご縁がありまして、本校は道徳

をしているのですが、言葉ということで、私自身、子どもたちに

さまざまな詩とか論語とかを与えていまして、何とか子どもたち

の心の中に響くような教育をしたいなということでやっていたと

ころ、昨年から朝の時間を利用して学生ということで、本年度は

毎週火曜日になっていますが、お世話になっています。

その活動を見ていく中で、学生が本当によく変わってきている

というか、変容しているなという姿を見ることができましたし、

子どもとのかかわりも随分深くなってきているなということがあ

ります。だから本年度また１年、とても楽しみにしております。

どうぞよろしくお願いいたします。

《岩佐》ありがとうございます。では、大学内の外部評価委員会

ということでお引き受けいただいた村岡助教です。村岡先生は、大

谷先生と私は英語コミュニケーション学科に所属しておりますが、

その英語コミュニケーション学科の中で教職課程の科目も担当し

ていただくお立場で、しかもKEES、恵話会の学生たちと大変近

く接してくださっていまして、昨年２月の報告会もすべて見てい

ただいて、その後の学生の成長についてもいろいろと励ましをいた

だいている同僚の一人です。先生も自己紹介をお願いいたします。

《村岡》３年前から恵泉に入りました村岡と申します。よろしく

お願いいたします。私も大谷先生と同期です。今、入試広報の仕

事をしておりまして、その関係上、大学を広報するとき、または

英コミを広報するときに、一体どういう魅力があるのかと考えた

ときに、やはり岩佐先生がやっていらっしゃるKEESというのが、

本当に英コミの大きなアピールポイントだなと思いまして、その

辺から何をやっているのだろうという感じで興味を持って、見学

をさせていただいていたのですが、そこに入っている学生が、や

はりほかの学生と違うなというのを本当に私は感じて、なぜ違う

のだろう、なぜなのだろうと。そこがすごく知りたくて、顔を出

したり、学生から様子を聞いたりしています。本当に日々の活動

の訓練の積み重ねが学生の成長につながっていて、自信も付いて

いる。そういうところから違いが出てくるのだなということが最

近分かってきまして、今後はこれを恵泉の良さということで、も

っと広報活動に活用できたらなと思っております。

Ⅱ．取組について（説明と報告）
1. 委員会の目的と流れについて

《岩佐》次の「取組について」の説明と報告に移りたいと思いま

す。いろいろと先生方が、学生の成長についてお褒めの言葉をく
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ださいまして、本当にありがたいことだと思います。それもやは

り、私どもは日々、授業だけでは何かが足りないかもしれない、

人とのかかわりを何とか学びにつなげることができないかというこ

とで、今回のような申請をしたので、まずはこの評価委員会の目

的についてご説明させていただきまして、次にプロジェクトの概

要にいきたいと思います。

本日は第１回目ということで、顔合わせと今後の方向性につい

て共有するというのがまず一つの目的です。２点目の「評価の観

点と方法」ですが、このプログラムの目的ですね。申請書にもご

ざいますが、こういった目的についてどのようにお考えになるか、

実施体制ですとか、教育の内容や方法、このような八つの観点か

らいろいろなご意見をいただきたいと思っております。

例えば３番目にあるような「教育内容および方法」については

大変ご足労をおかけいたしますが、学生の生の活動をご覧いただ

いて、例えば城山小学校ですと、手塚先生には、学校の中で学生

がどのように活動しているかをご覧いただく機会を通して評価し

ていただければと思いますが、できましたら施設や大学内での発

表などにもおいでいただけると大変ありがたいと存じます。これ

については年間の予定をまた別途お知らせするので、最後の報告

会以外にも、先生方にご覧いただきたいと願っております。

４番目は「教育の成果」として、です。これは活動を視察して

いただくことに併せて、学生とじかにお話ししていただけると、

学生にとりましても大学の中で引き出されるものとは別のものが

引き出されるのではと思いますので、ぜひともそうした面談の機

会を持っていただければと思います。

５番目としては、学生の支援体制として、私どもの働きかけが

どのように有効であるか、あるいはどのような点を改善すべきか、

ということについてご意見をいただき、改善のためのシステムと

して組織化をどのようにすべきか、管理運営についてはどうか、

最後には情報公開は適切かどうか、頻度ですとか、その内容や方

法などについてご意見をいただきたいと思っております。

この評価していただいた結果なのですが、1．から 3．までござい

ます。これは案ですが、この評価委員会で、それまでの資料を基

に、このような懇談の形でご意見をいただいて、その助言内容を

また文章化し、報告書にまとめたいと思います。その中に、助言

の内容を次年度に向けてどのように反映させていくかということ

を明記した上で、それを基に次の年度また活動を継続するといっ

たことで、このプロジェクト自体は2012年３月に終了いたします。

イメージとしては、先生方のお手元にお配りした資料の中に大

学の、また別の、特色GPに採択された体験学習のプログラムがあ

るのですが、この報告書のようなものを作るということを最終的

な目標にしたいと思います。この報告書の79ページをご覧いただ

きたいのですが、外部評価委員の方々と恵泉の教職員がこのよう

に一堂に会して、懇談のときを持って、そこで評価を終了すると。

こういった懇談の場面もすべて記録として残したいと思いますが、

このような流れで評価を行いたいと思います。大まかな部分につ

いて、もしご賛同いただけましたらこの方向で行きたいのですが、

何かご意見なりご質問なりございますか。

《一同》結構です。

《岩佐》では、日程についてはまた先生方のご都合を伺いながら、

報告会と評価委員会を別にすることも含めて考えたいと思います

ので、どうぞよろしくお願いいたします。

2. プロジェクトの概要説明

《岩佐》では、「プロジェクトの概要説明」に移らせていただきた

いと思います。それについてはこの文部科学省に提出しました申

請書をご覧いただきたいのですが、先ほどご説明したように、取

組の代表者は学長の木村利人でして、その取組の期間が21年から

23年度まで、名称が「専門性を生かした正課外地域貢献活動によ

るマネジメント力の育成」ということです。この担当の教員の責

任としては岩佐玲子、事務の担当の責任としては小關毅彦です。

取組の概要は、教職志望の学生をまず中心に考えております。

それはこのプログラム自身、就業支援ということが視野に入って

いるので、教員志望の学生が教員になれるような成果を出したい

ということを想定して始めました。しかし最終的には、この大学

全体の学生たちがそれぞれの目指す方向に向かって自主的・主体

的に進めるようにということを目標としております。

教職志望の学生を中心にして、地域に出かけていく。その地域

に出かけていく際に、特徴としてはチームで出かけていくという

ことなのです。単独で施設でのボランティアをして帰ってくると

いうことではなく、あらかじめ計画を立てて、何をするか、目的

をはっきりとさせた上で、チームの中で役割を共有しながら、あ

るいは分担しながら、目的を明確にして、継続的に地域に出かけ

ていく。そして何をするかというと言語活動。つまり教職の学生

は、英語を教えるにしても国語を教えるにしても、いずれにして

も言葉を使って言葉を教えますので、まず自分が使っている日常

の言葉を磨いていくこと。そしてその言葉を通して、先ほど手塚

先生もおっしゃいましたように、心に響く言葉、あるいは自分自

身が発した言葉によって、どなたかが何か明るい希望を持つ。そ

ういう言葉の力というものを自分の力の中心に据えることができ

るように、それによって社会貢献ができるのだということを自覚

できるような活動。しかも社会に出たときに全く違う価値観の

方々、あるいは境遇の全く異なる方々とも共に生きていく人間的

な力を養うために、「マネジメント力」という言葉を使いました

が、このマネージというのは、もともとは馬を手なずけるという

言葉が語源にはあるそうなのです。ですから何とかやっていく、

何とか困難を乗り越えながら共に進んでいく力として、ここでは

マネジメント力と使っております。

そのために学生は、日英両語で明瞭に発音できるような言葉の

練習、読み聞かせ練習、さらに指導案や企画書を作成する、会場

外部評価委員会　評価計画について（案）

Ⅰ．外部評価委員会日程（2010年度）

第１回：2010年６月26日（土）
評価委員会　10：00～12：00

第２回：2011年２月19日（土）
恵泉地域言語活動研究会報告会　13：00～15：30

評価委員会　16：00～18：00

Ⅱ．評価の観点と方法

1. プログラムの目的
2. 実施体制
3. 教育内容および方法 ⇒ 施設や学校での言語活動および

大学内での発表会を視察
4. 教育の成果 ⇒ 活動視察と学生への聞き取り
5. 学生支援
6. 改善のためのシステム
7. 管理運営
8. 情報公開

Ⅲ．評価結果の整理と最終報告書の作成

1. 上記８項目について、２月19日の委員会にて資料を参
考とした懇談により評価と助言を行う。

2. 懇談内容を文章化し、報告書にまとめ、改善点を明確
にする。

3. 改善への助言を評価以降のプロジェクトに反映させる。
上記1.～3.に準じて2011年度も評価活動を継続する。
プロジェクト最終年度末である、2012年３月に、３年間
のプロジェクト評価を行い、報告書を作成する。



を設営して司会をしたり、その裏方を担ったり、初めて出会った

方とどんな温かい交流ができるのか。そういったことを繰り返し

繰り返し行いながら、自立できる社会人に育てるということが目

的になっています。

そして最終的には、反省会も含めて、組織の運営にかかわりな

がら、質の高い言語活動や交流会を創造して、地域で活動するこ

とに喜びを見いだすような学生を育てたいと思っております。そ

のために１年間で、ここには12回の活動を目標として掲げました。

さらにA４サイズ１枚に毎回報告書をまとめて、それを３分以内

で口頭で伝えるということを繰り返し行います。このA４サイズ

１枚の報告書については報告書の書式を決めて、訪問したらその

３日以内ぐらいに、各コーチの方にまずメールで報告書を提示し

ます。その繰り返しで表現力と行動力を養成するということを行

っております。

これが全体の取組の概要です。取組の実施体制としては、言語

活動研究会としての大きな枠がありますが、そこにかかわってい

ただいている地域の施設としては、ご覧のように島田療育センタ

ーですとか、多摩市の小学校、稲城市の小学校などがございます。

今後は海外の日系の施設を訪問して、今磨いている、今喜んで

いただいているものを、またさらに、日本の昔話やわらべ歌など

を海外の日系人の方にも喜んでいただけるようにという視野の下

でやっております。

最後に、申請のための経費ということで、設備備品費から、人

件費、旅費などの内訳が入っております。取組全体に関してこの

ような補助金を頂きながら、この公的な支援を、学生の成長と地

域の活性化、そして地域の学校の教育の支援に生かしていきたい

と思っております。以上がプロジェクトの概要です。

何かもし先生方からご質問がございましたらお答えしたいと思

うのですが、いかがでしょうか。

3. 質疑応答

《手塚》質問というよりは、学生に毎日来ていただいていますが、

私などは学生が来てくれたら、朝、子どもたちにとってはいい時

間になるなという。それから若い先生にとっても、例えばわらべ

歌とかを歌うというのは、なかなか現場の新卒の先生は、ほとん

ど身に付けていない状況で教員になっている人もいるわけです。だ

から、逆に学生から、先生たちがとても刺激というか、学んでい

るなという部分もあって、その裏にはこういうような狙いがあっ

たと、なかなか共感したというか。やっていて、毎回レポートを

これだけやっているというのは、すごいな、だから力が付いてい

くのだろうなと、今、本当にそう思いました。

《岩佐》ありがとうございました。実はこのプログラムはあくまで

も地域貢献であり、奉仕活動と位置付けておりまして、これをや

ったことによって単位がもらえるとか、そういうこととはつながっ

ていないのです。あえてそれを切り離しております。もちろん大学

の中にはコミュニティ・サービス・ラーニングというキャリア教育

がございます。ですから、それとの連動も今後考えていかなければ

いけないのですが、今回、この学生たちの活動の出発点が、先ほ

どご覧いただいた恵泉と稲城市の教育委員会との教育提携にござ

います。稲城市の教育委員会のご理解で、学生が少しでも育つよ

うな場を提供しますよとご提案くださいまして、それによって教職

に就こうとする学生たちが、教育実習に行っただけでは教育とい

うものについて、あるいは自分の適性について十分に考えることが

難しいので、できるだけ大学に入学した直後くらいから少しずつ

現場にということで始まりましたので、単位というよりは自分の勉

強のため、その場をいただくという方向性でまいりました。

《山口》私は報告会や英語の先生たちの研修会で学生の活動を見

せてもらうのですが、それはもう報告会など、成果の発表ですよ

ね。その過程の部分があまり分からないのですが、そこで、先ほ

どの説明にありましたが、活動の仕方だとか、ぜひ見せていただ

きたいなと思うのですが、恐らく学生の活動が終わっての感想で

しょうか、その中に、「KEESの英語学習をして私が学んだこと

は、事前準備と練習量の重要さ」と。ここにすごくポイントがあ

る、ここにきっと力を注いでいるのだろうなと思うのです。そう

でなければ、あれだけの質の高いものにはならないと思うのです。

もう一つは教職を志望している学生ということですが、例えば

一番大事なミッションになったときに、いわゆる精鋭だけでやっ

ているのか、または広く教職を希望している学生にこういう活動

をやらせているのか、そのあたりをちょっとお聞かせいただきたい

なと思ったのですが。

《岩佐》こちらの、先生がご覧くださいました学生のスケジュー

ルというページがあるのですが、学生が事前にどれだけ練習して

いるかということについてなのですが、今、学生は、やはりアル

バイトをしたり勉強したりということで、かなり忙しい学生生活

を送っております。さらに、例えばチアリーダー部や音楽関係の

サークルに入りながらこの活動をしている学生もいるので、そう

いった自主的に始めたアルバイトやサークルはやめないで、何と

かこれもできるような体制を考えました。

そのために何を考えたかというと、お昼休みなのです。このス

ケジュールにありますように、お昼休みのところにKEESトレーニ

ングが２回、この年度は火曜日と木曜日にやっておりました。現

在もKEESについては２回やっておりますが、できるだけ短い時間

で、限られた時間で集中して、その時間内で何とかやっていくと

いう習慣付けをしております。限られた時間でしか集まれないの

で、ここでしっかりと集まって、打ち合わせをして、さらに役割

分担をして、次のときまでにそれぞれが準備してくるという、そ

ういったことを繰り返しております。

もちろんこれだけでは足りませんので、足りないと感じたら、

では自分のチームはいつ集まるかというのをそのチームごとに調

整して、放課後ですとか、学生たちがそれぞれ自主的に時間を繰

り合わせて、この指導者がその時間に合わせていくという。指導

者の時間に合わせて学生が集まるというよりは、学生の時間に合

わせてアドバイザーたちがそれぞれチームを見るという形を取って

います。

ですから、事前準備の時間は、やはりそれなりにかけておりま

す。ミーティングについても、流れをあらかじめ会長が決めるの

です。それで黒板に、今日は何と何をどういう順番で何時までに

やると書き出して、それに合わせて学生たちが動くということで、

たかだか30分なのですが、かなり中身の濃いトレーニングができ

ます。あと、打ち合わせが大切ですので、そういったことで時間

はそれほどなくても密度の濃い時間を過ごし、あとはそれぞれの

時間をという意味でやっていますが、実際には、学生は本当に大

変な思いをしているようです。

この大学の教職課程は卒業に必要な単位以上に教職の単位を取

らなければいけないのです。ですから一般の学生よりはかなり忙

しい上に、この活動が入りますから、それは大変なようですが、

仲間がいるということと、地域に行けば子どもたちや先生方にい

ろいろと教えていただけるということで随分励みになっています。

少数精鋭なのかどうか（笑）、見ていないのですが、やはりモチ

ベーションの高い学生が集まりますので、そういう意味では精鋭

になるとは思います。しかし、その学生たちの様子を見て、教職

に就こうか、あるいはどんな職業に就こうか、まだ決まっていな

い学生たちも、学生生活を充実させたいから入らせてくださいと

いう学生が、特に今年になって増えまして、本来は２年生からで

ないと始められない仕組みになっていたのですが、１年生が今年

は随分見学に来まして、見るだけでもいいので入れてくださいと
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いう学生が増えてきました。

そして、後ほどまたご説明しますが、留学生もこの活動に関心

を持っていまして、中国ですとか韓国の留学生が、日本語を勉強

したいので、日本語でお話が語れるようになりたいということで

入ってきました。

《手塚》今、留学生の話が出て、ちょっといいですか。せっかく

韓国の方だったので、担任が国際理解にとても関心がある先生だ

ったので、すかさず、「韓国では、『ありがとう』とか、どういう

言葉を使うのですか」と言ったのです。だから、せっかくそうい

う方が、日本語を学んでいる方だと思うのですが、自国の言葉で

何か語りをしてくれたり、本を読んでくれたら、多分子どもは韓

国語など全く分からないのですが、リズムで、「ああ、そういうリ

ズムなのか」というようなことが理屈抜きで入っていくかなと思

って。ちょっと本人とも話をしたりもしたのですが、逆にリクエ

ストもできるといいなと思っています。

《岩佐》やはりリズムを体験するというのが、特に外国語を学ぶ

ときに重要な点だと思うのです。中国語のリズムとか、韓国語の

リズムとか、大学の中にはアジアのほかの国々からの学生がいま

すので、できればそういう形で参加できるといいかと思います。

《岩佐》では、この後、まだ活動報告ですとか、KEES、恵話会

からのそれぞれの報告がございますので、先に進めさせていただ

いてよろしいですか。

4. 活動報告

《岩佐》それでは全体を映像でご覧いただいきたいと思います。最

初に、多摩テレビのスクール通信に、この３年間の学生の地域の

言語活動が合計５回ほど番組化されています。その中の幾つかか

ら３分ほどダイジェスト版をご覧いただきます。

＊＊＊ビデオ上映＊＊＊

《ナレーター》恵泉女学園大学の英語サークルKEESは、発足し

て３年目を迎えます。その始まりは、稲城市内の小中学校の英語

教育を補助するボランティアというものでしたが、活動を重ねて

いくうちに、今では稲城市以外の学校からも要請が来るようにな

り、学生たちはより良い英語活動に向けて修練を積んでいます。

恵泉女学園大学の昼休み。いつもなら昼食を取りながらくつろ

いでいる学生たちですが、この教室では少し様子が違います。こ

こに集まっているのは、この春発足したサークル、恵泉お話を語

る会、通称恵話会のメンバーです。メンバーとなるのは、恵泉言

語活動研究会、KEESの学生と、小学校英語活動の指導者を養成

するニーズの修了生、そして国語科教員免許取得を目指す学生た

ちです。週二日、昼休みの時間に活動を行っています。昼休みの

時間は限られています。食事もそこそこに活動が始まりました。

（中略）

《ナレーター》恵話会は日本語の言葉の温かさや豊かさを身に付

け、その楽しさを地位の学校や施設に届ける活動を行っています。

とはいえ、この春発足したばかりなので、ただ今そのプログラム

に合わせて、施設訪問に向けた練習の真っ最中です。 （中略）

《学生》忙しいのは忙しいのですが、大学生はやはり休み時間も

いっぱいあるので、その時間をすごく有効に使うことができるの

と、たくさんの人とかかわることができたり、地域の方々といろ

いろなコミュニケーションを取って、いろいろなお話を聞かせて

いただくことができるので、すごく充実しています。 （中略）

《ナレーター》言葉の温かさが、温かな人間関係をつくり、平和

の実現に貢献しているという意識を多くの方に実感してほしい。そ

んな思いで発足した恵話会は、現在、地域の子どもたちを対象に

した活動を行っていますが、これからの活動では、高齢者や海外

に住む日系の方にもお話を届けていきたいという考えもあり、生

まれたばかりの小さな泉が描いていく波紋は、大きな広がりとな

っていきそうです。

＊＊＊ビデオ終了＊＊＊

今ご覧いただいたように、学生たちがお弁当を食べたり、何か

をしながら話し合いをし、その後すぐに輪を作って練習をすると

いったトレーニングを昼休みに行っています。

次に、このプログラムについて５分ぐらいでご説明させていた

だきます。

《以下、スライドを見ながら説明》

専門性を生かした、正課外で、地域貢献活動によってマネジメ

ント力を育成するというプログラムです。

三つのサークルから成り立っています。KEES、恵話会、そし

て小学校英語活動指導者養成講座（ニーズ講座）の社会人の皆さ

んです。小学校の先生方が多いのですが、2008年９月から開講さ



れました。

この三つのプログラムの中で、特に学生の二つのプログラムで

は、社会的マナーやチームマネジメント力を育成する、チームで

取り組むというところが重要なポイントになっております。

KEESの活動は、これは長峰小学校の校長先生がギターを持っ

て登場してくださいまして、英語活動の中でビートルズをやりま

した。このようにして学生たちがチームで子どもたちと触れ合っ

ています。

恵話会は、多摩市にある白楽荘で高齢者の皆さんとわらべ歌や

お話を楽しみ、その後はグループに分かれてお茶をご一緒します。

そこでいろいろなお話を楽しみ、最後に施設の担当者の方と反省

会をいたします。次回はこういうようなところに気を付けた方が

いいというようなアドバイスをいただきます。

ニーズ講座では、地域の英語活動の専門家であり、しかもさら

に勉強したいという方々と一緒に学生が活動するので、プロの技

を近くで見せていただきながら一緒に目的を達成するということ

をしております。

私たちは名称が長いものですから、恵泉地域言語活動研究会を

KEISEN ANGELSという一つの愛称にまとめました。平和の天使と

いう意味なのですが、八王子市、多摩市、稲城市の３市にまたが

って、15の小学校、中学校、施設に、いろいろな形でかかわらせ

ていただいております。

このキャリア教育は三つの柱がありまして、２年間にわたって

社会的マナーをしっかりと身に付ける、コミュニケーション能力

を高めていく、さらにそれによって人間性を豊かにするというこ

とで、社会的マナーの部分はスキルが多いのですが、挨拶から服

装、礼状の書き方、電子メールの常識。例えば自分の名前を名乗

らずにメールをただ送り付けるということから始まりますが、相

手の名前、挨拶を入れて要件をと。そういったことをできるだけ

詳しく行っていきます。

この活動研究会の理念は、恵泉の大学の建学の理念、学園の理

念と一致しております。愛と平和と感謝を、言語活動を通して実
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践する、これが最終的な目標なのだということを繰り返し伝えま

す。それによって学生たちは、自分の思いを伝える力や人々とつ

ながる力、仲間とつながっていく力を見つける。最終的には奉仕

者として世界に貢献する人財となることを目標にしています。た

とえ地域で活動していても、それはささやかではあっても確実に

平和を作っている仕事なのだという自覚を、一つ一つの異なる活

動の中に感じ取るようにしています。

大学におけるキャリア教育の必要性が文部科学省から明確に示

されています。自立していくために、教員の幅広い参画の下に行

う必要があると。

2010年度のプログラムは会員が急増しました。当初１学科13名

から始まりましたが、４学科26名、留学生も含みます。地域の連

携が強化され、活動場所も多様化しました。専門性に基づく奉仕

活動として会がどんどん大きくなりまして、それが大学の履修証

明制度というカリキュラムにも連動していきました。

最後の2010年度のプログラム状況と課題なのですが、今後、指

導をさらに充実させなければいけないということ。地域貢献の幅

が広がってまいりましたので、さらにそれを、必要とされるとこ

ろにできるだけたくさんの学生がかかわることができるようにと考

えております。最終的には、これは大学内の問題ではありますが、

来年度以降、これをどのように実際のカリキュラムと連動させて

いくのか。あるいはさらに多くの大学の教員が、どのようにすれ

ばかかわっていくことができるのかというような位置付けについて

も今、課題が浮かび上がってまいりました。

ということで、これが成果と課題という部分でのご報告です。

次にKEESと恵話会それぞれの会から報告してもらいまして、そ

の後質疑応答に入り、少し休憩を挟んでまた懇談に移りたいと思

います。ではKEES、恵話会の報告をお願いします。

5. KEES・恵話会報告

《須藤》では、KEESについて須藤からご報告させていただきま

す。お手元の資料に、「2009年度　学生と社会人による学習補助

および英語活動コンビネーションスケジュール」ということで、

学生が2009年度に活動していた稲城の長峰小学校、それから第一

小学校、第三小学校、第七小学校の、13回、もしくは12回の中

で、学生は学習補助と英語活動の支援ということで活動しました。

それに当たってトレーニングということで、先ほどご説明したお

昼休みに、週に２回、火曜日と木曜日ということで、2009年度の

春学期と秋学期の「年間トレーニング合計時間」が右の最後に書

いてありますが、これをトータルしますとおおむね58.5時間。年間

にこれだけのものをしていたのだなと、私も発見しました。

今年度は2010年度ということで、稲城市は長峰と第一小、そして

今回初ということで多摩市の西愛宕小、こちらの３校に学生が学

習支援と英語活動でお伺いしています。そして、それに向けての

トレーニングということで、この最後のページがひとまず今年度

のトレーニングの内容と日程になっております。

最後に、学生が提出してきた報告書の例が少しあります。そこを

少しお伝えしたいと思うのですが、その中に「この活動を通して

自分を大きく変えてくれる学校という大きな存在に、私はあらた

めてすごい場所なのだと思った」。こういった感想もあります。そ

して、その次の報告書、こちらは最後の英語活動を終えて書いた

ところで、「最後の英語活動は児童と一体になって授業を作り上

げたという実感があった」「授業は教師と児童の信頼関係がなくて

は実現しないのだと感じた」「これから教師を目指すに当たって、

もっと英語活動について学び、自身の勉強も深めていき、将来は

必ず教壇に登りたいと強く感じた」とまとめておりまして、本当

にコーチとしても、現場の先生方にもお世話になり、こういう思

いにまでつなげられた、喜びです。以上です。

《岩佐》ありがとうございました。引き続き恵話会の方の報告を

お願いします。

《佐藤》通常、恵話会は主に馬郡が担当させていただいておりま

すが、今日は私、佐藤が代わりにご説明させていただきたいと思

います。

「内容」の１番目、「毎回の活動」についてですが、先ほどの

説明にもありましたように、好きな絵本、わらべ歌、詩、お話な

どを毎回交代で発表し、みんなで一緒に楽しむという内容です。

そして勉強会として、作品研究や絵本やお話についての参考図書

レポート、意見交換などを行っています。勉強会というとちょっ

と固い感じがするのですが、そういう固い感じではなく、みんな

が円になりまして、奉仕活動先で発表する際の練習などを今はし

ております。そして学生自身が、ほかの学生のお話などを聞いて

どう感じたのかといったことをみんなの前で口頭発表する場を設

けています。また、自分の意見を相手にどう伝えるのかというの



も言語活動の大切な要素の一つと考えて、私どもコーチと併せて

取り組んでおります。とにかく楽しむということがまず第一だと

思っているので、カジュアルな感じで行っています。こちらには

書いていないのですが、恵話会も学生が会を運営しているので、

文科省に提出させていただいた申請書にもありましたが、学生が

会の準備や運営を行っております。

そして、「内容」の２番目なのですが、「奉仕活動、発表」とし

て、2009年度は四つの場所で学生が奉仕させていただいておりま

す。先ほどお話にもありましたように、今日は手塚先生にもお越

しいただいておりますが、城山小では昨年度も、今年度も、春学

期には６月、秋学期には10月から12月にかけまして、毎週学生が

小学校に行かせていただきまして、朝の読書タイムと学習支援な

どをさせていただいております。

最後に報告書がありまして、この学生は城山小の３年生の女の

子に、「いつになったら城山小の先生になってくれるの」と言われ

て、それがとても心に残っていて、彼女の成長にもつながってい

るのではないかと感じております。ですので、また報告書もご一

読いただけましたらと思います。そのほかにも多摩市の白楽荘、

多摩市の島田療育センター、こころ保育園なども、地域奉仕の場

所として伺わせていただいております。

2010年度の内容は、2009年度と内容はほぼ変わらないのです

が、今年も四つの場所で地域奉仕をさせていただくことになって

おります。今年度は恵話会が発足して２年目になり、２年目の学

生が18名、１年目の学生が28名ということで、４学科を越えて留

学生も合わせて合計46名の学生が活動しております。恵話会の内

容にもありましたが、お話や語りなどを通してみんなで一緒に楽

しむということを根底に置いて、さらに充実した活動を今年度も

行ってまいりたいと思っております。以上で説明を終わらせてい

ただきます。

6. 質疑応答

《岩佐》どうもありがとうございました。資料が大量になりまし

たので、先生方にお目通しいただくのにかなりお手数をおかけし

ますが、何かご質問などございますか。

《手塚》どれを語ったり、暗唱したり、読み聞かせるという、そ

のセレクトは誰がなさるのですか。

《岩佐》学生ですね。ただ、例えばこの間、今年４月に入ったば

かりの、読み聞かせを初めてする学生が城山小学校へ行ってさせ

ていただくときには、まずは学生が選んで持ってくるのです。と

ころが、経験がないとどんなものがいいかが分かりませんので、

ある学生は赤ちゃん向けの絵本のようなものを持ってきているそ

うです。３年生は低学年ということで、大体これがいいのだろう

と選んできたようなのですが、コーチがそれを見て、これは就学

前の子どもさん用だから、これはどうかと、幾つか選択肢を与え

て、その中から学生が選んでいます。

《村岡》小学校とかからリクエストはないのですか。こういうの

をやってもらいたいとか。

《岩佐》それは英語活動でもありますよね。何かこういうテーマ

とか、そういうのは特にはないですか。

《須藤》英語で絵本をたくさん読んでほしいという希望はよく上

がります。

《佐藤》KEESについては目標言語があらかじめ学校の方で決め

られていることが多いので、例えば『英語ノート』を順守して、

４月だったら、今日は「How are you?」にしましょうとか、そうい

うのがあるので、それに沿った絵本を選ぶということでは、こち

らの方であらかじめ合わせていただいています。

《岩佐》それから、この後多摩市のこころ保育園での読み聞かせ

の会をするのですが、それについては事前の打ち合わせの中で、

園長先生からアニメのようなものではなくて、どちらかというと

心に残るようなものを厳選してほしいというご要望があったよう

です。基本的には、あまり戦うものとか、そういう子どもたちが

テレビで親しんでいるようなものではないものをお願いしたいとい

うようなご要望はあったようですね。

《手塚》今の話に関連するのですが、私などは逆に日本の良さと

いうか、文化を伝えていく場所にもぜひ使っていただけるとあり

がたいかなという思いですね。わらべ歌とか手遊びとかは、今の

若いお母さんたちはもうほとんど知らない。学生の方がきっと練

習してご存じだと思うのです。だから、ぜひそういう伝承遊びみ

たいなものはぜひ、なるべく欲しいなと思います。

《岩佐》確かに学生が恵話会に入って、短い時間の中で新しいわ

らべ歌をするのですが、例えば「ずいずいずっころばし」は聞い

たことはあるけれども、どういうふうにするかがよく分からないと

いう学生が何人かいました。そうすると、人に教えたり、人の前

ですることは、やはりトレーニングが必要なのだなと。

《手塚》余談ですが、つい先日、道徳の時間に自然愛護の価値と

いうことで、尾瀬ヶ原の風景からその話に入っていく中で、担任

が最初の導入で、「夏が来れば思い出す」をずっと流したのです。

子どもに「この歌を知っていますか」と言ったら、知っていたの

は30人の学級で１人だけでした。しかも、そのときは研究授業の

事前授業で、たまたま恵泉の学生がいらっしゃっているときに、

他大学のサービスラーニングの男子学生たちも同じ日なのです。そ

の彼と、クラス担任と、学年の担任と、私と、副校長と、ゲスト

ティーチャーも呼んでいたのでゲストの方もいて、私たち年配者

はみんな知っていたのですが、20歳の学生も知りませんでしたね。

《岩佐》そうですか。「夏の思い出」という曲ですよね。

《手塚》はい。だから、逆に学校はいろいろなことを伝えていく

義務もあるかなとあらためて思ったのです。ポピュラーな曲です

ら学生は知らないのだということを認識しました。ましてやわら

べ歌とか手遊びなどというのは、20代、30代のお母さんたちはも

っと知らないかなと思って、そういう前提でやっていかなければ

いけないかなと思っています。

《岩佐》恐らく誰かに歌ってもらったことがあれば分かるのだと

思うのですが、ただ通り過ぎる音楽の中に入っていても分からな

いかもしれませんね。ですから、生の音声でじかに伝えるという

ことがとても重要ですね。その先生の授業の取組も素晴らしいで

すね。最初に音楽から導入を。

《手塚》尾瀬の美しい自然、それで物語が始まるのですが、さら

に地域のボランティアで、地域で自然を愛して、野草を育ててと

いう会の、八十幾つのおばあちゃんですかね。自分たちの思いを

語っていくのです。

《岩佐》では、最後に大谷から、全体をもう一度まとめの形でご

報告させていただいて、その後は懇談に入りたいと思うのですが。

《大谷》３人のプレゼンテーションの後ですので、そんなにお話

しすることはないのですが、私は地域言語活動研究会のプログラ

ム開発を担当しています。今日は３冊、先生方のお手元に用意さ

せていただきました。これまでのお話と重なっていない部分とい

うことでは、大学と地域がどういうふうに相互に関連しているか

とか、社会人の方が大学に勉強にみえているのですが、社会人と

学生がどういうふうに一緒に学びを深めていくか、そういった観

点から少しお話をさせていただきたいと思います。

まず地域の方についてです。このパンフレットの一番後ろに、

勝俣ご夫妻というお二方のメッセージをいただいているのですが、

地域言語活動研究会の地域というのは、地域に学生がボランティ

アで伺うということもありますし、地域の方に来ていただいてお

話を伺う、講師を務めていただくというようなこともしています。

勝俣ご夫妻は海外で紙芝居を読んだりという活動をされていて、
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講師として来ていただき、お話を伺いました。また、長崎の被爆

体験された地域の方にも、お話をしていただいたこともございま

した。

さらには、KEISEN小学校英語活動指導者養成講座（ニーズ講

座）を修了された方の中で、さらに大学で児童英語の授業を受け、

トータル120時間を修めると文部科学省の履修証明書を取得でき

るのですが、その目標に向けて勉強している３名が、今週城山小

学校に伺って、英語活動をさせていただきました。このような社

会人の人たちは、学生が受ける児童英語の理論や実践の授業を一

緒に受けながら学んでいっています。

山口先生のところでは今度、学生ボランティアがお世話になり

ますが、そのうちの一人は今教育実習中でして、私も授業を見に

行ってきたのですが、生徒との距離の築き方がとても上手でした。

彼女の担任だった先生にちょうどお会いしたのですが、高校のと

きはそんなに人と付き合うのが得意ではなかったというか、「苦手

だった」とはっきりおっしゃったのですが、その彼女が大学に入

って随分変わった、ということでした。彼女も、KEESの活動で

長峰小学校に行って、そういった活動の中で、どうやって子ども

と接すればいいのか分かってきた、それが生かせてうれしいとい

うようなことを口にしていました。

このように地域の学校に学生を派遣させていただくことで、学

生は学びを深めて、それをまた大学の勉強とリンクさせて、目標

に向かって頑張っているというのを感じています。

《岩佐》ありがとうございました。

では、先生方も少し休憩していただいて、残りの時間は自由な

懇談の時間にしたいと思います。

Ⅲ．懇談
1. 評価と助言

《岩佐》では、後半が始まりましたが、どうぞまたよろしくお願

いいたします。懇談ですので、先生方のご感想や率直なご意見な

どをお願いしたいと思いますので、どうぞご自由にご発言をお願

いいたします。

《手塚》では、最初に。去年から来ていただいた学生ですが、何

とも雰囲気のある方で、「ああ、コミュニケーションは大丈夫かし

ら」と。ところが、今年、「外郎売（ういろううり）」を教室でや

ったら、人間誰しもそうですが、いろいろな面を持っているので

すが、「へえ、全然去年の印象と違うな」という印象を受けたので

す。だから人前で何かを自分でやると決めたときに、自分の良さ

を出せるというのは素晴らしいなと思って。すごくその姿を、子

どもの前だとすごく堂々とやれているなと今回は驚きました。あ

れだけできる人が、これからどんなふうに豊かにしていけるのかな

と、とても私は興味があります。

《岩佐》ご覧いただいて、ありがとうございました。

《手塚》良い面を見たなと思って。それが自分の生きる力として

日常的に、社会人になったときに、どういうふうに育っていくの

かなというので、すごく面白いなどと言うと失礼ですが、成長が

とても楽しみです。

《大谷》それで、「外郎売」を聞いた児童の反応はどのような感

じでしたか。

《手塚》子どもたちはこんな感じでしたよ。ただ、全然分からな

いのです。全くゼロのところでぽーんと入ったときに、それなり

の時代考証とか、その辺はあった方がいいのか、それこそぽんと

出してしまった方がいいのか、その辺はこれからの課題かなとは

思います。特に３年生でしたので。

《岩佐》では説明はなしに、いきなり。

《手塚》私は途中の場面だったので。時間の設定だと、多分なか

ったのかなと思うのですね。できたら、せっかくあれだけの口上

は楽しいので、最初に彼女がばっと全部やったとしても、少しず

つに区切って、子どもたちに練習させながらやって、最終的に子

どもができるようになったら、子どもがもっと受け身ではなくて

楽しくなるかなと言って、そのゼロの子どもができるようになっ

たというプロセスが彼女にとって、指導的な立場であるべき姿も

一緒に学べるのかなと思いますね。

《岩佐》なるほど、指導者としてのかかわりへの意識ですね。山

口先生は、いかがでしょう。

《山口》言語活動の報告会がありましたよね。学生が堂々と演じ

ていたというのですか。それが大したものだと思いました。あの

堂々とした態度というか、それはどこから来るのかなと思って、

やはり練習だと思いますね。今日は先ほど、学生が生き生きと活

動していたと。それも全部つながっていくのだろうと思うのです

が。

そして、普段の生活はまだまだだということだけれども、きっ

とこの活動を通して、学生が人としても成長していっているのだ

ろうと思うのです。

もう一つは、最初のところになると思うのですが、意欲という

か、この取組そのものの質の高さを感じるのですが、学生の意欲

の高さ。これもどこから来るのかなと。報告会に一緒に参加しま

したね、同じ学校の図書館司書の伊東先生と。後で二人で「これ

はどこから来るのでしょうね」などと話していたときに、岩佐先

生や先生方、スタッフの方の情熱であったり、お人柄であったり、

そこも大きいのではないかななどと、二人で道々帰りながらそん

な話をしたことがあるのです。

それがなければ、学生だけのサークルでしたら自己満足で完結

してしまっておしまいなのですが、そうではない、もう少し先の

高いところを目指すのだという先生方の意欲が乗り移っているの

かなと感じます。

それとやはり、やってみて、例えば白楽荘へ行って喜んでもら

えた。小学校へ行って、先ほどの、子どもたちが声をかけてくれ

ると。そういう何か、やってきた成果が自分で実感できるものが

あるから続けていける。それをどんなふうにとらえておられるの

か、お聞きしたいなということと、村岡先生が広報担当というこ

とですが、これだけ学生が生き生きとやっている活動は、そうな

いのではないですか、こういう形で。もう地域に出ていることそ

のものが、広報活動だと思いますが。そんなことを感じました。

《岩佐》ありがとうございます。小關さん、うれしいですね（笑）。

《小關》そうですね。確かに岩佐先生をはじめ、スタッフ、実際

に学生たちを教えている人たちの意欲というのは、とても学生に

伝わっている。それが学生を引っ張っていく力になっていると思

っていますね。本当だと思います。だけど、どうやったらこの活

動に関係ない学生をリクルートできるかが。大学の面白さ、良さ

を十分に利用していない学生たちに、どうやってもっと大学を利

用してもらえるだろうかというところは、すごく思い悩むところ

ですね。ちょっと話がずれてしまいましたが。

《岩佐》いえいえ。恐らく学生は意味を求めていると思うのです。

その意味付けのときに、恵泉の理念はこういう理念で設立されて

いると。それは本当に普遍的な、大切な、高い次元のものだと。

それが今やっている、プランを作ったり、ポスターを作ったり、

みんなにビラをまいたり、平和だとか、愛だとか、感謝とか、そ

ういったことにつながっているということを絶えず伝えることで、

学生は自分の中で価値を高めていくのかなと感じるときがありま

す。ですから、私たちの仕事は意味付けというか、言葉で何とそ

れをラベリングするか、それがとても重要なのかなと。

それを感じるのは、例えばマナーの訓練の部分に履歴書を書く

というのがあるのです。学校に学生を送り出す前に、履歴書をま



ず鉛筆書きをさせて、それを修正するのですね。そのときに、例

えば学生は自分の趣味などをカラオケと書いてしまったりするわ

けです。そうすると、それは正直で分かりやすいのですが、履歴

書には歌唱とか、あるいは音楽とか、そのような書き方がありま

すよね。それと同じように自分の性格を書くときも、ポジティブ

と片仮名で書いてしまうのではなく、肯定的にものごとをとらえ、

最後まで粘り強く取り組むとか、そういう言葉を与えると気付き

があるのです。ですから、こちらも言葉を与えながら、自分をど

う新たに見直すかという伝え方をした上で送り出すと、やはり肯

定的なという自分になって先生に接するような気がいたします。

その意味付けというのでしょうか、言葉によって顔が変わる瞬

間があるのです。特に城山小学校に今年送っている低学年担当の

学生は、教職の学生ではないのです。日本語教師になりたいとい

う学生なのですが、最初に履歴書を持ってきたときに、「日本語教

師になりたいので」としか書かなかったのです。それだと学校の

先生はどう受け止めていいか分からないのではないかということ

を言いまして、子どもは好きですかと言いましたら、大好きです

と。では「子どもたちと接することを通して、将来どのように日

本語を教えたらいいか学びたいので」と書いたらどうかと言いま

したら、それがやりたかったのですと。

ですから、そういう形での学内でのサポートはとても重要です

し、そうやって送り出すことで、先生方がまた意味を付与してく

ださる。そういうやりとりがあることが重要かなと、今お話を伺

って新たに発見しました。ですから言葉は大切ですね。

《村岡》恵泉の学生がこのように活動できるのは、やはり受け入

れ先があることが本当に重要というか、受け入れ先がないと、い

くら活動したくてもできないですよね。だから受け入れてくださ

っているというのは本当に感謝だと思います。でも、少し心配な

のが、こういうふうに受け入れることによって学校側の負担とい

うのはありますか。それはいかがですか。

《山口》中学などは、いわゆる小学校の英語活動のようなものと

は違いますので、むしろこちらがお願いしている立場ですので、

負担などは全然ないのですが、一つ、小学校の言語活動の中に入

るときに、もちろん担任の先生がいるわけで、その担任の先生と

の連絡だとか打ち合わせとか、そのあたりを。もう45分の授業は

全部学生で、一つの指導案の中でやってしまうのか、担任の先生

と一緒に打ち合わせをしながらやるのか、そのあたりはどうでし

ょうか。

《岩佐》担任の先生ができるだけかかわりながら、最終的には担

任の先生をこちらがサポートするようなプログラムに作っている

のですが、先生の取組によっては、ほとんどお任せしますという

場合もあるので、やはり担任の先生との連携は今後重要なポイン

トになると思いますね。それがあれば担任の先生にとっても、あ

る意味やりがいのある学生受け入れの活動になっていくように、例

えば報告書を担任の先生にお届けするとか、こまめに大学が連絡

を取り合うというのが負担軽減になるのかなと思うのですが、先

生はいかがでしょうか。

《手塚》ほとんど負担感はないですね。むしろ学生に来ていただ

くことで、特にうちなどは終わった後、学習支援をしてもらって

いますので。

今はもう小学校はいろいろなお子さんが入ってきているので、一

人でも二人でも学生がいると、先生がとても助かるという状況で

す。朝の時間も、先生も一緒になって喜んで、わらべ歌や手遊び

も一緒になってやりながら、それこそ先ほど言いました、若い先

生が学んでいる状況もあるので。今はもう、昔と違って学校は開

かれているし、逆にどんどん入ってくれることで先生たちも刺激

を受ける部分があるかなと思っていますし、それはむしろありが

たいと思っています。ただ、それが軌道に乗るまで、打ち合わせ

するところがなかなかあれですよね。軌道に乗ってしまうと全然、

負担感は全くないですね。

《岩佐》やはりコミュニケーションが大切だということですね。

《村岡》先生たちが、例えばこのプログラムを利用するというか、

受け入れたりするときに、例えばこういうものを読み聞かせます

みたいなリストとかがあると、入試広報的に言うと、出前講座は

パンフレットのようなものがあって、これと選べるようになってい

るではないですか。ああいうものがあると現場の先生にとっては、

これをやってほしいとか、見られて。そういうのがあると少し不

安というか、多少はやはりあると思うのです。

《岩佐》それは確かに、やはり学校で行うことは教育活動ですから、

授業との連絡がちゃんとできている方がいいですよね。

《村岡》何をという、その情報がゼロだと、探すのに苦労すると

いうか。リストとかがあるとそこから選べる。先生が自分の教室

や生徒に合わせて選べる、そういう何かがあるといいのかなと、

ちょっと思ったのですが。

《岩佐》なるほど。そうすると学校のニーズに合わせた奉仕活動

というところを、もっと意識化した方がいいということでしょう

かね。今はまだ、こういうものができますよと見ていただいてい

る段階ですが、ではこんなことが教育には必要だから一緒にやり

ましょうと学校から提案していただいてとか。そのためにもレパ

ートリーリストみたいなものですね。

《手塚》それはいいですね。うちは今年２年目なので、特に中学

校の先生になりたいという方がいるので、できるだけその方には

６年生に入ってもらおうと。そうすると小中の連結が見られるで

しょう、育ちが分かるでしょうということで、少し副校長が意図

的に、その人たちは高学年に入ってもらおうという話もしている

のです。逆に言うと、その人たちが高学年向けに何かできるもの

があると、より意図的にかかわってもらえるのかなと。今、「あ

あ、本当にそうだな」と思ってお話を伺っていました。これと、

これと、では計画的にやってくださいと言うこともできると思う

のです。

《岩佐》計画的にというところも重要ですね。

《手塚》今のところは、今日は何をやってくれるのかなというの

が楽しみではあるのですが。

《岩佐》どうもありがとうございます。リストですとか、いろい

ろな教育活動に計画的にかかわっていけるような準備ですね。そ

ういったことも、今まで私たちの発想の中にはなかったかもしれ

ません。

《山口》リストというのは面白いですね。レパートリーリストの

ような考え方というのは。でも、それは、それだけの、学生に価

値観を与えておかないと。

《岩佐》今はどんな仕事に就くに当たっても、まず人物重視にな

ってきましたから、試験でふるい分けるというよりは、面接が先

にある企業も増えてきています。採用試験も、確か神奈川県は一

次試験から面接が入ったと聞きました。ですから、どんな文章が

書けるかということも大切ですが、まず人と最初に会ったときに
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どう行動できるのかということも磨いていきたいと思います。

そういう意味でも、この言語活動は学生の成長のためにも生か

していきたいと思いますが、やはりそれを喜んで一緒に育てよう

としてくださる地域があって初めて成り立つことなので、地域の

方々がこの活動を理解できるような形での広報というのでしょう

か、それがもっと必要なのかなと、今お話を伺って感じました。

新しい恵泉のパンフレットには、この活動を恵泉の特色の一つ

に加えていただきました。特徴として、一つ目が生活園芸、二つ

目がフィールドスタディということで、主にアジアの国々に滞在

して、現地の方々と生活や仕事を共にすると。そして三つ目が、

KEES、恵話会の地域での言語活動ということです。こういうペ

ージの中に、ちょうど平和という言葉をフラッシュカードで掲げ

ているところが写真で載っていますが、こういう理念を大切にし

ながら、今後ともこの活動を深めていきたいと思います。

今日は10時から12時ということで、既に時間が過ぎております

が、本当にありがとうございました。貴重なご意見をいただいて、

私どもはこのようなプログラムを、しかも外部の評価の委員の先

生方からご意見をいただくというのは初めてでしたので、いろい

ろと準備の上でも不手際がございましたが、今回は率直なご意見

をちょうだいできて、また次の展望が開けてきたという実感がい

たします。本当に本日はどうもありがとうございました。また次

回、よろしくお願いいたします。

2009年度　文部科学省「学生支援指導プログラム 選定事業」

恵泉地域言語活動研究会　第2回外部評価委員会
日時：2011年2月19日（土）15：30～17：30
場所：恵泉女学園大学　多摩キャンパスA203

Ⅰ．はじめに

1. 取組担当者挨拶

《小關》今回の恵泉地域言語活動研究会、特に学生たちの活動に

ついての外部評価委員会ということで本日第２回目を開催いたし

ます。お忙しいところをご出席いただきましてありがとうござい

ます。

既に皆さんそれぞれお名前は、前回も一緒でしたから分かって

いるかと思いますが、一言ずつご挨拶ということで、最初に取組

の中心というか、前回までは岩佐が直接の担当者ということで活

動しておりましたが、今回から大谷が中心担当者になって活動を

計画しておりますので、まず大谷から一言ご挨拶をさせていただ

きます。

《大谷》本日はお忙しい中ありがとうございます。また、報告会

に引き続いての外部評価委員会となり、長時間お付き合いいただ

きまして大変恐縮です。今、小關から説明させていただきました

が、岩佐が本年度でこの会を離れることになりまして、私の方で

引き続き担当させていただくことになりました。この件では、先生

方には大変なご迷惑とご心配をおかけすることになりましたことを

まずお詫び申し上げますとともに、引き続き、この研究会を見守

っていただきますようお願いいたします。

学生についても、責任者の交代や新しい体制を公表するまで、

学内の調整に時間がかかりまして、そういったこともあって少し

動揺が走ったように見られましたが、今年度も、こちらに座って

いるコーチの指導を十分に反映して、先ほどの報告会でもそうで

したが、本当にいい活動をしてきているように思います。

来年度については村岡助教が、今度はこの恵泉地域言語活動研

究会に内部からかかわってくれるということになりまして、新た

な外部評価委員を学内で募って、新しい体制で臨みたいと思って

おりますので、引き続き先生方にはご指導をよろしくお願いいた

します。

2. スタッフ挨拶

《小關》ではスタッフ挨拶ということで。

《須藤》恵泉地域言語活動研究会のコーチの一人の須藤です。今

日は主にKEESを担当させていただきますので、よろしくお願いい

たします。

《馬郡》馬郡敏美と申します。今日は主に恵話会の方を担当させ

ていただきます。ご指導よろしくお願いいたします。

《佐藤》コーチの佐藤智子です。よろしくお願いいたします。私

はニーズ講座（KEISEN小学校英語活動指導者養成講座）と学生

とのかかわりという観点から述べさせていただけたらと思ってお

ります。どうぞよろしくお願いいたします。

3. 外部評価委員から一言

《小關》スタッフの挨拶も終わりまして、次は、「外部評価委員

Ⅰ．はじめに

1. 取組担当者挨拶
2. スタッフ挨拶
3. 外部評価委員から一言

Ⅱ．取り組みについて

1. 資料確認
2. プロジェクト2010年度実施状況
3. 活動報告：
・恵泉英語教育研究会（KEES）
・恵泉お話を語る会（恵話会）
・KEISEN小学校英語活動指導者養成講座（NEEDS）
4. 質疑応答
5. 2011年度について

Ⅲ．懇談

1. 評価と助言
2. まとめと日程調整
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から一言」となっております。一言ずつご挨拶いただければと思

います。

《山口》外部評価委員でしたが、特別なことは何もできておりま

せん。先生方が１年間ずっとご指導されてきて、学生も言ってい

ましたね。成長がよく見えるのだと。それがもうすべてではない

でしょうか。

《村岡》１年目というか、去年は外部評価委員として前半かかわ

らせていただいて、後半から少しずつ内部の側から支援させてい

ただいています。来年はもっと正式な肩書を持って支援していき

たいと思いますので、今後ともよろしくお願いします。

《手塚》城山小学校の手塚です。よろしくお願いいたします。現

場に何人かの学生が来ておりますが、すごく成長が見られて、私

としてはとてもうれしいし、逆に現場もたくさん学べるかなと思

っています。またよろしくお願いいたします。

Ⅱ．取組について
1. 資料確認

《小關》ありがとうございます。では、実際に今年１年間の取組

の内容についてご説明し、その後、懇談ということにしたいと思

います。最初に資料の確認ということで。

《佐藤》では、説明をさせていただきます。まず会の流れが最初

に来まして、その後、目次があります。その後、大谷から活動報

告会でご説明させていただいたパワーポイントの２枚の資料です

ね。その後、恵話会＆KEESの行事予定があります。そしてKEES

の名簿などが入って、KEESの取組についての資料がございます。

そして恵泉お話を語る会（恵話会）の2010年度認定者の名前が

挙げてあります。その後、恵話会活動報告など、恵話会の資料が

ございまして、恵話会で取り組んだイベント、お話を楽しむ会な

どの事業予定などがありまして、学生の報告書。そして今度は

KEISEN小学校英語活動指導者養成講座、2010年のスケジュー

ル、そして受講者の報告といった内容になっております。

《小關》では、最初に「プロジェクト2010年度実施状況」という

ことで、お願いいたします。

2. プロジェクト2010年度実施状況

《大谷》それでは本日、先ほどの報告会でお話しさせていただい

た内容と重複するところがあるのですが、パワーポイントの資料

２ページ目のところを開いていただけますでしょうか。特に外部

評価委員会は学生の活動を中心に見ていくということで、最初の

ページには研究会の構成、そしてそれぞれの会の写真などを載せ

させていただいております。

そして、「2010年度年間スケジュール」というところをご覧いた

だきたいのですが、ここでは「スケジュール」と書いていますが、

実際には実践報告です。実際に行った活動を並べています。繰り

返しになりますが、KEESは毎週お昼休みや自主的に放課後や空

き時間に集まってトレーニングを行っています。

詳しく、KEESと恵話会について見ていただくと、本年度は稲

城市の稲城第一小学校、長峰小学校、多摩市立西愛宕小学校の

３校で活動してまいりました。英語活動が６月、９月、10、11、

12、２月と入っていますが、年間に10回程度の英語活動を、そし

て学校によって違うのですが、５～６日の学習支援を担当させて

いただきました。こういった英語活動だけではなく、７月の合同

お話会、これはKEES・恵話会合同の会ですが、ここで英語のお

話、ストーリーを発表したり、それから８月に「教員研修参加」

と書いてありますが、自治体で開く教員研修のお手伝いとして参

加したり、また11月には学園祭の発表。そして12月にはこころ保

育園の園児を招いてお話会を開きました。

恵話会は、４月の松岡先生のワークショップで今年度の活動を

始めました。学生の語りを聞いて講評していただくだけでなく、

松岡享子先生自身がお話を聞かせてくださり、とても素晴らしい

会になりました。その語りも、先生は当日ここにいらっしゃって、

恵泉のチャペルを見てお話が「降りてきた」ということで、「ふし

ぎなオルガン」というお話を語ってくださったのですが、本当に

それは素晴らしい語りでした。このワークシップで今年度の活動

を４月にスタートをしましたが、実際には学生は春休みも返上で

お話を覚えて、先生に聞いていただくということで練習しました。

５月の「伝える力コンテスト」、これはスプリングフェスティバル

と違って暗唱コンテストですが、英語で発表する学生、そして日

本語の語りもございまして、このときは山口先生にジャッジをお

願いしました。ありがとうございました。６月の「読み聞かせ、

学習支援」というのは、これは手塚先生の城山小学校でお世話に

なりました。７月の「合同お話会」、これはKEESと恵話会合同で

開催しました。こういったお話会や学園祭といったことにも、イ

ベントによっては、それぞれ使用する言語は違うのですが、互い

に発表し合って、学び合い、お互いの言葉の力を高める活動をし

ています。また、「地域福祉施設ボランティア」では、先ほどのお

話にもありました白楽荘や島田療育センターへ行って福祉活動を

させていただいたり、９月「第１回お話を楽しむ会」、10月、11

月では、小学校での学習支援、読書会など、本当に１年間たくさ

んの活動を地域でさせていただきながら、学生は学びを深めてお

ります。

また、KEESの学生が活動している小学校では、先ほどお話に

出てきましたニーズ講座という、社会人の講座を修了された方が

いらっしゃる学校からご縁をいただいて、学生が今度は英語活動

ボランティアとして伺う、というように、この三つの会の活動が

それぞれリンクして、全体で力を高めたと感じております。

では、それぞれの会の詳しい実施状況については、各コーチか

らお話をしていきます。お願いします。

3. 活動報告：KEES、恵話会、ニーズ

《須藤》では、KEESから報告させていただきます。「2010年度

KEES＆恵話会活動スケジュール」で、全体のスケジュールを理

解していただけるかなと思います。学生名簿が次のページにあり

まして、学生、大学１年から４年まで、それぞれの学校に分かれ

て班長・副班長、担当を決めて活動しました。ただ、１年生の参

加については、授業の関係もあったり、学校の方には訪問せず、

トレーニングのみの参加となりました。合計18名です。

次のページには、「小学校別　学習補助、外国語活動支援」、

「集中活動記録」、があり、どのようにそれぞれの学校で学習補助

があり、外国語活動があったかを見ていただけると思います。

トレーニングは４月から２月まで、先ほど大谷からもご報告が

ありましたように、お昼休み30分を使ってトレーニングをしたり、
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それぞれの学校の活動の打ち合わせ、教材の準備などに使ったり、

あとは合同の行事もあるので、そういうときは合同でミーティン

グを行ったりする時間として使いました。

次のページは、学生がそれぞれの３校に行ったときに、どのよ

うに外国語活動を行ったかの詳細です。使った絵本、目標言語、

それぞれの学級の状況、先生のお名前や担当の学生等が出ていま

す。これについては、コーチが３人でしたので、担当を決めまし

て、長峰は佐藤、それから第一小は馬郡、そして本年度から始め

た多摩市立西愛宕小は私ということで、学生と一緒に取り組ませ

ていただきました。長峰については佐藤から少しお話があるので、

お願いします。

《佐藤》それでは長峰小学校の外国語活動予定・記録というとこ

ろをご覧いただけますでしょうか。ご覧いただくとお分かりかと

思いますが、たくさんの絵本をこの１年間で読みました。このた

くさんの絵本を使うということは、やはりそこに沿った指導案を

作らなければいけないということと、学生にとっては、その指導

案を覚えて、実際に児童の皆さんの前で活動することで、とても

負荷の高いものでした。トレーニングだけでは間に合わないので、

それ以外にもお昼休みに集まったり、毎日のようにとにかく練習

して、その活動日に合わせて本番に臨むという形で、努力してま

いりました。ただ、集中活動も合わせて９回の活動を通して、学

生もそれなりに努力をしたので、進歩したと思います。それは近

くで見ていて本当によく思います。

《馬郡》第一小学校の外国語活動記録の方をご覧ください。第一

小は、先ほど学生たちも申しておりましたが、１学年３クラスと

いうことで、第一小学校は５年生だけを３時間やって、２週間後

に６年生をやるというようなことで、各クラスは３時間しかない

のですが、しっかりと準備して臨むことができたと思います。

なかなか忙しい中ですが、第一小の学生たちも昼休み等に自主

的に集まりまして、トレーニングを続けてまいりました。簡潔な

ティーチャートークを使って、小学校では非言語を使って意味を

示したり、授業を動かしたりするのですが、そういうことがだん

だんにしっかりできるようになったと思います。テンポの良い授

業が行われるようになったので、また自信につながり、次に頑張

っていきたい、教職をしっかり目指していきたいというような学

生の思いも感じられました。

《須藤》では、次のページで、西愛宕小学校の活動記録がありま

す。大体同じ絵本、大体同じ指導案で行ったのですが、今回、先

生方の強いご希望で、５年生と６年生の上級生が下級生に何か発

表できないかということで、「合同発表会」を開きました。先生も

最初は「できるのかな」と心配なさっていたのですが、その心配

も吹き飛ばすほどの見事なものが出来上がりました。

次のページからは学生の報告書で、私の方でアンダーラインな

どを引かせていただいたので、少し目を通していただければと思

います。

それで成果と課題ということですが、先ほど馬郡からもありま

したように、やはり現場に赴くことで、教職ということを再確認

して、「やっぱりやってみよう」と。恵泉の場合は中高の免許なの

で、小学校の免許は取れないのです。でも、小学校に赴くことで

「小学校もいいな」と。それから、小学校の先生方のパワーと情熱、

もちろんご苦労もあるのですが、そういうところから小学校の先

生になりたいと。それで今回、次年度から小学校の免許取得を目

指す学生もおります。

あと、２年生から始めて３年生になったときに、今度は２年生

を指導していかなければならないという、ちょっと大きな役割が

３年生には課せられます。そのときに、やはりリーダーシップと

いうことを真摯に考えて、下級生を引っ張って、良い活動に持っ

ていくためにはどうしたらいいのだろうと、やはり大変な模索と、

ある意味苦しみもあったかなと思うのですが、最終の活動では本

当に上級生も下級生もいい関係をほぼどこの学校でも築くことが

できたのではないかと思っています。

課題ですが、それでも学生数の中で教職の道にすべての学生が

行くとは限らないわけですね。ですので、気持ちとしては、やは

りもっと多くの学生が教育の魅力、あるいは教職に就く魅力とい

うものを感じるために、私たちコーチも何がもっとできるのかな

と感じています。

それから専門性への磨きですね。やはりKEESの方は英語です

ので、英語へのモチベーションと山口校長先生もおっしゃってい

たのですが、やはり英語は面白いですよね。好奇心、生涯学習で

すか、そういうところに結び付けるように、みんな学べるような

方向にどのように持っていったらいいのかなと考えています。

それから会の中での課題ということで、本年度（2011年度）か

ら小学校５～６年生に英語活動という教科として入ってきます。

そういった時代の流れや学校の要請を聞きながら、KEESでどう

取り入れていくべきか、やはり今後真剣に考えていかなければい

けないかと思っています。以上です。

《小關》ありがとうございます。これでKEESについての活動の

報告となります。では、続いて恵話会。

《馬郡》恵話会の活動報告をさせていただきます。この資料に名

簿があり、２年目８名、１年目18名が在籍してます。そして毎週

１回、昼休みの30分間ということで行ってきまして、２月15日、

第27回恵話会で終了いたしました。毎回、大体30分ですが、流れ

としては、ウォームアップ、わらべ歌や言葉遊び、「外郎売（うい

ろううり）」は去年も３パートに分かれて、それで声出しなどをや

ったり、早口言葉を少し最初に入れて、それから発表とコメント

として、絵本や詩、語りなど、そんなに長い時間のは難しいので

すが、大体５分以内のものを準備しているという学生に聞いてみ

て、この会の中で発表し、お互いにコメントをするというような

時間を取っています。また事前に役員会を持ちまして、次の会議

はどのように、何を内容にして、流れは大体同じなのですが、ど
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ういうことをやっていきたいか、誰に発表を頼んでいくかという

ことを相談して、会の流れというものを役員が交代で作成するよ

うにしました。それで担当の役員が作成したらメールで先生方、

コーチに送り、事前に資料を手にして、みんながこのように進ん

でいくのだということで了解して会を進めていきました。

次の資料は、奉仕活動はどういうことをやっていたかというこ

とという一覧です。手塚先生がいらっしゃる稲城市の城山小学校

では、昨年度は学生がお世話になり、KEESと同様、６月と10～

12月、朝の読書タイム10分間と、そして学習支援ということで担

当させていただきました。中には報告書で韓国からの留学生が書

いているのですが、たくさんの学びがあったということです。日

本の小学校での小学生の反応などに驚いたり、同じだと感じたり

ということが書いておりますので、またご覧ください。

次は多摩市こころ保育園ですが、昨年度は12月、クリスマスに

園児たちを呼んで、KEESと合同でのお話会だけだったのですが、

学生たちが出向きました。９時半から10時という時間をいただい

て、お話会を２回開きました。もう一つは多摩市の白楽荘という

高齢者施設です。昨年度も２回、今回も交流会を２回ということ

で30分ぐらいのお話会というか、わらべ歌等を一緒に楽しんでい

ただいて、その後、懇談の会というか、お茶の時間があるので、

そういう高齢者の利用者の方々と学生が各テーブルに入りまして、

いろいろお話をさせていただくというようなことで交流させていた

だいています。

最後は多摩市島田療育センターという重度障害の方がいらっし

ゃる施設です。こちらも、昨年度はわらべ歌で担当させていただ

いたのですが、昨年の報告会をご覧になった担当者の方が、「外郎

売」と語りにすごく興味を示してくださって、「ぜひ」ということ

で、学生たちが約１時間のプログラム。語りはもう本当にアンコ

ールがいきなり来て、それがすごく自信になったというようなこ

とが。そういう体験が貴重だったというようなことを書いており

ますので、またご覧いただきたいと思います。

こういう奉仕活動は、班長が奉仕先の担当の先生や担当者の方

と連絡を取って、会に戻って日程について話し合い、それをまた

奉仕先の方にご連絡して、プログラムもファクスして、メールで

送ってというようなことをさせていただいたので、マネジメントを

していく、そしていろいろな方とコミュニケーションを取ってい

く、また文書を作成していくというような力も養われているので

はないかと思います。

奉仕活動のところを見ていただいたので、次は語り発表（お話）

への取組を書かせていただいています。ほかの大学ではきっとや

っていないということで、松岡先生も、大学生がそんなに語りを

やる、図書館司書になる方はその単位の中で１回だけはやるよう

ですが、このように正課外で、また継続してかなり多くの学生が

取り組んでお話をしているというのはとても珍しいということで、

このお話会などのプログラムをお見せすると、本当に興味を示し

てくださって、４月に来てくださいました。

この２年間でお話（語り）に取り組んだ学生は、大体16名の学

生が40のお話に取り組んでいます。昨年度の春に会が立ち上がり、

何もないところから始めましたが、そこでスプリングフェスティバ

ルがあるので、「語りは誰かやってくれる人がいますか」と聞いて

みました。そうしたら今日語りを発表した学生が「はい」と手を

挙げて、みんなびっくりしたのです。小さいときに語りも聞いて

いたことがあると言って。なかなか彼女はそんなに社交的に話す

方ではないので、同じ学科の友人もびっくりしたらしいのですが、

そこから始まりました。「じゃあ私もやってみよう」というので、

その次にまたほかの学生も発表してくれることになりました。

次は「お話を楽しむ会」のプログラムを載せさせていただいて

います。これも学生たちがどの話をしたいかというようなときに、

最初にお話をするというのは、松岡先生のリストや「お話の朗読」

とか、そういうことを紹介するのですが、取りあえずはこの中か

ら選んだ方がいいとか、そこから自分で好きな、語りたいお話を

選ぶ。そしてそれを持ってきて、どういう順番にしますかという

のも学生たちで相談して決めて、そのプログラムも学生の有志が

作成するというような形で進めています。

その後に付けさせていただいているのは、奉仕活動先での報告

書、それから本年度１年間を振り返って、または２年間を振り返

っての記録です。彼女たちは本当に誠実に取り組んで、いろいろ

なことを学んでくれているなとうれしく思いました。ぜひ目を通

していただければと思います。

資料は以上ですが、語りを大学生とやるということで、本当に

初めてというようなことで、トレーニング内容などについてここに

は書いてありませんので、私の方で少し伝えたいと思います。

作品への取組というようなことで、どんなことをしたかお伝え

したいのですが、「練習が楽しかった」と、「練習」と書いている

のですが、普通大人の語り手が集まって勉強会をする場合は、あ

る程度覚えて、お互いに聞き合うということが普通、講評するの

が普通なのですが、学生はどうしようと思ったのです。これをや

りたいと決める、そして、ではいついつ発表するということが大

体予想されたら、できるだけ早いうちに１回練習というか、「一緒

にしませんか」と言って空き時間を聞いて、取りあえずそのとき

は、まずは声に出して間違いなく読むというようなことからやっ

てみました。次のときは少しずつでも覚えていくので、「すみませ

ん、１ページしかまだ覚えていないんです」と言うと、「１ページ

だけでいいですよ」と言ってお話ししてもらって、「あとは読んで

ください」と言って、必ず一話完結というのをやりました。

そのときに、個人のときもあるのですが、できるだけ複数の学

生でやるように努めました。数名ですと、それぞれが選んだ作品

を全部聞いた後に、「ではコメントし合いをしましょう」というよ

うなことで、自由に感想やコメントを言うというようなことをし

てみました。「好きな部分はどこですか」「ここがちょっと分から

ないんですけど」「このイメージ、この人はどんな感じ？」「年齢

とかはどうなんでしょう」と本当に自由な感じで話すことで、テ

ーマやメッセージなどにもちょっと触れていくというか、学生の

気付きがあるので、それを拾ってみんなでシェアするというよう

な感じです。それが作品を深めて、その場で共有していく。それ

ぞれの作品だけでもすごい力があるので、それでそこにいる人た

ちはみんなぐっと親しくなって、また仲間と一緒に成長していく

というような形でできてきたのかなと思います。

その練習は私も参加させていただいて、すごく楽しい時間です。

声を出すというか、語りは身一つで勝負ですから、自分の声がど

うなのかなということで、今日詩を発表した学生がいるのですが、

「皆さん、こんにちは」と。何か高い感じの声で、それで「自分の

感受性くらい」をやるときに、「私の声ってちょっと違う気がする

んです」というようなことで。あと、詩というのがなかなか難し

くて、それを「じゃあ、おなかから出すよ」とか、詩といったら、

こちらとこちらに立たせてこのように、「じゃあ、今のは届きまし

たか」というようなことをやってみたりしました。自分の声に気

が付いて、あと、呼吸とか、発声とか、伝えたいイメージを意識

するというようなことで、ちょっと問い掛けたりというようなこと

をしました。

また、司会進行とか、発表の前にこれをやりますというように、

いろいろ聞き手の方とちょっと簡単なやりとりをして、それから

始めるということがあるのですが、わらべ歌などを一緒にやりま

しょうというときに、日本語でどう語りかけるかというようなこ

とも練習したりしました。でも、なかなか不完全なので、これは

また今後の課題でもあります。練習のときは、そういう形で行い
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ました。

また、お互いに聞き合うだけではなく、参考図書、松岡先生の

『よい語り』や『お話とは』を何冊か購入して貸し出して、それで

自分のパートをレポートするというような形も行いました。それ

が大体のトレーニング内容です。

成果ですが、語りに特に特徴があるので、その取組を通して私

が感じたことをお話しさせていただきたいと思います。

まずは学生自身の中でというようなことですが、「お話ってやっ

ぱり小さい子どものためのものでしょ？」というような意識から、

お話の世界で心が動く、「面白いな」「これはいいな」というよう

な心地よさを感じることができるようになった。創造力と感性も

育ちますし、豊かな心というか、日常生活とは違う、やはりお話

の世界がありますから、豊かな心と豊かな言葉に触れる機会がた

っぷりあることが面白いなと感じてきたと思います。

本当はお話を楽しむのは、お話だけでもすごく魅力があるので

すが、恵泉の学生を見てみると、やはり自信がない、人前で話せ

ない、話すのが苦手というような学生が結構多いのです。語りを

やりますと、体と声だけで勝負しなければいけないので、学生は

初めてですと緊張感でいっぱいになります。それでも、好きなお

話を一生懸命練習して覚えたお話ですと、何とか自分の声と表情

とか、アイコンタクトとか、間というのが、「ここはちょっと早す

ぎますね」というようなことを練習していると、そういうことに

気を付けて人前で一生懸命話せるようになります。５分とか10分

のお話ですが、それをちゃんと最初から最後まで自分が届けて、

聞いている人も一緒に体験してくれたというのは、やはり達成感、

「何か自信が付きました」というようなことを言って、「また次の

お話を覚えたいです」というようなことを学生は言ってくれるの

で、本当にそれはよかったと思っています。

また、村岡先生がおっしゃっていた、誰かとというようなこと

で、先ほどお伝えした練習で、仲間と一緒に心が動く体験ができ

る。あるときは語り手になり、あるときは聞き手になるというよ

うなことですが、それを交代しながら、一緒に体験して、またコ

メントや感想などを自由に交換して作品を深めていって、お互い

に自分の言葉で伝え合ったり、分かり合ったりというようなこと

は、コミュニケーションというようなことにつながっていきます

し、お話では、メッセージとかいろいろ大事なことが昔話に含ま

れていますので、より深いところでの気付きやつながりが持てる

というようなことで、結構恵話会の学生はお互いに分かり合えて

いるというような、そういうつながりがあるような気がいたしま

す。

それと、今回のように一人が一つの作品ではなく、詩とか、「外

郎売」のように一つの作品を仲間と一緒に取り組む場合というの

は、自分のパートだけをやればいいのではなくて、全体のパート

ですから、自分のところを取りあえずは仕上げてきても、「では全

体について」というようなところで詰めていくというようなこと

は、本当に一つの作品を一緒に深めて、複数の学生が一つの作品

をイメージができるというようなことはすごい喜びで、新たに創

造する、作るというようなことと、また一緒に表現する力につな

がっていくのかなと思いました。

仲間同士だけではなく、やはり奉仕活動先や行事などでは、幅

広い聞き手の人にも育てていただくというようなことで、もちろ

んうまくいかないときもあります。一生懸命練習したのに聞いて

もらえなかったり、思ったほどの反応ではなかったというような

ときは、やはり振り返りをして、どこがということで改善して、

次にまたトライしていこうというような学生もいます。そういう

奉仕活動先ではちゃんと準備したことだけではなく、これは授業

でも一緒だと思うのですが、想定外のことが起きたりするので、

それにどうマネジメントしていくかというようなことは、チームで

協力してやっています。

あとは、聞き手と一緒になって体験できたことというのは今日

も学生が言っていましたが、本当にそれが喜びになって、また

「あ、できた」というような達成感とか、自信とか、次の意欲につ

ながっていくのではないかと。なかなか語りはどう学生が受け入

れてくれるか、取り組むか、見えなかったのですが、２年間で好

きになってくれた学生も多く、表情がすごく明るくなりました。

課題としては、先ほども言いましたが、日本語を使っています

ので、場面や相手に応じた適切な日本語を使うというようなこと

は、まだまだ引き続き継続して学んでいってもらいたいと思って

います。あと、声というようなことでは、やはり自分の声の気付

きとか、「伝えたい」とか「届けたい」と思う気持ちとか、そうい

うところからまたいい声というか、自分も出しやすい声で、聞き

手も「ああ、この声をずっと聞いていたいな」というような声に

なれるといいなと思っています。

最後に、語りというようなことが新しいのですが、KEESの方

で３年生が２年生を指導してというようなことがありましたから、

これをどのように学生同士で取り組んで練習とかをしていくかと

いうようなことを今後の課題として、また先輩・後輩になると、

先輩はすごく怖くてとなるとあれなので、自由に発言したり、感

想を言えたりという関係とか、お話を少しよく覚えたということ

で、自分の力を過信することなく、その作品そのものの持つ力を

信じて、聞き手に預けるとか、聞き手に委ねるというようなとこ

ろも思ってくれて、語りはその人の人柄そのものが出てしまいま

すので、ぜひいろいろなことに興味を持ってやってくれるといい

なと思っています。長くなりました。ごめんなさい（笑）。

《小關》馬郡の語りに対する情熱が伝わってくる報告でした。ご

苦労さまです。

では、ニーズについて。ニーズは、中身は大人たちですが、学

生とのかかわりという点でよろしくお願いします。

《佐藤》よろしくお願いいたします。それでは、私からはKEISEN

小学校英語活動指導者養成講座のことを、学生とのつながりや学

生とのかかわりという観点から、簡単にお話しさせていただけた

らと思います。

まずスケジュールからお話しさせていただきます。この講座は、

先ほどお伝えさせていただいたように、後期、半期、８月～２月

までの約30回のスケジュールになっており、今年は３年目を迎え

ました。年々受講者の人数が増えておりますので、私どもは、こ

ちらの講座は「KEISEN小学校英語活動指導者養成講座」という

のは長いので、「ニーズ講座」と読んでおります。こちらのスケジ

ュールで、先ほども山口校長先生のお話にありましたように、30

回、金曜日の晩と土曜日に本学に来ていただいて、受講者の方々

に発音訓練、そして読み聞かせ訓練に取り組んでいただきました。

そして今回、１月のところに合唱とありますが、こちらは今年、

アメリカ在住のクリーブランド先生との日程調整がつかなかった
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ことから、今回は合唱訓練分も２月の稲城市立長峰小学校の授業

実践の練習に充てさせていただきました。詳細はパンフレットを

ご覧いただけたらと思います。

発音訓練ですが、発音訓練は「未来塾」のトレーナーの先生方

が担当してくださっています。そして、読み聞かせ訓練は私ども

コーチが担当しております。

スケジュールの次には受講者の方々の報告書がありますが、『な

んで英語やるの？』の感想文に最初に取り組んでいただきました。

発音訓練が始まる前ですので、未来塾の発音訓練がどういうもの

なのかということをご覧いただくためにも、いい課題図書かなと

思いました。

未来塾の発音訓練はとても独特で、アルファベットの26文字の

原音を作るための口の形（口形）や呼吸、そして舌の位置などを、

一人ずつ鏡を持って、そしてトレーナーの先生に指されたらその

音を発音して、「違う、こうです」というようなトレーニングをし

ていきます。やはり日本人にはない音が英語にはたくさんあるの

で、そういう意味で、意識して口の形から作っていくというよう

なトレーニングをされています。そして、その未来塾を創設され

た中津燎子先生という方が書かれたのが、この『なんで英語やる

の？』という図書です。

今日載せさせていただいたお二人は、報告会で詩を暗唱してく

ださったお二人ですが、「この本を通して、これから日本人として

英語を学んでいく上で、もっともっと母国にも関心を持たなけれ

ばならないと気付かされた」とありますが、英語を学ぶ上でも、

母国や母国語をあらためて知ることはとても大切であると私たち

も日々感じております。その意味でも、学生がKEESと恵話会と

いう両方の会に属しているということは、やはり学生にとっても

貴重な経験であるのではないかと感じます。

次のページが参観実習の授業レポートになります。こちらもア

ンダーラインを引かせていただきましたが、このときは５月でし

たので、学生は授業をさせていただくということだけで精いっぱ

いですので、例えば歌いたい気持ちを持っている子もいるのでゆ

っくりと歌詞を唱えたらどうかとか、具体的な改善点などを挙げ

てくださっています。ただ、２ページ目にありますように、やは

り綿密な授業計画を学生たちがしているということにとても関心

を持ってくださいまして、その点はすごくいいのではないかという

ようなことも述べています。

続きまして、今度は参観実習授業レポートです。こちらは稲城

市立長峰小学校で９月16日に行われたKEESの参観実習になりま

す。こちらもやはり改善点、このようにすればいいのではないか

ということをたくさん書いてくださいました。学生が声をもう少

し出していったらいいのではないか、学生が教壇に立ったときに

もっと大きな声で、児童に届くぐらいの声を出したらいいのでは

ないかとか、速度、テンポをもっとつけた方がいいとか、そのよ

うなことを書いています。

その次のページになりますが、その方がこの間、２月に同じ長

峰小学校で授業実践をしたのですが、ご自身で授業を担当される

と、やはり大変だと書いています。ニーズ講座の受講者の方々も

４～５人のグループで教壇に立っていただくことになるので、役

割分担、チーム４人が力を合わせて何とか授業ができたというこ

とに達成感を持っていらっしゃいました。

ただ、ご自身の課題点、そしてKEESの学生にも言えることな

のですが、「実践の場とはいえ、ALTとして自分たちで活動でき

る力を付ける必要があると思った」とか、「どんなクラスにも、そ

してどんな子どもにも（それなりの）対応ができる心の構えと物

理的な準備、そして経験を積む必要性があると感じた」というよ

うなことが書いてあります。

今回、先ほどお伝えしたように合唱訓練分をこの２月の授業実

践の練習に充てることができたので、学生との合同練習もニーズ

受講者の方々に体験していただきました。その中で学生とのかか

わり方とか、学生自身が社会人の方々の授業を拝見して、やはり

違うなと。山口先生もおっしゃってくださっていましたが、経験

があって深みのある、その深みというのは私たちにはまだ出せな

いなというような学生もいましたが、やはり学生にとって本当に

学びであると思います。

私からのまとめと成果になりますが、そのような合同練習や本

番の活動などから、KEESの学生が社会人受講者の練習・活動を

見て、社会人の方々から学ぶことがたくさんあると思います。例

えば活動にかける意気込みとか、いい意味での恥じらいのなさ。

学生はこの間の「かぶ」でも、やはり恥じらいが少しあるのです。

でも実際にニーズ受講者の方が長峰でなされた「かぶ」は本当に

大きなかぶのように思いました。そのような形で、学生に対して

もすごく大きな影響があると思いました。

また、児童への接し方です。やはり学生はどうしても、どのよ

うに接していったらいいのかまだ分からないという壁があるときも

あります。でも、社会人の方は「どうしたの？」というような感

じでどんどん積極的に行かれるので、そのような児童に対する態

度というのは、学生も本当に見習う点が多いと感じています。で

すので、学生たちの学びになることが多いので、とても意義のあ

る講座ではないかなと考えております。

私からの小学校英語活動指導者養成講座の活動報告を終わらせ

ていただきます。ありがとうございました。

4. 質疑応答

《小關》これで一とおりの今年度の取組についてご説明すること

ができました。

一応、手順としては質疑応答ということになっておりますが、

委員の先生方の方で今の説明に関して、ここをもう少し詳しく、

あるいはここがよく分からないというようなことがありましたら、

聞いていただければお答えしたいと思います。いかがでしょうか。

《手塚》小学校の英語活動がいよいよ来年度から活動としてきち

んと必修で位置付けられて、文科省から『英語ノート1、２』が

配られてきているということで、いよいよスタートする。多分各

地区の教育委員会でもそれなりの対応策は取っていくと思うので

すが、すごく素晴らしい活動案を作って実践なさってきている。

それを来年度からどうつなげていかれるのかなと。

『英語ノート』があるということで、例えば本市だと小中で合

同研修会などをすることが結構あるのです。そのときに、例えば

私のところだと長峰小、城山小、向陽台と三つ小学校があるので

す。中学校は五中があって、教科の合同研修会のようなものがあ

りまして、それぞれ教科の部会に分かれて話し合いを毎年やって

いるのです。英語だと、例えば五中の英語の先生が３人いらっし

ゃるので、その先生とそれぞれの学校の先生が何人かずつで一つ

の分科会を作って話し合っているのです。当然中学校の先生は英

語の音ができてきている。そして小学校で英語活動がスタート。

今でもやっていますが、本格的に文科省の指導として始まる。そ

うすると、それを受けて中学校に来るというところで、その辺は

今後どのような形になっていくのか。せっかくこれまで実践を積

まれて指導案もあってというところで、35時間はもうやりますと

いうところでスタート、今はもう教育課程を作っていますので、

その辺をちょっと伺いたいと思っています。

《大谷》KEESとして、その流れの中でどう関わらせていただく

かということですね。

《手塚》はい。

《大谷》まず、『英語ノート』の採用については自由ということで

すが、どの小学校も現在使用していて、来年度も恐らく使用する
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だろうと思っています。ですので、指導案としては絵本を中心に

立てていますが、やはり『英語ノート』で扱っている目標言語な

どは意識しています。「大きなかぶ」もやはり『英語ノート』に掲

載されているということで、全く別個のものを作るだけではなく、

学校側からできるだけ『英語ノート』を意識してほしいという要

望もありまして、そういった形で提案させてもらいながら、伺う

小学校の現状によって少しずつ調整を加えているということです。

今年は３校で活動させてもらいましたが、やはり３校とも事情が

違うので、指導案も違ったものとなっています。また、この３年

の間に、小学校の英語活動を取り巻く状況は本当にソフィスティ

ケートされてきて、先生方のニーズ、求めていらっしゃることの

レベルが高くなってきまして、それにどう今後会を合わせていく

のかということが課題であると感じます。引き続き活動させてい

ただく学校と協力しながら、一緒に指導案、英語活動を作り上げ

ていきたいと思います。

《手塚》分かりました。

《小關》ほかにご質問はございますか。

《山口》３校で子どもたちは、それぞれの学校によって違います

が、何時間ぐらい授業に入ってやったのですか。１クラスにつき、

１年間。どこかにあると思いますが、大まかに。

《須藤》長峰の場合、外国語活動支援は９回ですね。あとの２校

は６回です。第一小は３時間です。

《山口》こういうところ35回のうち９回、９時間。そうすると、

かなりの割合ですね。

《須藤》そうですね。はい。

《山口》時々行って、単発的に。その１年間、学校の授業計画の

中でもきちんと位置付けておかないと、９回もあると。１回とか

になると、そういう受け入れ側も計画的にというか、ちょっとや

ってもらうというのとは訳が違いますね、９回もあると。かなり

各小学校と相談しなければなりませんね。

《佐藤》そうなのです。長峰は『英語ノート』を使用しています

ので、例えば６月でしたら、『英語ノート』のどの部分を使えばよ

ろしいでしょうかというようなことを事前に伺って、目標言語等

を伺ってから、こちらで『英語ノート』に沿った形で指導案を作

らせていただくという形を取りました。

《山口》その目標言語に沿っている教材を、題材を何か使うので

すね。

《佐藤》はい。

《山口》来年度もそのような活動をやっていくのですか。

《大谷》来年度のことについては、この後にまた協議することに

なると思いますので。

《小關》では、来年度のことにもう移っても。

《大谷》よろしいでしょうか。

5. 2011年度について

《大谷》それでは2011年度についてですが、2007年度にKEESが

スタートしまして、2008年度に社会人の講座が始まって、2009年

度に恵話会が発足、というように、三つの会がそろって、全体と

して活動ができるのが今年で２年目、今ちょうど２年目の活動を

終えようとしています。会全体として本当に成熟してきているこ

とを感じておりまして、先ほどから学生の成長がとか、社会人の

中で学びがとお伝えしていますが、本当にそれは素晴らしいもの

があるのです。もちろん、こちらである程度トレーニングをした

り指導をしてから学生を送り出していますが、指導がなくて送り

出しては経験しか残りませんし、また指導だけをして地域に行く

機会がなければ、それもまた学びがないと思います。このように

地域の活動や施設の方々と協力しながら、今後も取組は続けてい

かなければならないと思っています。

報告会でもお話しましたように、来年度がいよいよプロジェク

トとしての最終章を迎えることになります。今後どうするのかと

いうことを見極めながら、来年は続けていかなければなりません。

お伝えしたように、「支援がなくなりました。ではもうプロジェク

トは終了です」というようなことは意図しておりません。私たち

はどうしてもこれを続けていかなければいけないと思っています。

一つの方向性として見えてきたのが、研究会を学生のクラブと

して今後も存続させていくのがいいのではないかということです。

そして早速来年度から、恵話会がまず学生主体のクラブとして活

動を始めようとしています。学生はこれまでも経験をさせていた

だいた活動奉仕先、そこでの経験を財産にして、また新たに活動

先を開拓して、そういったところで自分たちは何をしたいのかと

いうようなことを考えて、自ら考えて自ら動く、というようなこ

とをしていきたいと思います。もちろん専門家の指導は必要とな

るので、学生がどういった指導を必要としているのかによって、

それらを求め、会として続けていきたいと思っております。

KEESについてもやはり同じような道をたどるのではないかと思

いますが、今、来年度のお話が幾つか出て、山口先生からご質問

をいただきましたが、貴重な小学校での授業時間を持たせていた

だくのですから、来年度もある一定の規模、人数、そしてレベル

を確保しなければいけません。私が持っている「児童英語教育

論」、そして「児童英語教育実践」というクラスがありますが、こ

の授業とリンクさせてKEESの活動を行っていきたいと考えていま

す。プロジェクトの名称に「正課外活動」とうたっていますが、

授業と一緒にすると違うのではないかということになるかもしれ

ません。もちろん授業の中で指導はしますが、それだけでは全く

時間が足りません。学生が自主的に、自分たちで集まって練習す

るとか、授業以外の時間をたくさん使って活動の準備をしなけれ

ばいけない、そして英語活動を行うときにはやはり授業時間内で

は収まらない、そういった時間を費やすというところで、やはり

それは正課外活動になるのではないかと思っています。

恵話会についてはまた来週から学生と集まって今後のことを決

めたいと思っていますし、先生方には引き続きご指導いただけれ

ばと思っております。

《小關》予定の時間を多分だいぶ過ぎたと思いますので、ちょっ

とブレークを入れて、その後、また少しお話を続けられればと思

いますが、よろしいでしょうか。

＊＊＊休憩＊＊＊

《山口》では今度、来年、クラブ活動ですか。

《小關》今の体制をどうにか続けていく中で、学校としてどうい

う支援ができるかということを考えなければならないと。それか

ら資金的にも、この３年間は文部科学省からの直接補助があるの

でかなり潤沢な資金があるのですが、これがなくなったときに、

どういう資金的な裏付けというか、活動のためのお金を確保でき

るかと考えると、なかなか難しいものがあります。学校の中で全

体として、どれだけ大学のお金を使って語りということができる

かというところでは、まだまだ学内全体の理解というものは確保

できていないところがあると思います。

それは私の責任でもあるのですが、そういう中でこの活動をど

うにか継続していこうと考えると、取りあえずクラブ活動的なサ

ークルとして生かしていって、その活動をもう少し学内の教員た

ちにも多く知ってもらって、その力というのですか、実際、会の

語りを聞くと素晴らしいものがあって、そういうものを目の当た

りにすると、特にうちの学生たちにとって語りというのはすごい

力を持つ。全部の学生に当てはまるわけではないでしょうが、あ

れは学生たちを伸ばす一つの大きい手段だと思いますので、それ
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を何とか、もう少し市民権を得させたいなと思って。

そう思い、私が顧問という形で名前だけでも貸すことで、学内

的に活動の場が持てるのであれば。 （中略）

３人のコーチはすごくいろいろな形で学生たちを指導してくれ

ていたのですが、いつまでも頼っているわけにいかないというとこ

ろもありまして、少しずつ学生たちが自立する方向でということ

で、ちょっと来年は試行錯誤というか、模索の期間だと思います。

学生の力というものをもう２年間見てきたので、私としては何と

してでも続けたいと。本当に学生の力を見ることでそういう気持

ちになりました。 （中略）

《手塚》先ほど馬郡さんの話の中で、声とか、速度とか、間の取

り方などいろいろあると思います。教員というのは、私たちも言

葉を通してということがすごく多いものですから、それはすごく

大事なスキルなのです。特に新規採用の人たちなどは、多分自分

の声が自分で聞こえないぐらい、毎日無我夢中でいると思うので

す。だから、そんなものも逆に研究していただけるとありがたい

などと思っています。それと訓練も必要かな。心も大事なのです

が、訓練も大事なあれなのかなと。何かそういうものもぜひ練習

会などをやっていただければいいのかな、などと思っています。

《山口》今うちに来ている４年生の学生さんと二人、朝の、始業

前の40分間、８時20分から学習会をやって、その学生が、ここで

免許が出るのは教員免許の中高ですよね。小学校の方に行きたい

のだということで、通信教育を４月から受けるそうです。そうす

ると１年ですよね。来年本格実施しようと思って、KEESでこれ

だけの活動をしてきたものが、そのままいきませんよね。大学を

卒業しても小学校の教員にはなれない。そういう人はすごく求め

ていると思うのです。専門性を持ちながら、実践もできる。例え

ばその学生さんが小学校の教員になったら、その人が核になって、

その小学校の英語活動が動いていきますよね。そういう、こちら

の学校で、通信教育というのは受けるのも自由なわけですね。自

由というか、別に勧めるわけでも何でもないでしょう。何かそう

いう道が学校の中でできないのかなと。

《大谷》今、努力をしているところです。通信教育というのは卒

業しないと、ダブルスクールというのは認められない。中には在

学中でも受け入れるところはあるのですが、そこで必要な単位だ

けを取って小学校の教員免許状を取得することも視野に入れて、

教職課程委員会でお話をしたいと思っています。

《小關》大阪の方の大学で、小学校の免許を、自分のところでは

ないのですが、他の大学と提携してということが始まっているよ

うですので、調査をしようと思っています。

《大谷》東京では神田外語大学が千葉の大学と提携して、２種の

免許になりますが、小学校の教員免許を出しているということで

す。

《小關》そうですね。２種になりますが。この近辺には明星とか

玉川とか、小学校の課程をお持ちのところがありますし、ほかに

もまだまだあるので、少し真剣に来年度は考えたいですね。今日、

発表した社会人の一人も彼女も恵泉の卒業生で、中高の免許を取

って、彼女は最初は山梨の高校だったか中学だったかの教員を数

年やって、その後ここの大学院にもう一度戻ってきて、またいな

くなったなと思ったら、いつの間にか八王子の小学校の教員にな

っていたと。彼女も通信で取ったと。

うちの学生たちは、学校には課程はないのですが、卒業してか

ら小学校の教師や幼稚園の資格を取ったりする学生が意外にいる

ようです。ただ、小学校課程を作るというのは、学校としては非

常に負担が大きいものですから、私学ではもう今はなかなかでき

ませんが、連携することで何かできるのではないかと思っていま

す。恵泉で培った、この英語や、例えば園芸とか、それはそうい

う教員系の学校にも提供できるノウハウはあると思いますので、ど

こかいい小学校教員養成課程の学校がありましたらご紹介いただ

ければ。

《手塚》つい何日か前、数字は覚えていないのですが、NHKのニ

ュースで、いよいよ英語活動が始まると。でも、ほとんど予算も

ないので、全国的には、担任にやってもらうしかないというとこ

ろが半分ぐらいのようなのですね。

《大谷》私も見ました。

《手塚》だけど、私たちが「自信がありません」と。確かに全然

自信がないですよね。そういうことで、でも実際にはもう発車し

てしまうので、今のようなことが本当に実現できたらいいですね。

《小關》外部評価の委員の先生方からもそういうことを進めよう、

そういうことがあったということを学内に還元しようと。

《手塚》今、校内で、去年と今年で30時間の校内研修をしようと

いうのがあったのですが、多分私のところなどはすごくまじめに

やっている方だと思うのです。たまたまそういう中心になる勉強

もやっているものですから。でも、話を聞くと、本当に数字的に

は合わせてもどうなのだろうという、その辺はちょっと心配なと

ころがありますね。

《大谷》教員養成系の大学でも、小学校の教員で英語を専門とす

る卒業生をこの春初めて送り出すというのが現状です。

《手塚》言語活動も、新しい学習指導要領では、どの教科を通し

てでも言語活動を充実させるということがあるので。それだけで

はないのでしょうが、稲城市に限っては、今まで校内研修で国語

はそんなになかったのです。でも、来年、再来年で国語を続けて

やりますというところが結構、校内研で増えているのです。その

ぐらい、言語活動をということになると、まず国語の研究、そし

て聞く・話すとか、よい聞き手を育てるとか、よい話し手を育て

るとか、そして豊かな表現というのが結構多くなっているのです。

そういう意味でも、語りというのは非常に大事にしていきたい

し、多分現場でそういうことがどんどん増えていくかなという予

想はされます。とにかく言語活動は重視していますので、クラブ

活動というお話がありましたが、ぜひそれも継続していって、パ

ワーを付けていってほしいと思います。

Ⅲ．懇談
1. 評価と助言

《小關》時間的には５時半までを予定しておりましたので、最後

に助言というようなことで、委員の先生方から一言ずついただけ

ればと思います。村岡先生、どうですか。

《村岡》今、いろいろアドバイスをいただいたように、本当に素

晴らしい活動だと思うのです。学生たちの成長ももちろんですが、

本当に地域で役に立てているという。私は、実はそこが一番彼女

たちの成長の、一つの大きなものなのかなと思って、やはり自分

が役に立ったというところで心が成長していくと思うので、今後

はこの素晴らしい活動を続けていけるように、これからも頑張っ

ていきたいと。何か感想みたいな感じですね。

《小關》ありがとうございます。手塚先生。

《手塚》いろいろおしゃべりしてしまいましたが、２年目ですよ

ね。スタートして、点で始まって、岩佐先生が一生懸命頑張って

育ててくださった会だと思うのです。線になって、面になってと

いうことで、２年間でここまでというのはすごい、かなりのエネ

ルギッシュな活動だったかと思うのですが、そうすると今度は、

先ほどお話が出ていた、どういう道をこれから将来像として、学

んで巣立っていく学生で将来自分が教員としてというふうにした

ときに、夢の実現に向かうときに、さらに、できればあまり困難

でない、少しでも実現できそうな時間と労力で、できるだけ短期

で、何か少し出ていけるようなことは、これから多分、お考えだ
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という話もあったのですが、ぜひそれはお願いしたいと思います。

それから、今日のテーマの中で、「平和につながる言葉の力」と

ありますが、今日など見ていると、その言葉の力を借りて、みん

なが笑顔になって、笑いが出ていて、つまりそれはまさしく平和

につながる一番の近道だなと、今日は参加してそのように思いま

した。ぜひまた何らかの形でお役に立てるといいと思っておりま

す。

《山口》私は、時々活動ぶりは見るのですが、やはり、この２年

間で、先生方がおっしゃるようにすごく成長があったと。その２

年間で、先生方が本当に情熱を注いで学生の活動の基礎づくりは

きっとできたと思うのです。その上に今度はさらにクラブと。ク

ラブになるとまた違った、そこでの学ぶことがあると思います。

それから社会人の方も、これもまた素晴らしい活動だと思いま

す。まさに、先ほどもおっしゃいましたが、ニーズがさらに増え

るのだと。ニーズのニーズがね（笑）。そうだと思います。そこに

先生方も、約半数ぐらいは小学校ですか、教員が参加していると。

そちらの方もきっと、始まってやりだしたものの、必ず壁にぶつ

かると思うのです。どの先生方も、もともと専門ではないですか

ら。次にまた勉強し直してみようというようなことで、こちらの

活動も少し発展して、継続していただけたらいいかと思います。

2. まとめと日程調整

《小關》ありがとうございます。もう一つありまして、「まとめと

日程調整」というのがあります。あと１年、この文部省の事業の

期間が続きますので、３年間まとめて見ていただけますと大変あ

りがたいと思っております。ご公務の関係など、いろいろおあり

かと思いますので、またあらためてお願いいたしますが、ぜひよ

ろしくお願いしたいと思います。次回の日程調整ということにな

ります。先生方も学校のご都合などいろいろあると思いますので、

最終的には１月ぐらいに最後の活動報告会と評価委員会を開いて、

その結果などをすべてまとめた冊子を１冊作りたいと思っていま

す。それは来年度の３月中には作らなければなりませんので、そ

ういう意味で１月に一度、活動報告会と外部評価委員会を開きた

いと思っています。

少し落ち着いたところでまたご相談させていただきたいと思い

ます。今日はどうもありがとうございました。

2009年度　文部科学省「学生支援指導プログラム 選定事業」

恵泉地域言語活動研究会　第3回外部評価委員会
日時：2012年1月28日（土）13：30～15：30
場所：恵泉女学園大学　多摩キャンパスA206

Ⅰ. はじめに
1. 取組担当者挨拶

《小關》文部科学省の学生支援推進プログラムに選定されて、こ

の３年間活動をやってまいりました、恵泉地域言語活動研究会の

第３回目の外部評価委員会を開催いたします。本日はよろしくお

願いいたします。

初めに、取り組み担当者挨拶をいただきます。まず大谷先生、

お願いいたします。

2. スタッフ挨拶

《大谷》本日は朝の活動報告会からお付き合いいただきまして、

長時間ありがとうございます。大谷です。どうぞよろしくお願い

いたします。

本年度は、これまで外部評価委員だった村岡先生が内部に入ら

れて、英語コミュニケーション学科主任の長阪朱美先生を外部評

価委員にお迎えし、また、コーチが２名代わっての新体制でのス

タートとなりました。

今年度はこれまでと同様、またこれまで以上に充実した活動が

できまして、３年間の期間を終了することができたと思っており

ます。これもひとえに会の取り組みを支えてくださった皆さま、

活動校の関係者の皆さま、コーチの皆さん、先生方のご協力があ

ってのことだと思います。今後もこの活動がいい形で継続します

ように、アドバイスをいただけたらと思いますので、よろしくお願

いいたします。

《村岡》英語コミュニケーション学科の村岡と申します。去年ま

ではそちら側に座っていて、肩身の狭い思いをしておりました

（笑）。私はこちらの方が似合っているので、今年はコーチたちや

大谷先生と一緒に存分に活動に関わることができて、とても楽し

い１年でした。今日はよろしくお願いいたします。

《須藤》３年間のこのプロジェクトにかかわらせていただき、

KEES・恵話会のコーチとして学生とここまでやってきました。今

日はどうぞよろしくお願いいたします。

《飯窪》私は今年度からKEES・恵話会のコーチとしてこのプロ

ジェクトにかかわらせていただきました。３年間のプロジェクト

の最後の１年をコーチとしてかかわらせていただきましたが、最

初の２年は学生時代にかかわらせていただいたので、こうして最

後までかかわらせていただけ、うれしく思っております。本日は

よろしくお願いいたします。

《川名》飯窪コーチと同じく今年度からコーチとして就任させて

いただきました。２年前に恵泉を卒業しましたが、恵泉在学中に

一番心を注いだこのKEESの活動に携わることができて本当にう

れしく思っております。よろしくお願いいたします。

《小關》事務局の小關です。３年間やってきました。実はその１
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外部評価委員会の記録 第4章 第3回外部評価委員会

年前に社会人の小学校英語活動指導者養成講座を始めまして、そ

の前には岩佐先生が、海外からクイック・クリーブランド先生を

呼んだり、未来塾の方たちをお呼びしての発音訓練とか、さまざ

まな英語のプログラムをやってきました。その中で、岩佐先生が

小学校英語活動支援として、学生たちを外に連れていって、学校

の現場でお世話になりながら学生たちに学んでもらうという活動

を始められていたのを拝見していて、これを何らかの形で支援で

きないだろうかと思っておりました。（中略）「学生支援推進プロ

グラム」という就職対策を一番のねらいとした補助金の募集があ

りまして、これに応募することとなり、幸いに採択され、３年間

の補助を受けることとなりました。私にとってはこの活動をどう

継続させるかということが、この３年間の補助が終わる今年度の

最大の課題でした。

その道筋を付けるために、大谷先生、村岡先生、そしてスタッ

フのお三人のコーチたちがいろいろな形で努力をしてくださった。

ここで総括することはないのですが、苦しい１年間だったなと思

っています。

3. 外部評価委員から一言

《手塚》こんにちは。午前中、本当に豊かな時間を過ごさせてい

ただいたなと、とても良かったなと思いました。先生方の、それ

から学生さんもそうでしたが、涙を見て、ご苦労とかも含めて、

すごく充実したいい時間を過ごしたのだろうというか、大変だっ

たのでしょうが、胸いっぱいの３年間というか、終わることへの

いろいろな思いがあった涙だったのかなと思って、そこにちょっ

ぴりでもかかわらせていただいたというのが、私自身は幸せだっ

たなと思っています。

私は３月で現場の校長を退職して、今、同じ市内なのですが、

適応指導教室で不登校、学校に行けない子たちが通っている教室

に、小学校５～６年生と中学１～３年と来ているのですが、たま

たまこの会のご縁で、最後の学校の城山小学校のときに来ていた

だいた学生さんが、誰かいないかということでお願いしたら手を

挙げてもらって、来てくださっていて、今、都合３名の方が恵泉

から来ていただいているのです。

その学生さんが、恵話会でやはり大きくなってきたな、成長し

てきたなというのが、最初のお話のところの場面からずっとまと

めたものを運良く見ることができて、今も週１回ですけれども来

てくれていますので、そんなことで、私は私の立場で彼女のこれ

からを見ながらサポートを、ちょっと時々助言したりもしている

のですが、とてもいい姿で、彼女自身の生きる力になっていって

いるのだろうなと。

人前であれだけ堂々と、それから、中学生なんかも指導してい

たり、声の出し方なんか、蚊の泣くような声がすごくはっきりして

きたと。そんな姿を見ていまして、先ほどもちょっと向こうで話し

ていたのですが、何とかまたプログラムが違う形でできたら、いい

学生さんとかいい社会人が育っていくのだろうなと思っています。

今日はどうぞよろしくお願いいたします。

《山口》もう３年ほど前になるのでしょうか。多摩市内の英語の

先生の研修会で、そこにいる川名さんたち学生の模擬授業を見せ

てもらったのが始まりなのです。それからまた、恵話会の発表会

や何かを見せてもらう中で、授業でもないし、部活というのです

か、サークルというのですか、そういう活動で、どうしてこうい

う熱意ですかね、一生懸命取り組んでいるその姿を見て、今日の

午前中もそういう場面がたくさんありましたが、どこから来るの

かなと。そういう熱意がどこから出てくるのかなと不思議に思っ

たことから、私自身関心を持っていて、そして、岩佐先生に言わ

れるのを何でも「はい」と言っていましたら、外部評価委員にな

っていまして。

外部評価委員らしいことは何もしていませんが、こういう機会

に学生さんが、社会人の方もそうですが、見せていただくことで、

いい活動しているなと常々思っておりました。今日もまた同じよ

うな気持ちで、午前中はいました。よろしくお願いします。

《小關》長阪先生は、本学の教員ですから、内部の外部評価委員

という不思議なお立場ですが、よろしくお願いします。

《長阪》そうですね。この３年間、やはり続けることは大変だっ

たと思いますので、３年間続けたということは、とても大きな成果

だったと私は思います。それから、KEESの活動や恵話会の活動

は、学園祭などの別な機会を通してキャンパスで時々拝見させて

いただきましたが、今回というのが最初から最後までの初めてです

し、外部評価委員という立場で見たのも初めてです。やはり皆さ

まがおっしゃってくださっているように、学生の成長というのが私

は本当にうれしく思いました。やはり大学の講義や授業とはまた

違う学生の成長が、こういうプログラムでこそあるのだということ

は、私は大変貴重なことだと思いました。それが一つです。

もう一つは、地域に学生たちがボランティアという形で参加し

て、地域に育てられるということがあることも、地域と切れない

形、地域とつながる大学ということでは、本当に貴重な経験を学

生もさせていただいたし、そして地域とのつながりができて、本

当に良かったなと思いました。

文科省の就職のためのプロジェクトだったとは初めて知りまし

た（笑）。恵泉だけは少し違っている。これは、やはり就職のため

の大学ではないので、恵泉は教育をしていて、大谷先生が（活動

報告会で）おっしゃったように、就職だってきちんとできている。

教育をして就職につながるというのは、一番私は正当なことだと

思いました。こういうことを恵泉は地道にやってきたし、これか

らもしていきたいとつくづく思いました。またお話を、この中で

も、気が付いたことを皆さんからいただきたいと思っています。

《小關》ありがとうございます。では、実際の中身に入っていき

たいと思いますが、まず取り組みについてのご説明をしたいと思

います。その説明をするに先立って、資料の確認をさせていただ

きたいと思います。資料を作ってくださった須藤コーチから簡単

に、資料の確認をお願いします。

《須藤》承知いたしました。 （中略）

資料　目次

・KEES・恵話会３年間の活動報告
・学生名簿（KEES・恵話会）

・KEES恵泉英語教育研究会　資料
①トレーニングスケジュール
②英語絵本リスト
③聖ヶ丘小学校資料

・外国語活動報告
・2011年度指導案
・学生による活動報告書

④西愛宕小学校資料
・外国語活動報告
・2011年度指導案
・学生による活動報告書

・恵泉お話を語る会（恵話会）資料
①ミーティングスケジュール
②お話を楽しむ会プログラム
③学生による報告書

・KEES・恵話会　合同行事
①スプリングフェスティバル
②恵泉祭
③クリスマス会
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Ⅱ. 取組について
1. 資料確認

《小關》たくさんの資料が入っていて、これを確認させていただ

いたところで、続いて、取り組みについての２、「プロジェクト

2011年度実施状況」、これについては大谷先生お願いします。

2. プロジェクト2011年度実施状況

《大谷》先ほどの資料を見ていただくページもございますので、併

せてお伝えしながら、実施状況ということでお話をさせていただ

きます。午前中に話した内容と重複するところがあるのですが、

KEES、恵話会、それから、社会人の講座の順番にお話をしてい

きます。活動校の小学校と恵話会については、この後、コーチの

方から資料を見ながら詳しくお話ししますので、私の方からは概

略ということで説明をしてまいります。

まず、KEESですが、今年度は週２回のトレーニングとだいた

い月に１回程度の英語活動、学習支援を行ってきました。昨年度

までと違う点は、２回のトレーニングのうちの１回を、英語力を

向上させるためのトレーニングに当てたということです。その理

由には、一つは、現役の高校教員の川名コーチを迎えたというこ

と、もう一つは、公立小学校の外国語活動、英語活動が今年度か

ら必修化されましたので、いただいている授業時間に対してきち

んと英語力を持った学生を派遣したいということがありました。そ

れで２回のうちの１回は英語力を上げるためのトレーニングを行

ってきました。

その資料が、「2011年度春学期　講義、及びお昼のトレーニン

グ日程」になりますが、こちらにトレーニングと授業のスケジュ

ールが載っています。その次のページをご覧いただきますと、月

曜日のトレーニングと書いてあります。これが英語力を上げるた

めのトレーニングの例です。ご覧いただきますと、川名コーチが

毎回手作りで、村岡先生に見ていただいて、そして毎回学生の興

味がありそうな内容、しかも学生のレベルに合わせた内容を毎回

用意してくれたものです。

これはスティーブ・ジョブズ氏の、iPhoneの案内ですが、こう

いった内容を毎回のトレーニングで用意してくれています。本当

に素晴らしいトレーニングで、学生のためになると思いましたの

で、KEESの学生だけではもったいないと思いまして、英語コミ

ュニケーション学科の学生にチラシを配ったり声をかけたりしま

したが、このトレーニングに参加する学生をなかなか集められな

かったというのが、私の課題です。

それから、今年度の活動校についてですが、先ほど報告会でも、

今年は多摩市と連携を深めて、多摩市内の３校で行いましたとお

伝えしました。どの学校もKEISEN小学校指導者養成講座を修了

された先生方がいらっしゃる勤務校で、ぜひKEESの学生に来て

ほしいという熱いラブコールをいただきまして、地域からの要請

にできるだけお応えしたいということもありまして、西愛宕小学

校、それから聖ヶ丘小学校に学生を派遣しております。もう１校、

豊ヶ丘小学校は、私たちが教員研修を担当させていただく中で、

その研修の際いらっしゃった先生からお話をいただきまして、２

～３月と学生が英語活動で伺うように予定しております。

それから、各学校それぞれ年間35時間の英語活動が義務化され

ていますので、学校の取り組みというのがあります。私たちが伺

うのは月１回程度ですから、先生方が通常行われている英語活動

と私たちの英語活動をうまく連携させたいということで、できる

だけ活動校の現状を伺って、先生方のご要望を伺って、それに合

わせて英語活動を準備し、展開してまいりました。

その特徴として挙げられるのは、西愛宕小学校は、去年も伺っ

た学校ですが、合同発表会ということで、高学年の児童が低学年

の児童に英語活動を見せるという発表会がありました。これは昨

年こちらからの提案で行ったものなのですが、先生方は最初「い

や、これはちょっと難しいかも」とおっしゃったのですが、大変

児童に喜んでもらいまして、ぜひ今回もというように学校から依

頼をいただき、それにお応えする形で合同発表会を行うことがで

きました。詳しくは西愛宕小学校担当の飯窪コーチに後でお話し

していただきたいと思います。

また今年度から英語活動が必修化されまして、『英語ノート』を

使っている学校が多くあります。私たちは毎回活動にテーマやス

トーリーを持たせているのですが、それが『英語ノート』とまっ

たくかけ離れていては、先生方も連携させるのは難しいと思われ

るかと思いまた。この（『英語ノート』の）中で、全部で９レッス

ンあるのですが、３レッスンごとに「Let’s Enjoy」という、復習

と子どもたちが楽しめるレッスンがあります。ここを使って今年

度はテーマを選びました。

動物をテーマにしたレッスンでしたら、「Going to the Zoo」とい

う歌を歌ったり、誕生日というテーマもございましたので、その

ときには先ほどの『Fortunately』という絵本を読んだり、Let’s

Enjoy ３ では「すごろく」を使ってこれまでの復習をしました。

全体を通じて、学生が外で学ばせていただいたこと、気付いた

ことを大学に持ち帰って、それを一緒に深めて、また準備をして、

次に臨むということが年間を通じてできたので、それは大きな収

穫だったと思っております。

次に恵話会ですが、恵話会は３年目の会になります。昨年度ま

ではコーチが一緒に活動先を開拓したり、お話会の企画をしたり、

共に練習をしていましたが、今年度からは学生主体で、そして、

顧問に小關を迎えて、新しい体制でスタートしました。

活動内容はこれまでと同じで、お話会の企画とか、学園祭の発

表とか、交流会になりますが、やはり最初から自分たちで組み立

てていますので大変時間がかかりましたし、民主的な話し合いを

して臨みますので、それに時間がかかったということで、奉仕活



動の回数に関しては昨年度より若干少なくなっています。ですが、

学生たちで企画、発案して、それを実行に移すということで、ま

た今までとは違った達成感、学びがあったのではないかと思って

います。

恵話会のミーティングは、毎週金曜日のお昼休みに隣の南野キ

ャンパスで行っていました。その前に、火曜日に事前に役員でミ

ーティングを開いて、その週は何を話し合う、どういったことを

決めなければいけない、このお話会ではこういったことを発表し

たいというような意見を出し合って、本当に手作りで進めてきた

１年間でした。

それから、先ほどKEESの発表と恵話会の発表をご覧いただき

ましたが、同じ顔ぶれにお気付きになったと思います。名簿も用

意しておりますが、両方の会に所属する学生も数名おりまして、

この二つの会が合同で行事を企画し、実施するということも何回

かございました。このようにすることで、一つの会だけではなか

なか人数が足りない、時間が足りない、手が足りないということ

でできないことも、力を合わせて開くことができるという良さが

ありました。また、使用する言語は英語や日本語と違うのですが、

言葉を超えた普遍的なもの、例えば聞き手を、どなたが聞いてく

れるのかということを想定してお話を選んで準備をするとか、保

育園児を迎えて、その園児に対する思いやりを示すとか、そうい

ったところで、使用する言葉は違えども気付いたことがあると思

います。

さらに、両方の会に共通することとしては、コミュニケーショ

ン能力の向上が挙げられると思います。こちらについては、本当

に私たちも関心させられることが多々あります。先ほども話すこ

とが苦手だったという学生がいましたが、コミュニケーション能

力、例えば社会言語能力だったり、方略的能力だったりと言われ

ますが、つまり、その場にふさわしい内容を自分の言葉でしっか

り準備をして、内容を組み立てて、相手に伝わるように言葉で伝

えるというような力が、二つの会に共通して備わってきたことを

感じております。

それから、学生支援推進プログラムの対象ではありませんが、

「KEISEN小学校英語活動指導者養成講座」という社会人を対象

にした会がございます。こちらについては、今年度は開講いたし

ませんでしたが、昨年度講座を修了された方が、履修証明制度に

よって児童英語関連の授業を取られ、そして、その履修証明を取

られた方が今度は一緒にボランティアをして、そして、その中に

は今年の秋からKEES学生の指導に携わってくださっている方々

がいらっしゃいます。今日、絵本を発表された４名の方ですが、

また来年度以降もボランティアで学生の指導に携わってくださる

ということになっております。

今年度の実施状況について、私の方からは以上です。

《小關》では、引き続いて、KEESと恵話会のそれぞれの活動に

ついてお願いいたします。

3. 活動報告：KEES、恵話会

《須藤》では、お手元の資料の次が、聖ヶ丘小学校の資料になり

ます。５月からスタートして１月18日、つい最近最後の活動を終

えました。全部で７回の活動でした。学年は１年生から６年生ま

で、さまざまな学年の学級で活動させていただきました。

次のページになります。先ほど大谷助教からもお話がありまし

たように、履修証明取得を目指す社会人と学生が合同でＡ班とＢ

班に分かれて、それぞれの学級に入り、時には学習支援を分かれ

て行い、その後、相手チームの活動に参加し、自分の活動学級に

臨む、こういった一つの例です。これは春学期です。秋学期は社

会人の方々が終えられ、先ほど報告会の導入の部分を発表した２

年生が加わりました。半年間でしたが、またちょっとにぎやかに

なりまして、活動させていただきました。

そして、次のページが指導案の一つの例ですが、絵本は“Papa,

please get the moon for me”という児童の大好きな仕掛け絵本を

使いました。形、circle、starなどを習い、月も形が変わっていき

ますので、それが目標言語になりました。

この指導案の次にあるのは、もう一つの例なのですが、絵本は

“Where the Wild Things Are”です。これを英語で児童たちに

読みました。結構、手ごわかったです。かなり工夫しました。「す

ごろく」を教材として使い、今までの既習事項を復習しました。

次にそれぞれの学生の報告書についてお伝えします。この学生

は春学期に班長をしました。この班長をしたことでとても変わり

ました。たとえば、こういうふうにしたらみんながきちんと集合

できて、間違いなくみんなで一緒に学校に訪問して、と本当にリ

ーダーとして細かい気付きまでできるようになりました。

次の学生は視覚障害がありますが、優れた聴覚を生かして、活

動では、いわゆる目標言語をリズミカルに行うチャンツ、それか

ら歌、そして、ストーリーも仲間とすればストーリーが児童に伝

わるということで、そういうことにも挑戦しました。ただ、グル

ープに分かれて読むと、いろいろな音が聴覚のいい彼女に入って

きます。そうすると、かなり難しいのですが、様々な音が聞こえ

ても、普通学級の児童たちはきちんと集中できるのだと、彼女に

は大きな発見になったようです。周りの学生も、私たちコーチも、

この学生を通じてたくさん学ぶことができました。

次は４人のチームで６カ月間活動した学生です。先ほどの報告

にもありましたように、本当に時間を惜しむことなく、土曜日も

ちょっと大学が使えないと自宅に集まって練習するという、熱心

さでした。それは他の学生に刺激を与えました。練習することが、

現場に行ったときの授業の喜びに比例するという学びにつながり

ました。

次の学生は、後期に班長になりました。２年間という大変な時

間をかけて、先生方、学校現場、仲間、コーチなど、みんなと授

業を作り上げていった喜びは、彼女にとっては大きな収穫であっ

たと思います。以上です。

《飯窪》その次のページ以降が西愛宕小学校の報告となります。

計８回の学校訪問をさせていただきまして、そのうち５回が外国

語活動、残る３回は、先ほどからお話にあがっております、合同

発表会本番と２回の事前練習でした。

聖ヶ丘小学校は１年生から６年生までを対象にしていることに

対しまして、西愛宕小学校では５～６年生に設定し、活動をして

まいりました。同じく『英語ノート』を基本とした指導案という

ことは変わらないのですが、やはり対象学年が高学年であるとい

うことで、学習事項や歌、アクティビティなどを対象学年に合わ

せて設定したという特徴があります。

先ほどの報告会でもありましたように、西愛宕小学校はすべて

単学級、かつ少人数の学校というところが大きな特徴となってお
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ります。それにもかかわらず、１回の授業に、担任の先生に加え

まして専科の先生２名が一緒に活動をしてくださっています。そ

のうちのおひとりが、音楽専科の先生で、毎回歌っているハロー

ソング、グッバイソング、時にはシンギングタイムで歌う歌など

の伴奏をやってくださったり、スピードも子どもたちの状態に合

わせてくださったりと、より良い活動ができるように、先生方と

協力させていただいて、毎回毎回の授業をしております。

また、この表の下の方に、各学年の担任の先生の隣に学生の名

前があるのですが、外国語活動だけではなく、学習支援、また給

食まで頂き、半日子どもたちとともに過ごし、子どもたちとのや

りとりの中から外国語活動への気持ち、モチベーションがあがり

ました。そのように、子どもたちとのやりとりを大切にしながら、

この１年間活動をしてまいりました。

次のページをご覧ください。こちらが合同発表会の資料になり

ますが、プログラムは中央あたりにあります。この劇「Who Will

Guide My Sleigh Tonight?」では、こちらの絵本を基にして劇化に

挑戦しました。昨年度からこの合同発表会を始めましたが、昨年

度の作品よりは少し難しい内容です。やはりこちらは１年間の中

でも最も難しかったなという印象のある授業でした。ただ、学校

の先生方と本当に協力させていただき、また、子どもたち一人一

人の努力があって、この日は実にどの児童も、また学生も、とて

もすてきな笑顔で活動を終えることができました。

では、続きまして指導案が２種類ございます。まずは６月の活

動ですが、こちらの「Good Night, Gorilla」という絵本を基に行

いました。目標言語はこの中に出てくるたくさんの動物たちです。

こちらの目標言語を、フォニックスを通して英語特有の音を子ど

もたちに聞いてもらうことを目標にこの授業に取り組みました。

続いて、10月のものでは、先ほどの報告会で発表させていただ

きました、絵本「Fortunately」を題材としました。最初と最後

のろうそくを数えるページが見にくいのではないかということで、

それらのページを拡大し、電子黒板に映していただき、炎も、燃

えるように、分かりやすくやってくださいました。

その次に学生の報告書がございます。今年度からKEESの活動

に参加した学生は、本当に初めて小学校に行き、子どもたちと触

れ合い、先生方と出会ったときの感動、子どもたちとやりとりを

することの面白さ、そして大変さを鮮明に感じております。この１

年間、上級生に囲まれた中、休むことなく、一生懸命、誠実に毎

回毎回の練習や活動に取り組み、上級生にも刺激を与えました。

次の報告書は、７月の活動からですが、毎回活動の後には振り

返りの時間を学生とコーチで持っています。その毎回の反省に、

練習不足というものが挙がっている、毎回挙がるとはどういうこ

とだ、それは反省を生かせていない証拠だ、どんなに授業やいろ

いろなものがあって大変な状況であれど、その出た反省点を生か

す努力をすることも大切だという、とても具体的な、かつ的確な

目をもち、臨んでおりました。

また、班長をすることで変わった学生もいます。闘志に燃えて

いるというか、内なる思いが本当に強く、温かい彼女らしさが前

面に現れました。子どもが大好きで、一人一人の児童の笑顔を見

るために、この２年間、小学校に通っていました。また、今年度

は、学習支援で２年生に入っておりました。その中で、外国語活

動以外の現場の先生から、教師として必要なこと、声に抑揚を付

けるとか、めりはりを持って話すことの大切さというのも、学ん

でおりました。

続きまして、先ほどの合同発表会のための練習として１回目に

訪問に行った回の報告書ですが、このときは、いつもやっている

外国語活動のスタイルとは異なりまして、本の読み聞かせと歌の

発表だけだったのですが、その一つ一つの練習はしていたけれど

も、そのつなぎになる具体的な言葉がけがもっと必要だった、で

なければ子どもたちは何をやっているのかよく分からないという反

省をあげております。これは、子どもたちのやりとりを大切にし

たいという彼女の思いそのものです。

次の報告書も同じく12月の合同発表会の事前練習に伺ったとき

のものですが、やはり劇をやるに当たって演技をする必要がある、

自分たちではやっているつもりだけれどもそれが子どもに伝わら

なければ意味がないと、現場の先生からお言葉をいただいて、そ

れを強く心に留め、彼女のとても素直な気持ちで、真摯に受け止

めた様子が見受けられます。

最後の報告書は、合同発表会を終えた後の報告書です。成功に

収めることができましたが、それはひとえに時間を割いて指導を

してくださった熱心な現場の先生方、また、子どもたち一人一人

の努力故の成功だったと述べております。確かに今回は劇の取り

組みは大変難しかったのですが、その中で子どもたちが期待して

いた発表会を本当に実現することができたという点、また、先生

方と協力することができたという点で、本当に今年度も続けるこ

とができて、大変意味がある合同発表会ができたなと、彼女の報

告書からも振り返ることができました。

以上で西愛宕小学校の報告を終わります。ありがとうございま

した。

《小關》次は恵話会の報告ですね。

《川名》はい。今年度は新たに体制を変えまして、小關顧問をお

迎えし、９名の３年生の学生とともに活動してまいりました。

一番最初のページがミーティングスケジュールになります。こ

のように年26回のミーティングを９名のメンバーで行ってまいり

ました。また、このミーティングのために４名の役員も毎週火曜

日に集まり、議題案を作成し、議事録を作成するなど、献身的に

取り組んでいます。また、イベントの前には、このミーティング

とは別に、個別に自ら練習に励み、時にはコーチの力を借りなが

ら１年間頑張ってまいりました。

では、実際にどんな活動を１年間を通してしてきたかというこ

とですが、まず、６月にありました「第１回恵泉お話を楽しむ会」

ということで、先ほどお話をいただきました伊東先生を講評にお

迎えして会を催しました。

次の資料は、奉仕活動内容の報告になっております。まず１枚

目が島田療育センターですが、そこでこのような活動をしてまい

りました。またこのときの感想などは学生の報告書の方でお伝え

いたします。

では、次をご覧ください。10月に活動を行いました、高齢者福

祉施設であります、白楽荘での活動報告の記録になります。

最後をご覧ください。10月に活動しました、こころ保育園での

報告書になります。このように保育園児が対象なのでわらべうた、

歌を取り入れたり、または絵本など、短い詩など、小さい子が喜

ぶような内容になっています。

最後に、活動内容の学生の報告書を５つ紹介いたします。まず



初めに、３年生の恵話会の副会長ですが、献身的に活動したメン

バーの一人になります。彼女は当初から、この恵話会が新しく今

年度から新体制となったことで、もっと独立しなくては、自分た

ちの足で立っていけるサークルにしていくのだということで頑張

りました。

次は、５月に本校でありましたスプリングフェスティバルでの

発表の報告書になります。彼女も役員の一人で、同じく今年度か

らの新体制ということで、新しいことに挑戦しようということで、

今まで恵話会では語りだけではなく、詩やわらべうたなどいろい

ろなものを発表してきたのですが、このスプリングフェスティバル

では全員で語りをやろうと持ちかけたメンバーの一人です。結果

としては、そういった何か新しいことに取り組むということで、

みんなが団結できたのではないかという報告書を上げてきました。

次をご覧ください。「第１回お話を楽しむ会を振り返って」とい

うことで、伊東先生をお迎えしたお話会での報告書になります。

この学生は、役員ではないのですが、会を通して、この恵話会と

いうものがどうしたら良くなるのか、みんなでどう協力すればそ

れぞれが成長していくのかということを、役員でなくても周りの

ことを考えながら活動をしました。

次をご覧ください。島田療育センターでの奉仕活動の報告書で

す。島田療育センターで班長を務めた彼女にとって、この班長と

いう役がすごく大きかったようで、いろいろ不安などを抱えてい

たことがこの報告書から見て取れます。でも、結果としては、み

んなで力を合わせて、班長だけれどもいろいろな人に支えられて、

または自分からの働きかけで達成できたということで、いろいろ

な思いと達成感を味わったことが見て取れました。

では、最後です。恵泉祭で発表した際のものになります。先ほ

どもありました、「一人は賑やか」という茨木のり子さんの詩を彼

女は発表したのですが、同じ詩をこの恵泉祭でも発表しました。

彼女は毎回すごく素晴らしい報告書を上げて、発表も素晴らしい

のですが、本当に感性に満ちあふれた人というか、見ていて安心

できるメンバーの一人です。

資料はここまでなのですが、この１年間、恵話会の新しい体制

ということで、基盤づくりでいろいろ先生方やメンバー一人ひと

り大変な１年だったと思いますが、この体制をまた来年度もつな

げて、末永くこの会が続いていってくれることを願っています。

以上で私の報告は終わりです。ありがとうございます。

4. 質疑応答

《小關》ありがとうございます。続いて委員の先生方かたご質問

をいただき、これに対して補足説明をいたします。いかがでしょ

うか。

《山口》合同発表会というのは、よく分からないのですが、５年

生か６年生の授業を、その下級生がみんなで見ているというよう

なことですか。

《飯窪》通常KEESの学生は５～６年生で授業をさせていただい

ておりますが、その授業を同じようなスタイルで、５～６年生が

下級生に向けて発表を行ったものを合同発表会と呼んでおります。

これを12月14日に、絵本を基に発表会を行ったのが、西愛宕で使

っている合同発表会の詳細です。

《村岡》普通だったら児童が受け身ですよね。それを、児童がい

わゆるKEES役になって、下級生に教えるというものです。

《手塚》最初のスタートは学校側の提案なのですか。

《大谷》昨年度はこちらから提案をさせていただきました。須藤

コーチの提案です。そのときは、先方から先生が二人みえまして

お話があると。どういうことかと伺いましたら、「いや、これは難

しい、無理だ」ということで、「大丈夫ですよ」と須藤コーチが声

をかけられて、「一緒に頑張りましょう、一緒に作りましょう」と

いうことで頑張った成果が１年目に大きく表れましたので、２年

目は学校からご提案いただきました。

《村岡》３年目は新たな小学校からやってほしいと声がかかりま

したので、どんどん育っていっているなという気がいたします。

《手塚》小学校は６年間ありますよね。上級生がやっていること

を低学年が発表会で見ることで、要するにあこがれの対象になっ

ていくのですね。「高学年になるとこの学校ではああいう活動がで

きるのだ、発表会ができるのだ、僕たちもやりたい」と。だから、

あこがれとか、ステージアップの一つの材料になって、ぜひ学校

で継続したいということがあるのだとしたら、ぜひ応援して、サ

ポートしていっていただけるといいかなと思います。

《村岡》そうですね。西愛宕小学校から、来年度はこの日にお願

いしますとすでに言われています。豊ヶ丘小学校でも同じような

スタイルで、うちの学生が行って、４週間後に発表ができるよう

に児童を指導していくというのが、また来月から始まります。

《手塚》この時期というのは、学校は年間の教育活動なども提出

が終わっているのです。学校評価をして、次年度もほぼ作り終わ

っているわけですよね。そういう話があるということは、もう学

校の中の教育活動として成果があったということで、多分位置付

けられていっているのかと思います。

《村岡》はい。それに多分興味を持ったほかの先生が、うちでも

ぜひという、そういう流れができております。

《手塚》そうですか。素晴らしいです。

《山口》上級生を指導するのはそう簡単ではないと思うのです。

KEESの学生さんがする分には、まあ訓練をしてできるのでしょう

けれども、５～６年生に指導するというか、そこは結構大変なの

ではないですか。

《飯窪》大変です（笑）。そうですね。昨年度は「大きなかぶ」の

英語劇ということで挑戦したので、子どもたちはストーリーを知

っているし、内容もよく分かっているので、英語に挑戦するとい

う気持ちだったと思うのですが、今回は新しいストーリーに挑戦

するということで、先生方も昨年以上の恐らく「本当に大丈夫か」

というようなお気持ちだったと思います。

本番を迎えるまで、先生方も本当にご苦労いただいて、学生も、

どういうふうにしたら子どもたちが気持ち良く演じることができ

るか、また、それを下級生が見て本当に内容が分かるかどうか、

そのためにはどういうふうにしたらいいのか、というのを、５～

６年生に伝えることも、KEESの学生にとっては本当に大変なこ

とだったのですが、やはり子どもたちの成長を間近で見ることに

よって、先ほどの報告にもありましたが、彼女たちにとっての活

力になるので、それが、今回の発表会を成功とできた理由になる

かなと思っています。

《長阪》とてもポジティブなことがいっぱいあったのですが、何

か思っていたことをやってみたら、「ああ、生徒の反応は違った」

ということとか、全然反応がない生徒さんがいたとか、そういう

ネガティブなことは何にもなかったのかしら。どうでしょうか。

《大谷》ネガティブなこと。やってみるとすべていい方向に見え

てしまうのですが、もちろん失敗はあります。この中にもありま

したが、教材を用意してせっかく使おうと思って行ったのに、や

ろうと思ったら教材がないというようなこともありましたが、な

ければなくて学生はちゃんと教えることができるようになりました

し、想定外のことはありましたが、それをまたチャンスに変えて。

《長阪》それはでも、素晴らしいことですね。そこで慌てないで、

ちゃんとないならないなりにしっかりやっていこうという。

《村岡》でも、多分、担任の先生が、輪に入っていけない児童に

対するケアはしてくださっています。そういう担任の先生の協力

があって、何か成功した形に見せてもらっているのかもしれませ

ん。
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《長阪》それはそうですね。１カ月１回行くのに、一人一人の生

徒さんまではなかなか分からないから、そこは担任の先生が、こ

の子はこういう子だというのはよく分かってサポートに回ってく

ださっているのですね。

《手塚》あと、英語活動が本格的に始まって、教科書的に『英語

ノート』を連携させながらとおっしゃっていた、それはいいこと

というか、大事なことだろうと思います。学校によってスタート

が、もう数年前からやっている学校と、いよいよ始まるからちょ

っとやりださなければいけないという準備しだした学校とあった

と思うのですが、そういう意味では、月１回、３回ぐらいやって

いたその４回目あたりで、『英語ノート』とうまくリンクして指導

案を作ってというのは、とても大事なことだろうと思って考えて

いました。

指導案は素晴らしいですよね。ここまで毎回やっていたら大変

でしょうが、でも受け手の学校としたらとてもやりやすいだろう

と思っていました。素晴らしい。

《長阪》私は一つとても感心したのは、毎回テーマとストーリー

という軸を持って、核になって、やはり軸になるものを必ず設定

するということはとても私はいいと思ったのですが、初めのころ

からそれは設定してあったことですか。１年目とか。

《大谷》岩佐先生のときからです。そのときは Story-based

Approach という言葉は使ってはいなかったのですが、須藤コー

チに指導してもらうようになってから、やはり絵本を中心に組み

立てたいという希望がありました。また、絵本だけで、現場でや

っていることとまったくつながっていないと、先生方も大変だし、

児童も混乱しますし、それで、どちらも融合する形で今年度はそ

ういった流れで行ってきました。

《長阪》とてもそれは、毎週やるのとは違って、月１回というの

はとてもやりにくいけれども、そこでブリッジをするという形にう

まく持っていったのだなと。それは『英語ノート』のテーマとス

トーリーと歌を関連付けていったというのが、私は成功した大き

な要因ではないかと思いました。

《大谷》お話の力はとても大きいので、例えば教える技術が未熟

でも、ストーリーやテーマに助けられるところもありますし、絵

本をこれにしましょう、と決めると、指導案も組み立てやすいし、

教えやすいような気がします。絵本には助けられています。

《長阪》それから、恵話会のところで、スプリングフェスティバ

ルは語りだけにしましょうということですが、語りだけにしたとい

うのは何か理由があったのですか。学生さんたちの中で思いがあ

ったとか。

《川名》やはり語りというと、何も見ずにお話を話すので、その

お話もすごく長い。先ほども最後にＩさんやＫさんも話しました

が、本当に５分、10分長いものなので、やはりハードルが高いの

かなと。

《長阪》でも、あえて難しい語りに挑戦をして、やり遂げて、そ

れが力になったということなのでしょうね。でも、学生さんがそ

うやって自分で決めて、自分でチャレンジをするというのは、と

ても。こちらから「やれやれ」というのはなく、自分たちが「や

ってみよう」というのは、とても私は、そうやってチャレンジし

たのだなと思いました。

《小關》東北大震災などもあって、その支援に行ったときに、各

自語りをできるようにしておきたい、ということも考えていたよ

うです。

《小關》どうして語りになったのかな。わらべうたでもよかった

はずだけれども。

《大谷》あえて語りに挑戦したいという声が学生たちからありま

したね。

《飯窪》恵泉お話を語る会で恵話会なので、みんなで語りに挑戦

してみようという声からということもあったと思います。

《長阪》もともとの、最初のそういった会というのに戻って。そ

れも難しい方に挑戦すると。分かりました。

5. 総括

《小關》時間等の都合もありますので、プログラムの総括に移り

ます。

《大谷》では、私の方から半分と小關さんから半分ということで

お願い致します。

まず、このプログラム全体を振り返るときに、一番最初にお配

りしました申請書の目的、目標が達成できたのかと私の方で見て

みました。先ほど報告会でご覧いただきました、「就業力の向上」、

「学士力の確保」、また「会員数を倍増させる」とか、そういうこ

とをうたっていたのです。

まず、会員数ですが、倍増には至りませんでした。特に恵話会

はなかなか新入会員が集まりませんで、KEESに関しては微増の

傾向なのですが、引き続き会員を確保するための努力をしていか

なければいけないと思っています。

それから、就職率についても、実は指標を細かく決めておりま

して、就職率を90％から95％に、教育福祉関係のパーセンテージ

を70％に上げたいと、当初希望しておりました。こちらについて

は、活動を始めて２年目の卒業生で、このパーセンテージをクリ

アできています。ただ、この春卒業する今の４年生については、

今年は東日本大震災の影響もあって、就職活動が長期化し困難を

極めておりますので、まだ期待どおりの数字が上がっていない現

状です。また、３年生も既に就職活動を始めておりまして、今の

３年生、４年生が卒業生に続く数字を上げてもらえればと希望を

しています。

それから、学士力ということでは、あらためてどういうことな

のかと文部科学省のホームページで見ましたら、四つありまして、

一つが、専門分野の基本的な知識を身に付けて、それを社会や歴

史などと関連付けて理解する「知識、理解」。２番目が、日本語



と外国語を使って読み・書き・話ができるなど、社会人生活で必

要な「汎用的技能」。そして３番目が、協調性や倫理観など、「態

度、志向性」。そして最後が、これらをすべて活用して課題を解

決する「創造的思考力」とあります。このように見てみますと、

これらはまさに恵泉地域言語活動研究会の学生が付けてきた力な

のではないかと、あらためて思いました。

活動しているときは目の前にあるイベントとか、次にこれをし

なければいけない、学生がこう言ってきた、そういった対応に追

われて、申請書というのは頭の片隅にありましたが、なかなかそ

のとおりに動かない部分がありました。ただ、今回もう一度読み

返してみますと、たとえば社会人の講座を終えた方をボランティ

アで指導に来ていただくということは、最初から実は申請書にう

たわれていたことなのです。本当に今回見直してみて、青写真ど

おりというか、意図してきた方向に進んできたのだなというのを

あらためて思いました。私の方からの総括としては、以上ですが、

続いて小關さんから、一言お願いします。

《小關》申請書というのは、書くべき用語というのがある程度決

まっておりまして、その中で書いていかなくてはいけない。教育

活動で具体的な数字を上げて、これを到達目標として出すことは

簡単なのですが、実際にそれを実現させることはものすごく難し

いことだと思っています。それ以上に、どうやって成果を測るの

か、これがすごく難しいなとずっと思っていまして、この事業が

３年間で部分的にはかなりの成果を上げた、特に学生の力の向上

という点では成果を上げてきたと思うのですが、本来の目的とい

うか、補助金の目的である就職支援ということでは、正直どうな

のだろうかという思いはあります。

それは社会的な条件が厳しくなっているということもあるかと

思います。あるいは、入ってくる、入学してくる学生の多様性と

いうのでしょうか、これが、広がってきているということにどう対

応していくか、いう思いが別途あります。

このプログラムについて言うと、一番私にとって大きい課題で

あったのは、どうやって今後につなげていくか、ここが本当に難

しいところに来ているなと思っています。幸いに、ゾンタクラブ、

今日もお話が出ていましたが、女性の地位向上を高めるための活

動をしていらっしゃる企業経営者の女性たち、あるいは個人営業

とか、そういう社会的にかなり活躍している女性たちの会で、世

界的な会らしいのですが、そこの日本の支部がうちの学生たちの

この活動を高く評価してくださって、ゴールデンＺクラブという、

ゾンタクラブが認定する団体の一つですね、その日本の第１号に

指名してくださって、毎年、支援をしてくださるということ、そ

ういう評価を与えてくださったことは大変ありがたいことだと思

っています。

あとは、学内としてどう体制を整えて、学生のクラブ活動とい

うのが一つの生き残りの方策かなと考え、今年から恵話会は学生

の主体的なサークルとして活動しています。岩佐先生は、教職の

学生たち、あるいは先生のゼミの学生たちを巻き込んで活動を始

めましたが、そういう力がないと学生たちの活動を続けていくと

いうのはなかなか難しい、そこをどうやってこの先やっていけばい

いのか。

地域とつながって、地域に育てていただきながら学生たちも地

域のために何かをしていくという活動をするには、これは継続さ

せることが一番大切なことなので、４年とか３年のサイクルで終

わるわけにはいかないということがあって、継続性というところ

が、私にとっては一番の課題として残っています。それ以外の部

分は、とても献身的なスタッフの活動で成功できたと思っていま

す。以上です。

《大谷》ありがとうございます。

《小關》それでは、懇談に移る前に、実際に学生たちがどんな活

動をしたか、西愛宕小での活動の様子を多摩テレビが取材してく

れたものがありまそので、これをご覧いただきます。西愛宕小学

校は教員数十数名のちいさな小学校ですが、そのうちの半数の先

生が、社会人の英語活動の講座に参加してくださいました。実際

に私たちの手法を学んだ経験をお持ちの先生方が、学生を受け入

れて下さったので、私たちの活動に対しても理解が深く、学生た

ちを成長させていただくことができました。

＊＊＊　ビデオ上映　＊＊＊

《小關》これが合同発表会です。われわれが学生に対して思って

いるのと同じ、学生の力を信じてというのを、学生が小学生たち

に言っていましたけれども。いい番組を作っていただいたと思っ

ています。ありがたいですね。

Ⅲ．懇談
1. 評価と助言

《小關》プロジェクトの今後についてというところでは、村岡先

生から少しご説明いただいて、その後、評価や助言をいただけれ

ばと思います。

《村岡》先ほど小關から説明がありましたゾンタクラブという、い

わゆるNGO団体なのですが、先ほどの説明でいいと思います。そ

こが支援をしてくださることになっています。来年は資金が今年

と比べると随分減りますし、そこに関わるスタッフも大幅に減り

ます。そういう資金も人材も足りない中でやっていくのですが、正

直、どうなることやらと思っています。でも、コーチたちが善意

で、週に１回ですが、ボランティアでまた来てくださると言ってい

ただいています。今までこの活動を通していろいろな経験をした方

たちが、今度は助けてくださる側に回ってくださるであろうと期待

しています。もう既にニーズ講座の修了の方が、去年秋からボラ

ンティアでコーチ役として来てくださっています。本当にいい活動

なので、だからこそ自然にどんどん育っていくのではないかと思っ

ていて、実はそんなに心配はしていません。学生たちの元気の源

がまずありますから、学生たちが自分たちでやっていけるようにな

るだろうと思っております。それが今後の展望です。

《小關》英語コミュニケーション学科では、KEESの活動に対し

て、学科としてサポートしてくださるとうかがっていますが。

《長阪》そうですね。学科では了承を得て、教員たちもそのつも

りでおります。

《小關》恵話会の方をどういう形でやっていこうかというところ

が難しいところなのですが、特にお金のかかる活動ではないので

す。指導的な活動をしてくれる人、教育は人から人へ伝わってい

くものだと思うので、人が一番大切で、組織の中に継続的に来て

いただくためには資金も必要になってくる、そこが一番の問題で

はあるのですが、いろいろな方に支えていただきながら、恵話会

の方も何とか続けていきたいと思っています。

こちらの説明ばかりになってしまいましたが、評価と助言とい

うことで、厳しいお言葉、あるいはこんなことをしてみたらとい

うご提案をいただければと思います。昨年、小学校の教員免許状

を取れる方策を考えてはどうかというご助言をいただいて、これ

はなかなか難しいことではあるのですが、教職課程委員会の方で、

他大学と連携の道を少しずつ検討し始めてくださっております。こ

れについては道筋が見えてきたと思います。

それから、もう少し下の年齢の子どもたち、保育士の資格。こ

れは受験するだけで、基礎資格は特に専門学科を出ている必要は

ありませんので、人間環境学科、あるいは新しく作る予定の社会

園芸学科というところで、本学の教員の大日向を中心にして、大
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日向が社会人のためにやっているこちらの方の講座にうちの学生

も来年度から参加できるような形を整えましたので、意欲のある

学生は保育士の資格試験を受けて、少しずつ科目を取っていくと

いうようなこともできるようになるかと思います。そういう形で、

まだ確実なものにはなっていませんが、先生方の助言を生かすこ

とができております。

《山口》小学校の教員免許の道が開けているということはとても

いいと思います。昨年もそんなことをお話しされたと思うのです

が、先ほどの多摩テレビの、ああいう中から、ああいう子どもと

ああいうふうに接していたら、またやりたいと思う人は必ず出る

のではないでしょうか。僕が少しかかわった学生さんは小学校の

教員免許を取るのだと言っていました。だから、そういう学生さ

んは必ずこういういい活動の中から出てくるのだろうと思います。

それから、就職対策だと小關先生がおっしゃった、大谷先生は

午前中の発表でKEES・恵話会の学生さんが100％就職したという

ことで、大学全体としてはちょっと下がって（笑）。それが一つの

大学からの、将来こういう活動で学生さんたちが培ってきたもの

が生きたということなのでしょうし、そういうことなのだと思うの

です。

《大谷》はい。

《山口》そして、就職の試験の面接で自信があって、もう胸を張

って「学生時代頑張ったことはKEESの活動です」と言う学生さ

んもいました。私も見ていて、たくさん見ているわけではないで

すが、断片的にしか見ていませんが、小学校の授業とか、こうい

う発表会でどういう成長をしているのかというのを見てきたよう

な気がしました。

そして、なかなか会員といいますか、恵話会の部員というのか、

会員を集めるのは難しいのだということです。僕も一番最初に冒

頭でお話ししましたが、なぜこんなに純粋に取り組めるのだろう

と。授業でもないし、別に何か特別な評価をされるとかも、授業

でないとすればないのだと思うのです。そうしたら、どうしてこう

いうふうに純粋に取り組めるのかなと思っていたのですが、岩佐先

生の強制力が効いたかと。それも、誘うということも、それは時に

大事なことだと思うのです。ちょっとお聞きしてみたいのは、せっ

かくお二人のOBがいますから、僕の自分の中の疑問を解消するた

めに、なぜこういうKEES、恵話会に入ろうと思ったのですか。

《川名》私は教職をまず取りたいと思っていて、２年生からゼミ

に入るのですが、私は岩佐先生のゼミしか教職課程は取れないと

思ったのです。それで入ったら、４月にそういったお話を聞いた

ので、びっくりしたことはみんなで覚えています（笑）。だけど、

すごく良かったです。

《山口》卒業してもまたコーチとして来てくれたわけですからね。

《川名》はい。

《飯窪》私も経緯としては同じです（笑）。ただ、私は編入で恵

泉に３年生から参りました。普通、２年生からゼミが決まってい

ますが、３年生から、教職を目指して恵泉に参りましたので、教

職のゼミである岩佐先生のゼミを希望書に書きましたところ、岩

佐先生からお電話をいただきまして、「私のゼミにはこんなものが

あるわよ」という流れでKEESに入りました。その年から恵話会

も発足されましたので、自然の流れで恵話会にも入りました。

経緯はそういったところなのですが、やはりそれまで思ってい

た教員になりたいという漠然とした夢が、本当に身近になり、生

の先生方、生の子どもたちと出会うことによって、また仲間を得

ることによって、本当にそれが現実的になっていって今日に至る

のかと思います。やはり、会に魅力があったから続けてきたのだ

と思います。

《山口》飯窪コーチは、恵泉に入る前に短大を出て、恵泉で中高

の教員免許状を取って、その後、通信教育で小学校の免許を。

《飯窪》今、取得中です。

《山口》小学校の一種の免許を取るということで、着実に教職と

いう方向に向かって進んでいますね。

《飯窪》そうですね。

《山口》もしそういう教職を目指すという人が、この活動通して

自分を高めていく、その先には教職に就くというのがあるのだと

思いますし、それでない人もいるわけでしょう。教職を目指して

いる人ばかりではないと思うのですが、ひょっとすると、最後に

学長先生がおっしゃっていましたが、何か人の役に立ちたいとか、

立てたときの喜びだとか、そういうものを求めている学生さんた

ちではないのかなと。そう人たちに先生たちがされている。いい

活動だなと思って３年間見せていただきました。

《手塚》今、教職の話が出ていましたが、教職の免許を取らなく

ても、例えば社会性とか、人間力とか、コミュニケーション力と

か、表現力みたいなことは、結構ここで培われていく力なのでは

ないかと思うのです。それは英語に限らず日本語にしろ、何にし

ろ。絶対これからやっていく上で必要な力だと思うので、ぜひ形

に、多少は弾力的にと、ちょっとこうなる話もありましたが、続

けていってほしい活動だろうなと思っています。

それからあと、地域貢献というのがありましたが、これはこれ

からの大学にとっては、私なんかは部外者で学内のことはよく分

かりませんが、必要な部分だろうなと思うのです。学校は結構そ

ういうものを求めています。だから、遠慮なくどんどんお声をか

けることなのだろうと思います。

ましてや今、新しい指導要領の話が先ほども先生の方から出て

いましたが、言語力というのはとても重要視されていまして、例

えば私だと、稲城の学校だったものですから、市の教育委員会の

方針としては、全校一斉に読書活動がもう位置付けられているの

です。教科の中ではなくて朝の活動の時間帯であったりとかもし

ているものですから、そういう時間に入らせてもらうことは、ど

んどんできると思いますし、まず声をかけていくことだろうと思

います。学校のニーズとしてもありますし、ぜひ広げていってほ

しいなと思っています。

それからあとは、保育園とか、いろいろな施設関係なんかは本

当に喜ばれると思いますので、ぜひ多摩に限らずに近隣のところ

にも行っていただけるとありがたいと思っています。

それから、小学校としての教職の免許に苦労してお取りになっ

ているという話ですが、これからまさしく英語活動が本格的に入

ってきまして、だから、英語ができる、英語活動に関心があると

なれば、そういう意味では、やっていることがすごく採用にも結

び付く力になっていくと思うのです。だから、自信を持ってやっ

てほしいと思っていますし、人の輪が広がっていくのかなと思っ

ています。例えばその顕著な例で、何か困ったら、では小關先生

のところに電話してみようとか思ったりして、おかげさまで学生

さんに来ていただいて、そこから私なんかは成長を見ることがで

きるのです。

今日、Ｉさんに終わった後でご挨拶に来ていただいたのです。

なかなか手が挙がらない彼女だったわけですね。ところが、ささ

っと来てくださって、すごいさわやかな挨拶をいただいて、「わ

ー、成長したわね」と思わず言ってしまったのですが、そういう

ことで、活動を通して人間的な、魅力的な、それこそ女性として

やっていけるようになっていくのかと。「今日はとてもうれしかっ

たわ」と言ったのですが、そんな印象を受けました。

評価委員といっても名前だけでなかなか力にはなれなかったの

ですが、私自身もとてもいい勉強をさせていただいたなと思って

いますし、つながりができてよかったと思っています。ありがとう

ございました。

《長阪》評価については初めの方でもう申し上げたので、助言と



いうか、今後のことで私たちも関係あることなので、資金不足、

人材不足でどうするかというので、あとはここにいる者が精いっ

ぱいやるしかないのだろうということで、KEESに対しては英語コ

ミュニケーション学科の合意を取り付けたということなので、恵

話会についてはどうするか。内なるパワーを少し使わないといけ

ませんね。

それから、英語に関しては、これは英語コミュニケーション学

科の課題ですが、やはり英語力を全体的に上げていく必要がある

というのは、KEESとかの問題ではなくて、これは私がここ何年

も思っていることですし、それをしないとKEESの活動にもつなが

らないというので、これは学科の今後の課題だと思っています。

それから、小学校の教員免状ですが、希望がある学生さんには、

どこでどうするかというのは難しい、本人がしたいと思ったとき

なのでしょうが、私が教えていたところでは、中高の教員免許を

取るのですが、早いうちから小学校の通信教育を受けているので

す。だから、卒業と同時に選ぶのです。面白いことに、この学生

は力がうんとあると思ったので、中高がいいと私は思ったら、そ

の学生は自分は小学校がいいということで、自分で小学校を選ん

でいるのです。だから、両方卒業と同時に取ってしまっているの

です。だから、頑張ればできるかなと。そういう道も、早い時期

から始めれば、通信は長くかかりますから、それでできるかなと

いうのが一つです。

それから、恵泉の学生で、卒業してから通信に行って、今、小

学校の先生をしているという学生もいます。そういうネットワー

クづくりもしながらということで、いろいろな情報をいろいろなと

ころから集めて、学生に情報をあげないと、自分でというのは難

しいと思いますので、そういうことも学校としてしていかなけれ

ばいけないかなと思います。以上です。

《小關》ありがとうございます。予定していた時間を過ぎました

が、貴重なご助言、アドバイスをいただけたと思います。ありが

とうございます。

それでは、最後に大谷先生、一言皆さんに感謝を。

2. まとめ

《大谷》この活動報告会と外部評価委員会に向けてということで、

特にコーチや村岡先生に力を貸していただいて、何とか今日まで

と一生懸命張り詰めてやってきました。今日は、外部評価委員の

先生方から今後の活動について助言をいただきまして、任期の終

了する私ができることはないのですが、この会が続いていきます

こと、そして、取り組みの目的に、「将来にわたり地域に貢献でき

る人材を育成していくこと」というのがありまして、これからも

続いていくことを願っております。

ここまで３年間、先生方、関係者の皆さま、内部のスタッフ、

関わったすべての方々に恵まれて何とかやってくることができま

した。途中で責任者の交代ということで先生方にはご迷惑をおか

けしましたし、私も重圧でつぶれてしまいそうになったりと、実

は泣き言を言ったことが何回かありましたが、今となっては、皆

さんの力添えのおかげで何とか乗り越えてきたことを、本当にう

れしく思っています。また、学生の成長は、本当にこの会のスタ

ッフの一員としてうれしく思っています。

今までは外部評価委員だった村岡先生が内部に入って、主体的

にかかわってくださったり、英語コミュニケーション学科でKEES

を課外活動として認めてもらったり、というように、本当に温か

い輪が広がっていることにも感謝しています。

今後とも先生方には会を見守って、また、折に触れてご指導い

ただいて、今後ともこの会が引き続き発展していくことを願って

います。今日は長時間にわたりまして、本当にありがとうござい

ました。

（拍手）
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第5章

プログラム総括と今後の展望
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恵泉地域言語活動研究会の取り組みが、平成21年度

「大学教育・学生支援推進事業」【テーマＢ】学生支援

推進プログラムに採択されてから、支援期間の３年が

終了しようとしています。この取り組みの概要や趣旨、

目標は第１章で述べたとおりです。ここでは、学生の

達成目標と目標行動、大学の達成目標と指標の面から

検証していきます。

学生の達成目標には

1. 日英両語の発音能力・読み聞かせ技能を高める

2. 仲間と協力して言語活動の企画案を作成できる

3. 役割を分担しながら質の高い言語活動や交流会を

創造できる

が掲げられています。1. については、一般的に用いら

れている指標などで測れるものとは性質は異なります

が、会に所属するメンバー全員の読み聞かせ技術には、

大きな向上が見られ、それに比例して発音能力にも改

善が見られます。このことは指導にあたった教員、コ

ーチ全員の意見が一致するところであり、その何より

の成果が、聞き手の反応です。人を引き付ける読み聞

かせができるようになる、という目標行動が身に付い

た成果だと考えます。

2. では、まず小学校や福祉施設等活動受け入れ先の

業務内容や活動内容を理解することから始まりました。

小学校での英語活動と一口に言っても、学校や学年に

よって取り組みに大きな違いがあります。それらを踏

まえた上で、学生は徐々に、それぞれの活動受け入れ

先に合致した指導案・企画案が作成できるようになり、

それに応じて必要な教材・資料を整えました。教材や

資料の例は、KEES・恵話会のカラーのページに掲載

しています。

3. の言語活動や交流会については、奉仕活動という

名のもとでこちらの活動の押し付けになってはならず、

学生には毎回の活動後、報告書の作成と口頭発表によ

る活動内容の見直しを義務付けました。そしてその結

果を次の活動に活かすことができたので、会を重ねる

につれて、言語活動・交流会の質の向上につながった

と確信しています。そしてその評価は「来年度も引き

続きお願いできますか？」「また来てくれる？」という

受け入れ先、そして子どもたちの反応に如実に表れて

いるのではないでしょうか。

次に、大学の達成目標として

1. 学士力の確保

2. 就業力の向上

の２点を掲げ、それぞれの指標を設けていますが、1.

の指標に「参加学生の７割が目標行動を達成できる」

とあり、これについては目標値をはるかに超える学生

が目標行動に達しています。しかしながら、指標の中

に掲げられた、取り組み参加学生数を「倍増」させる

ことに関しては、「微増」に留まっており、引き続き参

加学生を募っていく必要があります。

2. の就業力の向上については、

・就職率を90％から95%に向上させる

・教育福祉分野への就職（および大学院進学）率を

50%から70%に向上させる

と指標を掲げており、本取り組みの成果が最終的な数

字として表れるのは、現在在籍している学生が卒業す

る時点となりますが、これまでの成果は以下のとおり

です。

・21年度からの本取り組みを１年経験して、2010年

３月卒業した学生の就職率は91%、教育関係の就

職率は41%。（恵泉女学園大学全体では 72.6%、全国

平均 91.5%*）

・本取り組みを２年経験して、2011年３月卒業した

学生の就職率は100%、教育福祉関係への就職率

は 90%。（恵泉女学園大学全体では 65.4%、全国

平均 91%**）

*４年制大学卒業の女子学生のみ

**４年制大学卒業の男子学生含む

詳しいデータは p. 47 で紹介していますが、このプログラ

ムを２年経験して卒業した学生は、目標に到達してい

ることが数値の面で明確に示されました。2012年春卒

業予定の４年生については、まだデータの収集分析が

できていませんが、既に就職活動を始めた現３年生も

合わせ、先輩に続く就業力を示してくれること、さら

にこの研究会に参加する学生が増加し、恵泉女学園大

学全体の就職率向上につながることを期待しています。

平成21年度「大学教育・学生支援推進事業」【テーマB】学生推進プログラム

「専門性を生かした正課外地域貢献活動による
マネジメント力の育成」を振り返って

取組責任者　大谷 由布子
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学生支援推進プログラムに採択されてから3年が立ち

ました。その間「まかれた種が花開く」ように、学生

達は地域貢献活動を通して様々な人と出会い、人に

「奉仕する」喜びを知り、大きな成長を遂げました。自

分に確固とした自信がなく、人前で話すことも苦手だ

った学生が、今は笑顔で堂々と大きな声で児童の前で

絵本の読み聞かせなどを行えるようになりました。そ

んな姿は、この活動がどんなに学生にとって意義のあ

るものだったかを示しているように思います。

また、成長は学生だけに起こったことではありませ

ん。このプログラムに関わった教員、コーチ、社会人

コーチ、事務担当職員にとっても、今後の展望に対す

る新しい可能性を考えるきっかけとなったと思います。

さらに、大学と地域との連携の大切さも明らかになっ

たと思います。学生の教育は学校内だけで行うのでは

なく、地域の方々と連携しながらやっていく方が、大

学に活気が出て、また同時に地域も潤っていくと思い

ます。恵泉地域言語活動研究会の取り組みは、「学生-

教員-職員の連携」という学校内だけで完結する形では

なく、地域の人々との関わり合いの中で育っていった

ところに、この活動の特有さと素晴らしさがあるよう

に思います。

3年間の活動の中心には、「ストーリー」の活用があ

りました。このストーリーの活用は、この取り組みの

ユニークさを特徴づけるものだと思います。学生達は

日本語・英語で絵本の読み聞かせを行うための練習を

重ねることで、発音能力や表現力の向上が見られただ

けでなく、協力して物事に取り組む姿勢や、人に聞い

てもらう喜びを知ることもできました。また、ストーリ

ーには必ず著者の伝えたい平和的なメッセージが込め

られていますが、学生達はそのメッセージを理解し、

「メッセージを児童に伝える」という明確な目標のもと

練習に取り組むことで、地域貢献活動がより意味のあ

るものになったと思います。児童にとっても、ストー

リーに触れることで、新たな知見を得て、心の豊かさ

につながったのではないかと思います。

恵泉地域言語活動研究会の取り組みは、地域社会で

の高い評価につながりました。例えば、学生の取り組

みは多摩テレビで何度も取りあげられ、紹介されまし

た。また、3年間の活動が認められ、2012年度からは、

NGO法人東京II国際ゾンタクラブからの支援を受けな

がら活動を継続させていくことも決まりました。国際

ゾンタは、奉仕（Service）と支援/主張（Advocacy）

を通して、世界の女性の地位を高めるために活動して

いる団体です。女子学生のコミュニケーションスキル

の向上や、自分磨き、キャリアの選択肢の拡大、地域

または国際社会における人間的成長を支援することを

目的としたプロジェクトの一つとして支援を受けます。

今後も引き続き「ストーリー」を中心に、言葉によ

る平和の種を地域社会、日本、果ては世界に植える活

動の支援を続けていきたいと思います。

最後に、「ことば」を使う奉仕活動を行ってきて思う

ことは、上記のような目標や指標に到達できたかどう

かということに加えて、地域や受け入れ先の評価、そ

して学生自身が何を学んだか、ということを強調して

終わりたいと思います。お世話になった活動校や学生

の活動を間近にご覧いただいた先生方からいただいた

メッセージ、外部評価委員の先生方からのご助言、そ

して児童や参加者の振り返りシートやアンケート、そ

して学生の報告書等々、つまりこの冊子全体がこの取

り組みを評価しているということです。そしてそのすべ

てにおいて、この研究会の活動が大変高い評価を得て

いることは、担当者として大いなる喜びであるととも

に、この経験という「財産」を今後も引き継いでいっ

てもらいたいと希望しています。

最後までお目通しいただきまして、ありがとうござ

いました。

平成21年度「大学教育・学生支援推進事業」【テーマB】学生推進プログラム

今後の展望
取組担当補佐　村岡 有香
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